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『如何いかがかね、旅の具合は』

　受話器越しの、乱れた、どこか遠いグリンカ元げん帥すいの声に、アンナは笑みを浮かべる。

「酷ひどいものですわ」

『おや』

「だってそうではありませんか。列車はまともに時間を守らず、一時間二時間の遅れは当たり前。気づけば何事もなかったかのように欠便していますし。代わりの馬車は乗り合いで、汚い服の農のう夫ふと一緒に押し込まれて、野の晒ざらしで何時間も寒い思いをさせられたり」

『なるほど。やはり東とう方ほうへのお忍びのご旅行は、皇こう太たい子し妃ひ殿下には厳しかったか』

「いいえ――なかなか楽しいですわ」

　アンナは小さく含むように笑った。

　今でこそ、大商家バラバノフ家の当主に治まり、ヴァローナ帝国の次代皇こう帝ていたる皇太子アレクセイと婚約している身だが、元は一兵士の娘で、ただの庶民だ。

　今夜も、電話が客室に引かれているという理由で、この町で一番高い旅館ホテルに泊まっているが、そうした理由がなければ、雑ざ魚こ寝ねの安宿でも彼女は構わなかった。

　もっとも、それでは護衛としてついてきている帝てい国こく兵へいを困らせることになっただろうが。

　ここは帝てい都とサンクトブルクから六千ヴェルスタの東にあるイルツク。

　かつては東とう方ほう国こつ家かとの戦争の前線基き地ちとして機能していた山やま間あいの小都市だ。

　現在では、更なる東の果てにある開かい拓たく都と市しヴォストックへ向かう大陸鉄道の、最後の補給拠きよ点てんとなっている。

『それで――どうなのだね、彼らには追いつけそうなのかな？』

　遠く離れた帝都から、雑音混じりの声が問いかけてくる。

　それはこの広大すぎる帝国の大地を吹く風に、千ち切ぎれ飛ばされそうなほどか細い。

「問題ありませんわ」

『ヴォストックには三さん聖せい具ぐがその近くに眠っている。絶対ではないが――その手がかりは、龍血族ドラコンクローフイにしか分かり得ぬ何かは、あるはずなのだ。それを彼らが手にする前に、止めねばならぬ』

「…………」

『世界を破滅へと導く力――あの少年に、ロジオンにそれを持つことを赦ゆるす訳にはいかぬのだよ』

「ええ、もちろん、分かっておりますわ」

　アンナはどこか醒さめた気分になる。

　受話器越しの声は、表面上は落ち着いているが、端々に焦しよう燥そうが滲にじみ出ているように思えた。

「ご安心くださいませ、元帥閣かつ下か。そうなる前にわたくしが彼らに追いつきます」

　赤い唇を送話器に這はわせるように近づけて、

「ロジオンは、わたくしが殺しますわ」

　そして、彼女は通話を終えた。
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　ロジオンは炎の中にいた。




　見たこともない町並み。

　それは石造りの、古代の都市のように思えた。

　逃げ惑まどう人々。襲いかかる暴ぼう徒と。争い、殺し合う住民たち。

　もはや止めることのできない狂乱と混こん沌とんの中にロジオンはいた。

　遠い世界の出来事のように感じられるその光景を、彼は自分とは無関係であるかのように傍ぼう観かんしていた。

　だが。

　――お願い、この子は、この子だけは！

　目の前で血を流しながら横たわる女性の姿を見て、ロジオンは慄りつ然ぜんとする。

　銀色の髪、透き通るような白い肌、澄んだ泉を思わせる緑色の瞳。額ひたいには、翼を広げた鳥のような、左右対称の紋もん章しよう――龍血族ドラコンクローフイの証あかし。

　――リーザ！

　気づけば、ロジオンはその名を叫んでいた。

　違う。

　それには気づいていた。

　よく似ているが、この女性は自分が共に旅をしている少女ではない。

　年齢が違うし、髪の長さも違う。服装も豪ごう奢しやで、なのにやけに古臭い。

　そして何より。

　――止やめて！　返して！　ああ……。

　抱いていた赤子を暴徒に奪われ、彼女は悲痛な声で叫ぶ。

　そう――リーザは、あの少女は、言葉を発せないのだ。

　それに、これほど辛つらい目に遭あっても、それを表情で示すことができない。

　きっと彼女なら、この悪夢のような光景の中で、笑っていることだろう。

　まるで自分の誕生日か結婚の祝しゆく宴えんが開かれているかのように、高らかに、楽しげに笑うことだろう。

　目の前の女性は、叫び続ける。

　連れ去られる自分の子供を追う目から涙を流し、嚙かみ締めた唇から幾いく筋すじもの血を流して、怒りと哀かなしみと――この場に相応ふさわしい感情に充みちた表情で世界を見る。

　そして、ロジオンは。

　――リーザ！

　名を呼ぶ。

　違うと気づいたはずなのに、その名前を呼ぶことは止められなかった。

　なぜだろう。

　なぜ自分は（本当に自分なのか）あの女性をリーザと呼ぶのだろう。

　その声は自分のものではないように聞こえ、身体からだはいつの間にか、精神と分わかたれていた。

　その腕が勝手に動き、傍かたわらにある何かを摑つかんだ。

　投げ捨てるように鞘さやを取り去る。そこには、緑色に輝く巨大な刃やいばがあった。

　――聖せい王おう剣けん、ゲーオルギィ。

　その名を、ロジオンは知っている。

　その力を、ロジオンは知っている。


――殺せ。



　そこにある憎しみを、ロジオンは知っている。


――殺せ！



　だから彼は、その刃を、躊躇ためらうことなく振り下ろした。




　　　＊




「――い、おい、ロジオン」

「……ん？」

　名を呼ばれ、身体を揺すられる。

　目を開けば、褐かつ色しよく肌の青年の顔が間近にあった。

「大丈夫かロジオン？　なんや、随ずい分ぶんうなされとったけど」

　いったい誰だったか――先程襲いかかってきた男とは違う。

　……否いな、あれは夢だ。だとしたらこれは……。

　そこまで考えてようやくロジオンは、相手が誰なのか、自分が今どこにいるのかを思い出す。

「ああ……大丈夫だ」

　南方訛なまりの友人――イゼルの問いに、ロジオンは呻うめくように返事をしながら周りを見回す。

　炎に捕とらわれた石造の都市、ではない。

　列車の客室コンパートメントだった。

　木造の、何の装飾もない二等車両。激しい揺れは、この列車が走る路線が、まともな保線作業もなされていないことを伝えてくるようだ。

　一方で、窓の外を流れる景色は悠ゆう然ぜんそのもの。

　地平線まで見渡せるほどのひたすらの荒野。所々で天を突いている針しん葉よう樹じゆも、この広大さの中では地を這はうように生える苔こけに見える。

（ロジオン……？）

　ふと、未まだ覚かく醒せいしきってないまま外の景色を見るともなく見ていたロジオンの頭に、そんな声が響き渡った。

　冬枯れの森に響く若鳥の歌のような声。

　ロジオンは、窓とは反対側、自分の隣に座る彼女に視線を向けた。

　思わず身が強こわ張ばる。

　長く伸びた銀色の髪を座席に垂らしている。額には左右対称の緑色の紋もん章しよう。それは今は、頭に被かぶった掛布プラトークで半ばが隠れていた。

　緑色の両眼は、なんの感情も示さずにこちらを見ている。

　――似ている……けど、やはり違う。

（それに――）

　とロジオンは視線を彼女の顔からやや下に転じる。

（あの人よりも、リーザの方がだいぶ大き――）

（ロジオン？　何か厭いやな夢を？）

「あ、いや、何でもないぜ！」

　ロジオンは慌てて首を振る。

　知らず、左手薬指に嵌はめた〈ダヴィドの指輪〉を撫なでていた。

　銀色の重厚な造りで、中央には自ら鈍い光を放つ青い宝石――霊れい石せきが嵌め込まれている。

　――この指輪に、自分の意思を相手に伝える能力がなくて助かった。

（それならいいですけれど……）

　リーザは、ロジオンの動揺には気づいていない様子で、

（何かあったら、言ってくださいね）

「お、おう、ありがとう」

　ロジオンは頷うなずく。

　と、そこで、向かいの席に座るイゼルが、こちらを見ながらにやけた笑みを浮かべていることに気づく。明らかに、ロジオンが慌てていることと、その理由を分かっている顔だ。

（くそっ……こいつ）

　腹立たしいが、何か言えばリーザに知られてしまう。

　ロジオンは黙るしかなかった。

　自分は相変わらずだ。

　約二ヶ月半の旅で、リーザとの関係は随ずい分ぶん近くなったと思う。友人はそれを一歩引いたところから見守ってくれている感じだ。

　だが、その親密さは家族の親密さだ。

　リーザはどうもそういうことに酷く疎うといようで、宿の同じ部屋で、時には同じ布団で眠ることがあっても、まるで心が揺れる様子がない。兄か弟とでも一緒にいるつもりのようだった。

　ロジオンも別にそれは構わない。こんな状況で、そういうことにうつつを抜かしている場合ではないとも思う。

　けれど何か――もどかしいような感情が溜たまっていくのもまた感じていた。

　イゼルは腹の立つ表情を保ったまま言ってくる。

「それはそうと、もうすぐヴォストックや。列車が駅に着いたら、例によってすぐ郊こう外がいに移動やからな。目ぇ覚ましとけよ」

「ああ、分かった」

（はい）

　リーザも頷きで答える。

　ここまで――帝都サンクトブルクから八千ヴェルスタの東への旅、それも特とく務む保ほ安あん局きよくや帝国軍の追っ手を撒まきながらの逃避行には、イゼルの協力が不可欠だった。

　帝都から出たことのなかったロジオンにも、龍血族ドラコンクローフイであるリーザにも、帝国領内でどのようにすれば人目を引かず、怪しまれず行動できるかなど分かるはずもなかった。

　食事や宿の問題もある。移動手段も重要だ。

　この広大すぎる帝国東方の荒野――数えるほどしか町のない未だ開拓中の大地で、盲もう目もく的に歩き回れば、野垂れ死ぬ末まつ路ろが待っているのは明らかだ。

　商人として各地を旅していたイゼルだからこそ、こうしてロジオンたちを目的地まで導けた。

　それでも、二ヶ月半。普通の旅行よりは随分と時間がかかったが。

　追っ手との大きな戦闘を避けながらの路みち往ゆきだ。それも当然だろう。

　開拓都市ヴォストック。

　それが、ロジオンたちのひとまずの目的地だった。

　正確には、ヴァローナ帝国が築いたその町の周辺にあるという、リーザの故郷である龍血族ドラコンクローフイの村。

　そこに、求める〈三聖具〉の手がかりがあるはずなのだ。

「…………」

　ロジオンは自分の指に嵌まった〈ダヴィドの指輪〉に触れつつ、窓際に立てかけた細長い布袋を眺める。

　その中には、剣が収まっている。

　リーザが護り、そしてロジオンに託された龍血族ドラコンクローフイの『希望』、聖王剣ゲーオルギィが。

　聖王剣ゲーオルギィと〈三聖具〉。

　それは、遙はるか古代の龍血族ドラコンクローフイの王リューリックが自ら作ったとされる〈神しん具ぐ〉だ。

　言葉無き者の言葉を知ることができる〈ダヴィドの指輪〉。

　過去の真実を総すべて知ることができる〈カロリーナの宝ほう冠かん〉。

　世界を律する運命をも操るという〈マリヤの首飾り〉。

　聖王剣を守護するそれら三つの〈神具〉を手にした者は、世界を繋つなぐ存在となる――この旅の間にイゼルから聞かされた、〈三聖具〉にまつわる伝説だった。

　それがどこまで真実で、どこからが与よ太た話の類たぐいなのかは判然としない。

　だが、現実に指輪を得ることでロジオンは声を喪うしなったリーザの言葉を解せるようになった。リーザが持つ霊力を得ることで、聖王剣を振るうこともできた。

　そして、彼は選んだのだ。

　リーザが語る願いを叶かなえるために、共に往くことを。

　それは「自分たちの居場所を取り戻したい」という、ささやかな、それでいて遠大すぎる願い。

　蟻ありが象に歯向かうが如ごとく、無む謀ぼうすぎる望みだ。

　――だが、それでも。

　わけの分からない焦しよう燥そうを抱えたまま、歪ゆがんでいると感じながら帝国の繁栄の中で過ごすよりは、ずっと自分に相応しい生き方だと、ロジオンは思う。


――そして、



「……なんだ？」

　ふと、ロジオンは客室コンパートメントを見回す。

「なんや？」

（ロジオン？）

　イゼルとリーザが彼を見てくる。

「いや……なんか、声が聞こえた気がしたんだが」

「何も言ってないで。なんや、まだ寝ぼけとんのか？」

「…………」

　リーザを見るが、彼女も首を横に振る。

　何だったのだろう。

　気のせいだったのだろうか。


――そして、復ふく讐しゆうを、



「……っ！」


――復讐を、果たすのだ。



　間違いなかった。

　聞こえる。声が。外からではない。リーザの言葉のように、頭に直接響いてくるのとも違う。それはまるで、自分の中にもう一人の自分がいて、それが勝手にロジオンの意識を使って言葉を紡つむいでいるような――。

「俺の、記憶なのか？」

「なんやて？」

　イゼルが目を丸くした。

「……記憶が、戻ってきてんのか？」

　ロジオンには記憶がなかった。

　二年前の冬、ある事故に巻き込まれた際、記憶を喪ってしまった。

　そして同時に彼は、リーザと出で逢あうことになったのだが……。

　だから、今のロジオンは二年以上前のことが思い出せない。身に憶おぼえのないあの夢の光景や、今聞こえた声も、もしかしたら――。

（いや、そんなはずないだろ）

　ロジオンは首を振る。

　あり得ない。

　ロジオンは帝都以外の土地で暮らしたことなどない。

　それにそもそもあの夢の町は、龍血族ドラコンクローフイたちの町だった。

　そしてリーザによく似た女性――奪われた赤子――剣を抜き、振り下ろす男（ロジオン？）

　あれは――。

「――！」

「なんやっ!?」

　唐突に、激しい揺れが三人を襲った。

　これまでの、走行中の揺れとは桁けたが違う。

　列車が脱線したのだと言われたら信じてしまいそうなほどの揺れだ。

　しかし、そうではない証拠に、列車は止まることなく疾しつ走そうを続けている。

　揺れは一度だけで終わった。

「なんか酷い断線でもあったのか？　大丈夫か、リーザ」

（あ、はい。ちょっとびっくりしましたが……）

「だったら、その……手を離してくれると助かるんだが」

（ご迷惑でしたか）

「い、いや、そういうわけじゃなくてっ」

　倒れそうになったリーザがしがみついてきた拍子に、その豊かな乳房が肩に押し付けられてきて、感触が強烈に伝わってきていて気まずい――とは流石さすがに言えない。

「おい、いちゃいちゃしとる場合やないで」

「し、してねえよ、いちゃいちゃなんか！」

「いいから、とっとと剣持って、ここ出るぞ。先頭車両の方に行くんや」

　どうやら冗談ではないらしい。

　ロジオンはリーザに手を貸しつつ立ち上がる。

「……どういうことだ」

「今のは多分、この列車の最後尾に何かが取り付いた音や。恐らく、連れん結けつ器きを無理くり接続したんやろ」

「！」

　ロジオンは聖王剣が入った布袋を手に取った。

　袋の口を縛る紐ひもを緩めて、いつでも取り出せるようにしておく。

　イゼルは客室コンパートメントの扉を開けると、左右を見回してから、二人を招いた。

　二等車両の狭い廊下を、三人は早足で進んでいく。

「こんな、あとは終着のヴォストックに行くだけって場所で、わざわざ走行中に連結するなんて、通常の運行じゃあり得ん。どう考えても緊急の措そ置ちやろ」

　ヴァローナの鉄道は総て帝国――つまりは皇帝の所有となっている。

　たとえ地元の知事や警察が要求しても、その運行を妨さまたげることはできない。

　それが可能なのは、

「軍か、特務保安局……」

「そういうことや」

　特務保安局――正式名、皇帝直属第三部局。

　それは本来帝都の治ち安あん維い持じのために作られた組織だが、今では、局長であり、帝国軍総司令官でもあるイーゴル・グリンカ元帥の私兵集団に等しい。

　そして彼らが――特務保安局が、ロジオンたちを狙ねらう、この路往きの最大の障害なのだった。

「けど……どうするんだ？　前に行ったって逃げられる訳じゃないだろ」

「んなことは分かっとる」

　三両ほど続いた二等車両の先は、一等車両が二両連なっている。

　途端に廊ろう下かは広々として――と言っても、二人が横に並べば狭いくらいだが――壁紙が鮮やかな色彩を主張し出す。足元も柔らかな絨じゆう毯たんに変わった。

「局員の皆さんは後ろから順に客を改めにゃならんから時間がかかるやろ。その間に列車の速度を落としてもらう。んで俺らはさっさと途中下車や」

「なるほど」

　龍血族ドラコンクローフイのリーザは、体内に有する霊力を放出して翼を生み出し、空を舞うことができる。それを利用すれば、ロジオンとイゼルも一緒に今すぐ窓から逃げ出すことは可能だ。

　だがそれでは目立ちすぎる。

　追っ手の〈魔ま銃じゆう遣い〉にとってみればいい的でしかないかもしれない。

　見つからないよう静かにこの場を去るのが得策だろう。

　一等車両の先に、この列車を引く機関車がある。

　そちらへ通じる扉は施錠されていて、乗客は入れないようになっていた。それを、イゼルは脚を振り上げて蹴けりつけた。

　二度、三度と衝撃を与えると、鍵かぎが壊れて扉は向こう側へと開く。

「防犯上問題があるなぁ。帝都に戻ったら、交通局に知らせてやらんと」

「お前それ、強ごう盗とうが忍び込んだ家の住人に戸締まりについて説教するようなもんだろ」

　開いた扉からは、風が吹き込んできた。

　近づきつつある夏を思わせる、しかしまだ冷たいヴァローナの大地の乾いた風だ。

　疾走する機関車が巻き上げた砂すな埃ぼこりや、吹き上げる煤ばい煙えんも混ざっていて、爽さわやかとはとても言えない。

「口元、押さえとったほうがよさそうやな」

　自分も手でそうしながら、イゼルは外に出る。ロジオンは布袋で、リーザは掛布プラトークで彼に倣ならいながら後に続――こうとした。

「――どこへ行くのかしら」

　そんな声が正面から聞こえて、イゼルは慌てた様子で踵きびすを返した。

　押し戻されるように、ロジオンたちも車両の中へ引っ込む。

　一瞬判断に迷うが、ロジオンは即座に決意する。

　布袋を放り捨て、鞘さやから剣を引き抜く。

　淡い、緑色の輝きが一等車両の廊下に満ちた。

　それは巨大な刃だった。

　柄つか頭がしらに嵌め込まれた緑色の霊石と呼応するように光を放つ、否、光そのもので構成された、幾き何か学がく模様を描く刃。その長大さは、廊下を完全に塞ふさぐほどに圧倒的だ。

（……っ）

　その緑色の輝きを見て、ロジオンの視界が歪む。

　目の前の光景が炎に包まれた町に……違う。ここは――ここはヴォストックへ向かう列車の中だ。

　ロジオンは、リーザとイゼルを護るように背後に置き、抜き放った聖王剣を構えて、開け放たれた扉に対たい峙じする。

　先頭の機関車へ通じるその扉から、一人の少女が車内へと姿を現す。

　真っ先に目に留まるのは、燃えるように赤い炎えん髪ぱつ。

　漆しつ黒こくの軍服に身を包み、手には赤と黒の二丁一対の〈魔銃〉を握って。

　怒りと憤いきどおりに満ちた表情で、こちらを睨にらんでいた。

「グリューネ……」

「…………」

　幼おさな馴な染じみの少女は、ロジオンの呼びかけに、しかし沈黙を以もつて答える。

　感情の起き伏ふくが激しい彼女の静かな態度は、逆に煮え立つような激情をこれ以上ないほど明めい晰せきに表しているように思えた。

「お前、どうして……」

「……っ」

　ロジオンの言葉に眉まゆを吊り上げたグリューネは手にした〈魔銃〉の一つ――左手の黒い方を掲げると、躊ちゆう躇ちよすることなく引き金を引いた。

「うわっ、馬ば鹿か、お前っ」

　ロジオンの声をかき消す轟ごう音おんが響き渡る。

　ロジオンは後退しながら緑りよく光こうの刃で連撃を弾はじく。

　まるで狙いを定めずに放たれた銃弾の幾つかが高級車両の壁や絨毯、天井に穴を穿うがった。

　しかし、そこに銃弾そのものはない。まるで氷が溶けるように消え去るのだ。

　グリューネが握る自動拳銃オートマテイツク型の銃身のどこからも、薬やつ莢きようが排出されている様子もなかった。

　魔銃〈スタンダール〉の片かた翼よく、『黒チヨールヌイ』は、グリューネが保有する霊力を銃弾に変えて放つ。

　それ故に、物理的な薬莢や銃弾は必要ない。そして、彼女の霊力がつきない限り、無限に連射を続けることが可能だ。

「くっ……」

　場所が悪すぎた。

　この狭い車内の廊下では、剣を構えるので精一杯だ。

　とても満足に立ち回りなどできそうにない。

「おいロジオン、こっちや！」

　振り向くと、ロジオンの後ろにいたはずのイゼルが、半ば開いた扉の陰かげに身を隠していた。

　一等車両の客室コンパートメントの扉だ。

　ロジオンは客室コンパートメントに身を滑り込ませる。すでに避難していたリーザが扉を閉じて鍵をかけた。

「ふぅ……」

　ロジオンは一息を吐ついて剣を鞘に納める。室内に充みちていた緑色の光が消えた。

「リーザ、大丈夫か？」

（はい……）

　ロジオンは安あん堵どする。

　この程度なら、二人とも霊力を暴走させることなく剣を使えるようになっていたが、不安は拭ぬぐえない。

　聖王剣は、普通の人間の数倍の霊力を有する龍血族ドラコンクローフイのための武器だ。ロジオンが使うためには、リーザから霊力を貰もらい受ける必要がある。

　しかし無論、それにはある代だい償しようが伴うのだ。

「くそっ、まいったなこりゃ」

　扉に耳をつけて、廊下の様子を窺うかがっていたイゼルがぼやく。

「どうなってる？」

「前からも後ろからも、ぎょーさん人が集まってきとるわ。元々、俺らを挟み撃ちにするつもりやったんやろな」

　イゼルの考えは読まれていたというわけだ。

　これではもう、機き関かん士しに列車の速度を落としてもらうことなど無理だろう。

　それどころか、先程から窓の外の景色の流れが目に見えて速くなっている。保安局員に命じられて、速度を上げているのかもしれない。

「どうする、イゼル？」

「そうやな……変装して、一般客の振りでもするか？」

「こんな辺へん境きようまで観光にくる金持ちなんかいねえだろ」

　どうやら、先頭に付いている二両の一等車両はほぼ空室のようだった。この部屋も誰もいなかった。乗る者などいないのに『帝国全土を結ぶ高級車付き超特急鉄道』の名目を護るために無む駄だに客車を運用しているのだろう。

「……だったら」

　ロジオンは駆けていって、窓を開け放った。

　舞い込む風に黒髪を揺らしながら、周りを見回す。並走して追ってきている軍用車両などは見当たらない。

「おい、どうするつもりや」

「奴らがここに集まってるなら、別の車両に移っちまえばいいだろ？　リーザ、行けるか？」

（はい）

　頷き、彼女は集中するように息を吸い、吐いた。

　次の瞬間、彼女の背に翼が生まれる。

　身体から数アルシン離れた中空を発生地点として、左右に、額の紋章と相そう似じ形けいの緑色の光翼が顕けん現げんしていた。

　空を飛ぶという意思を具現化した、美しき龍の血の証あかしだった。












（イゼルさんも、こちらへ）

「あ、ああ……」

　リーザの声は聞こえないが、差し出された手に頷いて、イゼルも窓際へ来る。

「しかし……何度見ても凄すごいな、嬢じようちゃんの翼は」

　大抵の龍血族ドラコンクローフイは自らの霊力を用いて空を舞うことができる。しかし、ここまで大きい翼を生み出せる者はめったにいないらしい。

　実際、リーザは他の者よりも遙かに高く、長く飛ぶことができる。

（行きます）

　三人の身を、何かが包み込むような感覚が充たしていく。

　そして、次の瞬間――三人は窓から車両の外へと飛び出していた。




　　　＊




「このまま高い所まで上って、どっか遠くに逃げたらイケるんじゃないか？」

「抜かせ。こんな何もない荒野のど真ん中でそんなことしたら、あっという間に取り囲まれるわ。あの後ろに取り付いた軍用列車見てみ。自走車アヴトモビルを山ほど積んでるで」

「じゃあやっぱ、後ろの車両に行くしかないか……」

「そうやな。せめて、ヴォストック市街に入ったら、今の手もありやと思う」

　そんなわけで、三人は三両後ろの二等車両へと突っ込んだ。

　リーザの翼の飛行と、ロジオンの蹴りで硝子ガラスをぶち破って、客室コンパートメントに飛び込む。

　着地するなり、イゼルが廊下へ飛び出していく。

「おい、どこ行くんだ!?」

「さっき見たやろ、あの自走車アヴトモビル！　使わない手はないで！」

「…………」

（…………）

　ロジオンとリーザは顔を見合わせて、頷き合うと、彼に続いた。

「ったく、さすが商人は油断も隙すきもないな！」

「おう、もっと褒ほめろ――すみませんね、ちょっと通させてもらいますで！」

　最後尾に連なる三等車両に飛び込む。

　三等は個室ではなく普通の座席で、大量の乗客が缶かん詰づめに詰め込まれた魚のように乗っていた。皆、労働者風の身なりで、随分と薄汚れている。ヴォストックへ出で稼かせぎに行く者たちなのだろう。

　噎むせるような汗と酒の臭いが鼻を突く。

「何だ若わけえの！　酒が欲しいのか？」

「この先行ったって本屋さんはねえぜお坊ちゃん！」

「娘さん娘さん、こっち来て一緒に飲みましょうや」

　三人の服装を見て、金持ちの娘息子とでも思ったのだろう、からかいの声を上げるヴァローナの民衆をなんとか押しのけて、ロジオンたちは三等車両を通り抜ける。

　酒場トラクチールのような喧けん噪そうを抜けて、最後尾に辿たどり着いた。

　吹き曝さらしの出デ入ツ台キから、厳いかめしい型式フオルムの漆黒の軍用列車の顔が拝おがめた。連結器の型が合っていないのか、酷く耳みみ障ざわりな金属音が揺れと共に響き渡ってくる。

「いやはや……装そう甲こう列車まで持ち出してくるとはな。大人気やないかロジオン」

「嬉うれしくねえよ」

　特務保安局が自分たちを狙う理由を、ロジオンは明確には知らない。

　ただ、イゼルの言う通り、帝国への叛はん逆ぎやく者しやを捕えるためにしては、このやり口は大掛かりすぎる気もする。

　聖王剣や〈三聖具〉にこだわる理由が、帝国にもあるのだろうか――そんな想像をしてみたくはなる。

　連結器を飛び越えて、三人は軍用列車に移った。

　先程空から見たところでは、この機関車の後ろに一両客車があり、その先の二両が自走車アヴトモビルを載せた無む蓋がい車しやだった。

　機関車胴体の側面に備え付けられた細い通路を通って後方へ。

　扉に付いた窓から客車を覗のぞき込んでみる。

「どうや？」

「……大丈夫そうだ」

　ロジオンは取っ手ドアノブを回す。

　鍵はかかっていなかった。

　車内へ身を滑り込ませる。

　警戒を解かぬまま、一歩一歩を確かめるようにしながら進んでいく。ロジオンの手は聖王剣の柄つかにかけられたままだ。

　しかし――それでは不充分だった。

　突如、撃音が響き渡る。

「ぐっ……」

「イゼル！」

　ロジオンとリーザの後ろで、うめき声を上げてイゼルがよろける。

　右手で、左腕を押さえていた。スーツに見る見る内にどす黒い染みが広がっていく。

「くそっ――」

「おっと、動くなよ」

　と、身体の内側に手を突っ込んで引っ掻かくような、不快な声音がロジオンの動きを封じる。

　一番奥の座席の陰から、硝しよう煙えんを立ち上らせる〈魔銃〉と共に姿を現したのは、土気色の肌をした、死神のような風情の男。

「ドミートリィ……っ！」

　その名を、憤りの感情なしに呟つぶやくことは、ロジオンにはできなかった。

　グリューネや他の保安局員同様の漆黒の軍服に身を包んだ彼――ドミートリィは、引きつったような笑い声を上げながら、手にした〈魔銃〉を掲げる。

　まるで炎剣フランベルジエのように曲がりくねった形の、猟銃ライフル型の〈魔銃〉、その銘めいは〈リップヴァーン〉。

「まさか忘れてはいないだろう、ロジオン・ロジオーノヴィチ。この〈リップヴァーン〉は狙いを外さない。下手なことは考えるな」

　以前とはまるで違う口調だった。

　帝都にいた時のロジオンは彼にとって『グリューネシカお嬢様の友人』だった。一方で今のロジオンは『龍血族ドラコンクローフイに加担する叛逆者』なのだ。

「貴様らは生かして連れてこいと命令は受けている。だが、抵抗するならば話は別だ。俺が危険と判断したなら、いつでもやむなく射殺してやる」

〈リップヴァーン〉はドミートリィの視線に従って目標へと確実に着弾させる知覚系の〈魔銃〉だ。この距離では防ぎようがない。

（だが、何な故ぜ今誰も殺さなかった？）

　今の一撃、イゼルの腕に当たったということは、ドミートリィがそこを狙ったということ――怪け我がをさせ、牽けん制せいするつもりしかなかったということだ。

　彼なら、今のような警告などする間もなく、三人を殺してもおかしくないはず――。

「ようやく会えたな、ロジオン・ロジオーノヴィチ。これまで何度捕えたと思っても、すり抜けるように逃げていきやがったが……やっと摑めたというわけだ」

「……俺は会いたくなんかなかったけどな」

「くくっ、そう言うな。俺は決めたんだよ、貴様と、その龍血族ドラコンクローフイを、地の果てまで追ってやるってな」

「任務のためにか？　結構な愛あい国こく心しんだな」

「任務？　そうじゃないな」

「？」

「正義のためだ。正義に照らし合わせれば、貴様たちは存在すら許されない者どもだ。だから、自らの意味を否定するようになるまで追い詰めた末に、殺してやる」

「そんな勝手な理屈――」

「ドミートリィ!?」

　そこへ、ロジオンたちの背後――前方車両の方からグリューネが現れた。

　彼女の後ろには、複数の保安局員も従っている。

「ああ、グリューネさん。どうやら、策は上手く嵌はまったようですな」

「…………」

　歪んだ唇から吐き出される笑み交じりの呼びかけに、グリューネは無言と苦い表情とで応こたえた。

　その表情は、イゼルの腕に滲にじむ赤を見て、より深いものに変わる。

「ここまで計画通りとはなぁ……やられたわ」

　脂汗を浮かべながらイゼルは呟く。

　つまり――周りに何もない荒野で襲撃を開始したのも、ヴォストックまでもう少しという時じ機きも、後ろに積んだ自走車アヴトモビルも、ロジオンたちをこの車両へ導くためだった。

　そして。

（なるほどな……）

　ドミートリィが誰も殺さなかったことにも、ロジオンは納得がいった。

　グリューネの手前、ここで『抵抗したから殺した』では不自然すぎるからだ。グリューネは、できる限りロジオンたちを生かして捕えたいだろうから――。

（――なんて、まだ甘えてるな、俺は）

　ロジオンは自じ嘲ちようする。

　帝国貴族グリンカ家の令れい嬢じようであり、特務保安局に准じゆん職しよくとして所属する、帝国軍の幹部候補生たる彼女が、逆ぎやく賊ぞくの自分に容よう赦しやする理由がどこにあるだろう。

　たとえ幼馴染だとしても。

　ただの幼馴染でしかないのだ、自分と彼女は。

「――ねえロジオン」

「なんだよ、グリューネ」

「もう止めよう、こんなこと。まだ間に合うから」

「間に合う？　何言ってんだよ」

　ロジオンはその言葉に息を呑のむ。

　目の前の少女は、僅わずかに笑みすら浮かべていた。酷く危うい。ロジオンにはそう感じる。

　自分でも、自分の言っていることを信じていないような口調だ。

　だが、それでいて、自分がそう思っていることに疑問すら抱いだいていないような……ロジオンはグリューネの勘かん違ちがいを正すように、言葉を重ねる。

「俺は帝国に刃を向けた。すでに保安局の人間も殺している。龍血族ドラコンクローフイの側に立っているんだ。帝国が彼らと和解して待たい遇ぐう改かい善ぜんするっていうのでもない限り、引く気はないぜ」

　龍血族ドラコンクローフイはヴァローナ帝国領内では少数民族だ。

　そして帝国が東方と南方に対して行った〈領りよう土ど拡かく大だい戦せん争そう〉における敗者として虐しいたげられている。住すみ処かを焼かれ、家族と引き離され、人としての暮らしすら奪われている者もいる。

　そんな彼らの居場所を取り戻すために、ロジオンは剣を取ったのだ。

「そうですよグリューネさん。そこにいるのがご学友などとは、もはや思わないことです。そいつはすでに叛逆者だ。帝国に仇あだ為なす穢けがらわしい血の一族と同等の――」

「黙って！」

　水を流すように紡がれるドミートリィの雑言を、グリューネは一いつ喝かつして止めた。

「ねえ、ロジオン」

　そうしてまた、彼に呼びかけてくる。

　まるで、そうすれば総ての関係が元通りになるとでも言うように。

　――そんなはずはないのに。

　前に、グリューネはロジオンたちの逃走を助けるために、保安局の自走車アヴトモビルに銃弾を放った。そしてドミートリィと争った。下手をすれば、あの場でどちらかが死んでいてもおかしくなかった。

　結局、ロジオンがグリューネを救い出す形になったのだが――。

　その後グリューネを置いていったのは、彼女が帝国貴族だったからだ。

　彼女が同行することは、龍血族ドラコンクローフイにとっても、彼女にとっても不幸な結果にしかならないだろうから。

　そして、貴族の――それも、軍と保安局を掌しよう握あくするグリンカ家の立場があれば、あの程度は叛逆とされない。精々が軍紀違反で数日の懲ちよう罰ばつ房ぼう入り、あるいは単なる事故として処理されるだろう。そんな読みもあった。

　そしてそれは、その通りだったようだ。

　だが――あの時、明らかにロジオンたちに加担したグリューネの行動を見ていたドミートリィが、これほどまでに龍血族ドラコンクローフイを目の敵かたきにしている彼が、なおもグリューネに対し、以前と変わらない態度を示しているのはどういうわけだろう。

　グリューネはグリューネで、彼に何か思うところがあるだろうに、表面上はこれまで通り接しているように見える。

　――いったい、彼女は何を考えている？

　困惑するロジオンに、グリューネは言ってくる。

「私が言ってるのはそういうことじゃないわ。確かにあんたは叛逆者になっちゃったかもしれない。今更帝都に戻ったところで、学院は除じよ籍せきされるだろうし、軍にだって保安局にだって入れない。何年間か服ふく役えきさせられるだろうし……でも！　それでも私は、待つから、だから――」

　その言葉は、最後まで続けられなかった。

　激しい揺れ。

　酔いで身体が傾くような、重心の移動。

　耳障りな金属音。

「きゃ！」

　グリューネは倒れそうになり、座席に手をつく。

　彼女の背後の保安局員たちも、ドミートリィも、ロジオンとリーザとイゼルも、全員が傾く車体の中で立っていられなかった。

「なんだ!?」

「脱線しとるんや！」

　イゼルの苦しげな声が響く。

　先程からこの列車は、運行速度より遙かに速く疾走しているのだ。しかも、軍用列車は装甲のせいで重心が高い。そしてそのまま、列車は曲線カーブに突っ込んだのだった。

　遠心力で片輪が浮き上がり、車両が軋きしみながら傾いていく。

　ロジオンたちは引っ張られるようにして窓際へと転がった。

「行け！」

　イゼルが叫ぶ。

「は？　どういうことだよ！」

「外！　見てみ！」

　離れたところに、保安局員たちと一緒に倒れてしまったイゼルの言葉に、窓に目を向ける。

　硝子の向こう、列車は今崖がけの上を渡る陸りつ橋きようを通っていた。

「……くそっ」

　ロジオンは靴の踵かかとを窓にぶつける。

　重力と遠心力との共同作業で、硝子は簡単に割れ、車外へ散っていった。

「この……！」

　ドミートリィが発砲。

　しかし、この酷い揺れの中、彼の視線も定まらないのだろう。

　銃弾は近くの座席の背を穿っただけだった。

「行くぞ、リーザ！」

（はいっ）

　その身に確かな温ぬくもりを感じながら。

　ロジオンは空中へ飛び降りた。




　　　＊




　落下の感覚は、すぐさま浮遊感に取って代わった。

　リーザが再び光こう翼よくを発生させたのだ。

　ロジオンは視線を、今まで自分たちがいた場所へと転じる。

　赤茶けた岩山の狭はざ間まにできた渓けい谷こく。そこを、糸を渡すように頼りない陸橋が鉄路を繋いでいる。そしてそこを走る列車は軋あつ音おんを上げ、身を傾け、今にもロジオンたちに向かって落ちてきそうだ。

　このままでは、陸橋を渡りきれるかも危うい。

「――仕方ない。いいか、リーザ？」

（ええ）

　小さく頷くと、リーザはロジオンに顔を近づけてくる。

　紋章の描かれた額が、軽くぶつかり合うようにして、ロジオンの額に重ねられた。

　触ふれ合う少女の肌から、ロジオンの身体へと霊力が流れ込む。

　それはまるで高所から落ちる滝のように、強く、激しく。

　初めてロジオンが聖王剣を振るった時も、同じようにリーザと肌を触れ合わせた。

　それは、彼女とロジオンの間に『繋がり』を創つくるためだったという。

　そうすることで、ロジオンにはリーザの霊力が常に供給され、リーザでしか扱えないはずのゲーオルギィを使うことができる。

　そして――一度に多量の霊力を使うためにも、この方法は有効なのだ。

「往おう者しや、現げん今こん、嚮きよう後ご、従いて来よ」

　ロジオンは、自らの中に充ちる霊力を感じながら、その詞しを口にする。

　それはまるで彼の記憶の底に眠っていたかのように。

　自然と浮かび上がってくるものだ。

「大地を巡り、空を巡り、色づく魂、盤ばん石じやくなる自由、解放されし刻ときに、天へ舞え――鳳翔来架ホウシヨウライカ！」

　詞に応えるがごとく。

　聖王剣の光の刃から、霊力が吹き出た。

　それはまさに、鳳おおとりが一気に羽を広げたかのように。

　煌きらめきを繁し吹ぶかせながら、主たる剣の元より飛び立っていった。

　リーザの背の翼よりなお大きいその使者は、身を波打たせながら、傾きを増していく列車へと激突した。

　だが、二つの力がぶつかり合った激しさは、そこにはなかった。

　静かに、優しく、まるで巣から逃げ出そうとする雛ひな鳥どりを押し戻すような柔らかさで、緑光の鳳は車両を線路へと復帰させた。

　なおも激しい金属音を渓谷に響かせながら、列車は速度を落とすことなく疾走していく。その巨体に吹き散らされるようにして、鳳は姿を消した。

　一度傾き、また元に戻された車内は未だ混乱しているのか、ロジオンたちに対し狙そ撃げきしてくる者はなかった。

　それでも念のため、リーザが翼をはためかせ、陸橋の下へと移動する。

　轟ごう音おんと、悲鳴のような汽き笛てきを響かせて、列車は遠ざかっていく。

　渓谷に静けさが戻ってくる。

（イゼルさん、大丈夫でしょうか……）

「まあ……グリューネもいるし、あいつなら口八丁でどうとでもできるだろ」

　それでも、なるべく早く合流したくはあるが。

　今はとにかく、この場から離れるべきだろう。

　あの列車が皇帝直属第三部局の権限で逆走させられて、戻ってこないとも限らない。

「まずはこの谷を出て、ヴォストックへ向かおう。情報を集めたい」

（そうですね）

　都市の周囲には大抵農家が住んでいる。そこで話を聞けば、ヴォストックのこと――あるいは、リーザの住んでいた村のことも――分かるかもしれない。

　まずはそこから……そして、残り二つの〈三聖具〉――〈カロリーナの宝冠〉と〈マリヤの首飾り〉についての手がかりを集めるのだ。

「ぐっ……！」

（ロジオン!?）

　まただった。

　眼前に、炎の光景が重なる。

　殺さつ戮りくと暴力と、死の記憶。

　それが、まるで現在の出来事のように、ロジオンの周囲に蘇よみがえる。

（ロジオン……どうしたのです？　ロジオン!?）

「……っ」

　ロジオンは聖王剣を鞘に納めた。

　幻影が消えていく。

　ロジオンの意識は、現実に周囲に広がる茶色い岩肌を捉えた。

「だい、じょうぶだ……下に降りよう、リーザ」

　渇ききった口から、なんとか言葉を吐き出す。

（……はい）

　リーザの緑光の翼が翻ひるがえり、二人はゆっくりと谷底へと降りていった。
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「……っ」

（大丈夫ですか、ロジオン）

「……ああ、何ともない」

　ロジオンはリーザに支えられながら、蹌よ踉ろめいた身を立て直す。

　足元が悪いので躓つまずいたのか。あるいは、この暗い洞どう窟くつを、蠟ろう燭そくの明かりだけを頼りに進むのが無茶なのか。

　否――そうではなかった。

　原因は分かっていた。眼前にちらつく炎の光景。

　そして、聖せい王おう剣けんの力を振るう時に頭に流れたあの詞しだ。

　あれが、ロジオンの身に（精神に？）何か分からないが影響を及ぼしていた。

　まるでこの身体が自分のものではないような。

　あるいは、自分とは違う意識が、この身体を動かそうとしているような。

　奇妙な、乖かい離りの感覚。

（あの詞は、何なんだ）

　初めは剣そのものが伝えてくるのかと思っていた。

　リーザの感情、あるいはロジオン自身の感情が、具現すべきものを霊れい力りよくによって剣に示す。それにゲーオルギィが応えているのではないか、と。

　だが、剣に言葉を生み出す意思があるなどと考える方がおかしい。

　ならば、聞こえる詞は、誰かが聖王剣に、その柄つか頭がしらに嵌はめ込まれた霊石に込めたものででもあるのだろうか。

　霊石に何かを記憶させる、そんなことが可能なのかは分からないが。

　もしそうだとしたならば、あの詞はつまり、聖王剣を創ったという――。

（ロジオン！）

　悲鳴のような呼びかけに、ロジオンは我に返る。

　気づけば彼は、地面に膝ひざを突いていた。

「……悪い。少し、休もう」

（ええ……）

　ロジオンは洞窟の岩壁に背を預けて座る。

　その隣に寄り添うようにして、リーザも腰を下ろした。

　二人の前に置かれた角燈ランタンの中の蠟燭が、彼らのどこか疲れた表情を照らす。

「やっぱ、引き返した方がいいかな」

（どうでしょう……）

　ロジオンの問いも、リーザの答えも、どちらの口調にもあまり自信が感じられない。

　谷底から登っていく隘あい路ろを進んでいると、途中から洞窟になったのだった。

　洞窟には奥の方から風が吹いてきていた――つまり、道が通じているということだ。

　そう判断し、二人はそのまま進むことにした。

　そのほうが、ドミートリィたちにも見つかりにくいだろうと考えた。

　だが――もうかなり歩いたが、未だに出口へは辿たどり着かなかった。

　今のところ分ぶん岐きはないが、洞窟内は曲がりくねっていて、今自分たちがどちらを向いているのかもよく分からなかった。もしかしたら、ヴォストックとはまるで見当違いの方向へ向かってしまっているのかもしれない。

「……こういうとき、イゼルなら的確な判断をしてくれるんだろうけどな。すまない」

（いえ、そんな……）

「元々これは俺とリーザの二人だけの旅になるはずだった。イゼルはついてきてくれていただけ……いつこんな状況になってもおかしくなかったんだ。だから、こういうときは俺がなんとかしないと……」

（駄だ目めですよ、ロジオン）

「リーザ……？」

　突然顔を近づけられて、ロジオンの心臓が高鳴る。

　角燈ランタンに照らされ、彼女の白い肌は赤く火ほ照てっているように見える。

（一人で抱え込まないでください。二人旅なのでしょう？　だったら、一緒に考えましょう。一緒に悩みましょう）

「…………」

　そう言われ、ロジオンは頷くしかない。

　こういうとき、本来ならリーザはどういう表情をするのだろうと思いながら。

「よし……それじゃあ、先に進もう。もし、一箇所でも道が分かれていたら、すぐに引き返す――って感じでどうかな」

（ええ。そうしましょう……あの、ですが、もう少し――）

「ん、どうした？　疲れ――ああ、そうか」

　どこか気恥ずかしそうに言い淀よどむリーザの態度に、ロジオンは察する。

　先程、あれだけ聖王剣の力を使ったのだ。症状が出ていてもおかしくはない。

　ロジオンは衣嚢ポケツトから木彫りの鳥の工芸品を取り出す。底面に金属製のやすりがついているものだ。

　イゼルから常に身につけておけと言われた、折り畳み式の角燈ランタン、幾枚かのルーブリ紙し幣へいと共に、手放せない品だった。

「どこだ？」

（はい……首から、肩にかけて少し）

　リーザは服を脱ぎ、上半身を晒さらす。今度は照れるような様子はまるで感じられなかった。

（どっちかと言えば、そっちをもうちょっと恥ずかしいと思ってほしいんだが……）

　リーザの白く細い肩が、蠟燭の光で橙だいだい色に染まっている。豊かな乳房の上面が、後ろからでも覗のぞけてしまいそうになり、ロジオンは慌てて視線を逸そらした。

　初めて出会ったときからそうだった。

　この少女は、自分の肌をロジオンに晒すことにまるで躊躇がない。

　そういう商売をしていた――というわけではなく、そもそもそれが恥ずかしいことだと思っていない様子だった。

　事実、一度イゼルがいる時も、裸のまま風呂から出てこようとしたことがあった。

　それがリーザだけの感覚なのか、それとも龍血族ドラコンクローフイの価値観なのかは、未だによく分からないのだが。

　一方で、自分のことで人に手間をかけさせることを、この少女は妙に嫌うのだ。

　症状が出ていることを隠して、随分と進行させてしまったこともある。

　あのときは、お陰でリーザの身体を隈くま無なく眺め回すことになり、色々と気まずい思いをした。主に、後からのイゼルのからかいの言葉にうんざりした。

　隠される方が大変だと、何度も伝えることで、最近はようやくこうして自分から言い出してくれるようにはなったのだが。

「ああ、この辺か。分かった。リーザ、髪を前によけてくれ」

（はい）

　リーザが、銀ぎん糸しのような髪を二つに割って前に垂らす。そうすることで、首元が露あらわになった。

　そこにあるのは、龍りゆうの鱗うろこ。

　白い肌に、明らかな異物として存在している硬化した漆しつ黒こくの細胞。

　しかしそれは、彼女の身に喰い付くように同化していて、自身がまさにこの少女から生まれたものなのだと主張しているようだった。

　龍りゆう化か症しよう。

　そう呼ばれている。

　それは、多大な霊力を持つが故に、龍血族ドラコンクローフイが辿たどる、避けられぬ路だ。

　一度暴走した霊力が、彼女の身を護るため常に過か剰じように反応し続けているために、このような症状が出る。

　伝承では、古来の龍血族ドラコンクローフイは、硬質の肌を纏まとった龍の姿をむしろ誇りとしていたという。

　ならばこれは病などではなく、彼らの起源、龍たる身の証あかしなのかもしれない。

　だが。

（だとしたら……そりゃ、先祖から受け継がれてる呪のろいみたいなもんだよな）

　ロジオンはやすりの目に詰まった粉を落とし、リーザの肩に溜まった粉も払って、残った鱗を削っていく。以前は地の肌を傷つけないようにと怖こわ々ごわやすりを当てていたので随分と時間がかかったが、今ではだいぶ手慣れてきた。

　――龍化症は、その身だけではなく、心にも爪を立てる。

　リーザが初めて龍化症の症状を顕あらわしたとき、彼女の精神は暴走した。

　普段は凪ないだ大海のように静かな心が、冬のヴァローナの吹雪ふぶきのように荒れ狂い、怒りに乱れた。

　そしてそれは、霊力と共にロジオンにも受け継がれた。

　ロジオンはまるで鬼き神じんと化したかのように聖王剣を振るい、激情に任せて人を斬ったのだ。

　あれが、呪いでなくてなんだというのだろう。

　今更、後悔する気持ちはロジオンにはない。

　あの行為を、自分のものとして受け入れて、その結果ロジオンは今リーザと共にいるのだから。

　だが――。

（本当にあれは、俺の意思だったのか？）

　聖王剣を振るうたびに頭に流れ込んでくる幾いくつもの詞。

　列車の中でうたた寝をしているときに見たあの夢。

　あれは――。

（ロジオン？）


（リューリック……）



（――ロジオン）


（リューリック！）



（ロジオン……痛いですっ）

「っ――わ、悪い」

　ロジオンは慌てて手を離した。

　気がつかないうちに、押さえていたリーザの肩を、強く握りしめてしまっていた。

　僅かに赤くなってしまった肌を、ロジオンはそっと撫なでる。

（何度も名を呼んだのですが……本当に大丈夫ですか？）

「ああ……ごめんな」

　駄目だ……すぐに引っ張られてしまう。

　ロジオンは意識を逸らすようにリーザに問う。

「――どうなんだ。その……ずっと離れてた故郷に戻るっていうのは、なんか特別な感じがするのか？」

（そうですね。普通の帰き郷きようとは違うのでしょうが……早く見たいような、見るのが怖いような、不思議な感じです）

「そうか……」

　帝国最東端の街、ヴォストックの近くにあるというリーザの故郷の村は〈領土拡大戦争〉最後の戦場となり、住民は皆、帝国兵によって別の土地へ連れて行かれた。

　だから、今その土地に元のままの集落があるわけではない。

　しかし何らかの形でその名残なごりはあるはずで――そこにはもしかしたら、逃げ戻っていた住人がいるかもしれない。

　そんな不安と希望が入り交じっているのだろう。

（でも……そうですね）

　リーザは首を巡らせ、視線を上の方へ向けたようだった。

（村そのものは燃えてしまっても、きっと残っているものはあると思います。父や母や友達と過ごした、村の周りの丘。そこには花がたくさん咲いていて……）

　その光景を思い浮かべるように、口にするリーザ。

　ロジオンは想像してみようと思ったが、難しかった。

　何しろ、帝都の外になど殆ほとんど出たことがなかったのだ。一面の丘に咲く花など、なかなか想像できるものではない。

　けれど――。

「そうか……思い出せるっていうのは、大事なことだよな」

（……あ。ご、ごめんなさい。私、ロジオンのことを考えないで――）

「あ、いや、そういう意味じゃないんだ」

　ロジオンは慌ててそう返す。

　自分の境きよう遇ぐうを何も考えないで口にしていた。

「――確かに俺は記憶を喪ってるけど、それはそれで良かったと思ってるんだから。親父のこととかさ、誰に聞いても『英雄だった』とか『素晴らしい人物だった』って言われてさ、確かにそうだったのかもしれないけど、客観的に見りゃ、龍血族ドラコンクローフイが虐しいたげられる原因の一部だったんだ」

　ロジオンの父――ロジオン・ペトローヴィチ・ロジオノフは〈領土拡大戦争〉で『英雄』と讃たたえられる活躍をした〈魔ま銃じゆう遣い〉だった。

　記憶を喪う前のロジオンは、自分も父のような帝国兵になると息巻いていたらしい。

「息子が憧あこがれたくらいだから、きっといい人だったんだと思う。軍の遠えん征せいでたまにしか家に帰ってこないけど、そのときには色んな話を聞かせて、俺をワクワクさせてくれて……って、勝手な想像だけどな」

（…………）

「そんな人でも、違う見方をすれば悪人になるんだって……結局軍人ってのは、戦った相手に取ってみれば人殺しでしかない。英雄でもなんでもないんだって、それが分かったのは記憶を喪ったおかげなんだ。あー、なんだ。俺は何が言いたいんだろうな」

　苦笑する。

　自分の考えが茫ぼう洋ようとしてまとまらず、上手く言葉に還かん元げんできなかった。

　それでも、ロジオンはなんとか伝えようと続ける。

「……記憶ってさ。持ってると自分の力になるものもあるし、あっても邪魔になる――思考を狭せばめてしまうようなものもあるよなってこと。俺はリーザに会えて、力にできる記憶をもらえたと思う」

（ロジオン……）

「ほ、ほら、残りを削っちゃおうぜ。むこう向いててくれ」

　こちらを見てきたリーザと目が合うのが気まずくて、ロジオンは早口にそう言う。

　削った粉を払う。リーザの肌は雪原の白さを取り戻しつつあった。

　――そうだ。喪った記憶は、これから埋めていけばいいのだ。

　杯から溢こぼれた水は元に戻らない。

　けれど、新しく水を汲くむことはできる。

（だから、この空白には……）


――埋める記憶はここにある。



（っ……！）


――あの日も、彼女はこうして。



（あの日？　なんのことだ？）


――龍と化したその身を抑えながら。




――まだ名もなき息子を抱いて。



（知らない……知らないぞ、そんなこと）


――その息子が、奴らに……。



（止めろ！）

「止めろ！」

（ロジオン!?）

　腕が震える。まるで自分のものでないように、抑えがきかず、握っていた木彫り細工の鳥が洞窟の床へ落ちる。ロジオンは両手を突いて、獣のように四つん這いになる。

「ぐ――ああああああぁ！」

　唐突に絶叫が喉のどから逬ほとばしる。

　ロジオンの意思ではない。ただ、訳の分からない衝動が、自分の中で暴れ回っているのを感じる。

　赤い、赤い炎。

　眼前の蠟燭の炎が揺れる。視界を充たしていく。

　炎、焼かれる町、殺される民――争い、憎しみ、そして。

（ロジオン！）


（リューリック！）















　自分の名を呼ぶ声。

　自分は誰だ？

　聖王剣を握る手。

　手指には指輪。首には首飾り。頭には宝ほう冠かん。

　これは――〈三さん聖せい具ぐ〉？


（聖王様！）



　――聖王？

（違う！　俺は……）

　顔を上げる。

　彼女がいる。

　白い肌、銀色の髪、緑色の紋もん章しよう、泉のように深い瞳、差し伸べられる手。

「リーザ……」


（リーザ……）



　手を取り、引き寄せ、抱きしめる。

　否――抱きしめられているのは自分のほうなのかもしれない。

　温もりを感じる。

　荒れた心が鎮しずまっていく。

　幻影と幻聴が心の底へと押し込められて、消えていく。

　現実の光景が、洞窟の中の風景が、ロジオンの視界に戻ってきた。

（ロジオン……やはり、おかしいです）

「…………」

　ロジオンの身を抱いたままの彼女の声は、現実のものではないはずなのに、耳元から発せられているように感じた。

　リーザは、彼の肩に手を乗せると、顔を向かい合わせにする。緑色の瞳が、間近からロジオンを見詰める。

（ちゃんと話してください。私も……肌が、こうなったときは、言うようにしているのですから……だから、ロジオンも、何かあったら言ってくれないと……その、ズルいですよ）

「リーザ……」

　彼女の顔は、何も表していない無表情のままだ。

　だが、酷ひどく不得手としていることを、なんとか言葉にして伝えようとしているのだということは充分に分かった。

　そして、彼女が自分を想ってくれているのだということも。

　ロジオンは息を吐き出す。

「……悪かった。そうだよな。俺だけ隠してるなんてズルいよな」

（そうです。ズルいです）

　小さく何度も頷うなずきながら、リーザは泣きそうな表情を示す。

　笑いたいのかもしれないし、怒っているのかもしれない。

「分かった。話すよ……け、けど、その前に、服を着てくれないか？」

（？　はい、分かりました）

　いつも通りの反応で――というか無反応で――首を傾かしげつつ、リーザははだけていた白い連服ワンピースを着直す。

　気づいていなかったが、彼女の上半身はほとんど全開だった。

　前に垂らしていた髪のお陰で、肝かん心じんなところは見えていなかったとは思う……多分。

（……どういうことなんだ）

　リーザの裸身から意識を逸らすように、ロジオンは考える。

　なぜ、急にあんな光景を幻げん視しするようになったのだろうか。

　しかも、その頻ひん度どは段々と増していっているようだった。

（ヴォストック――いや、リーザの村に、なにかあるのか？）

　そこにある〈三聖具〉が、ロジオンの持つ聖王剣やダヴィドの指輪と反応しているのか。

　あるいは、土地そのものが、剣――ゲーオルギィの霊石に籠こめられた記憶を呼び起こしているのかもしれない。

（なんにしても、どうせ見せるなら、もうちょっと役に立つ記憶を見せてくれてもよさそうな――っ!?）

　内心の軽口を中断して、ロジオンは傍らの聖王剣を手に取った。

　少し離れたところから聞こえた――足音。

　リーザを庇かばうように前に出て、腰を浮かす。

　揺らめきながら近づく別の明かり。

　そして――。

「龍りゆう姫ひめ、さま……？」

　そんな呟きと共に姿を見せたのは、まだ小さな子供だった。

　古びて、今にも千切れてしまいそうな、一枚布の服を身にまとっている。

　背に何かの繊せん維いを編み込んで作ったような籠かごを背負っており、中には僅わずかばかりの植物が入れられているようだった。

　追っ手――ではない。だが、

「何者だ……？」

　子供が一人、こんな町から離れた洞窟で何をしているのか。

「いや、その、僕は……」

　ロジオンが手にした剣に気づいたからだろうか、怯おびえるように後ずさる子供。

（待って、ロジオン）

「どうした？」

（見てください。あの子の、首に）

　促され、視線を向けてロジオンはようやく気づいた。

　煤すすと泥で汚れたように黒い少年の喉のどから首の右みぎ脇わきにかけて。

　龍の血を引く者の証たる、赤い紋章があった。
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「本当に、こんなところに暮らしているのか？」

「……あ、ああ、そうだよ」

　サルーン、という名のその少年は、怯えるようにロジオンの方を振り返りながら答えた。

　十歳くらいだろうか。しかし、古びた服から覗く腕や脚は細く、身体も随分と痩やせていて、妙に幼く見える。栄養が足りていないのだろう。

「こ、この辺りは昔から霊石が採とれたんだ。だから近くに村があった。けど、戦争があって、帝国の奴らがどんどん霊石を奪っていって、そのうち全然採れなくなったからいなくなっちまったんだ――あ、ご、ごめんなさいっ」

「？　なんで謝るんだ」

「それは、その……」

　なんでもない――と囁ささやくように言って、サルーンは視線を前に戻した。

「…………」

　ロジオンは納得がいかず、その籠を負った背中を眺めていたが――やがて理解した。

　彼は、ロジオンが帝国の人間だと――自分たちを虐げている側の人間だと思っているのだ。

　当然だった。ロジオンはどう見てもヴァローナ人だし、服装も帝国高等学院の軍服めいた制服だ。随分崩して着ているが、そんなことは言い訳にならない。

「サルーン」

「な、なに……？」

「俺のことはリーザと同じく、龍血族ドラコンクローフイだと思ってくれ。俺は帝国と喧けん嘩かしてる最中なんだ」

「……で、でも」

　彼はなおも不安そうだ。

　どうやら、ロジオンの言葉が罠わななのではないかと疑っているようだった。

　そうやって本音を引き出した上で、叛はん逆ぎやく者しやとして処罰する――帝国軍のそんな横おう暴ぼうを見せられたことがあるのかもしれない。

　サルーンはリーザに視線を向ける。

　彼女は無言で頷いて見せた。

「……龍姫様が、そう言うなら――ロジオンさん」

「ロジオンで良いよ」

　彼は苦笑する。

　まだ完全に警戒が解けたわけではないようだったが、こちらも多少気は楽になった。

「で――その龍姫、ってなんなんだ？」

　リーザも既すでに名乗っていたが、この少年は彼女のことをずっとそう呼んでいた。

　少年は歩を進めながら、

「龍姫っていうのは――希望だよ」

「希望……」

　その言葉を、ロジオンは以前にも耳にしていた。

　他でもない、リーザが言っていたのだ。

　聖王剣と〈三聖具〉が龍血族ドラコンクローフイの希望だと。

「爺じいちゃんに聞いた話だよ。いつか、聖王リューリック様の血を引く姫が……龍姫が現れて、僕たちはまた、昔みたいな国を作れるんだって。だからそれまでは、龍血族ドラコンクローフイは絶えることはないんだって。どんなに苦しくても、生きていくべきなんだって……」

「…………」

　それはどこか、十じゆう字じ教きようの教義に似ている、とロジオンは思った。

　西方諸国で広まり、帝国でもヴァローナ聖せい教きようとして国教とされている教え。

　いつか救世主が現れ、人類は救われる。

　その信仰は、元はある一民族のものだった。

　彼らは、主を崇あがめる自分たちだけが最後に救われると信じていた。

　そして、同様に彼らも……。

「……なんで、リーザがその龍姫だと思ったんだ？」

「それも伝えられてきたんだ。龍姫は、銀色の髪に、緑色の瞳、それに額に紋章を持っているんだって。聖王の王おう妃ひと同じに。それに名前だって――」

「聖王の王妃と？」

　思わず声が大きくなるロジオンに、サルーンは身を竦すくませる。

「そ、そうだよ。龍姫様は、リーザ……リザヴェータって名前なんでしょ？」

（はい）

　言葉と共に、リーザは頷きを返した。

「聖王様の王妃もそうだって、リーザって名前だったんだよ」

「……そんな」

　ロジオンは愕がく然ぜんとする。

　否――半ば、予測できることではあった。

　リーザと同じ外見の（だが、僅かに違う）あの女性。

　そして呼びかける声。

　間違いない。あの夢の光景は――。

「あ、ほら、着いたよ」

　サルーンの声に、ロジオンの意識は現実に引き戻された。

　視線を前に向ける。

　そこには――街があった。

　突如広がった視界。

　そこに、道が伸び、家が連なり、橋がかかり、人々がいた。

　そしてその総てが、幾つもの明かりで赤く照らされ、揺らめいている。

　そこは、洞窟を削って作られた街だった。

「すげえ……」

　思わず感かん嘆たんの声を上げるロジオンに、サルーンは少しだけ得意げな様子で、

「元々この辺りは、霊石を採るために掘った穴だらけだったんだ。それをみんなで加工して作ったんだよ」

　ほら、こっちだよ――そう促して、サルーンは傍かたわらの階段を下っていく。ロジオンとリーザも後に続いた。

　近づいていくと、そこまで大きな規模の街ではないと分かった。しかし、それでも無数のざわめきが反響して聞こえてくる。

　住人の多くはサルーンのような古びた一枚布の服を纏まとっていたが、その作りが違う者が多くいた。中には、南方の砂漠の民のような衣装を身につけている者もいる。

「ここの龍血族ドラコンクローフイは、どこから来たんだ？」

「バラバラだよ。帝国のあちこちから。みんな、帝国軍に連れてこられたんだ。鉱山労働とか、開かい墾こんとか……でもみんな、脱走してここに逃げてきた。もちろん、元々この辺りに住んでた人たちもいるけど」

「お前は？　サルーンはどこからきたんだ？」

「僕は、ここよりもっと東の草原から」

　帝国最東端であるヴォストックのさらに先には、遊牧民族の暮らす土地が広がっている。この少年も、そんな生活をしていたのだろう。言われてみれば名前にも、その影響があった。

「ここには百人くらい住んでるかな。僕の爺ちゃんが一応長おさみたいな立場だけど、狩りで食料を手に入れたり、帝国兵がいないか見張ったりっていう分担を考えるのは、大人の人たちでやってるみたい」

（同じですね、私たちと）

「そうだな……」

　リーザとその母親も、帝国軍によってこの地から、西の果ての帝都サンクトブルクへと連れて行かれた。

　帝都の周囲には、幾つもの小集落があって、市街地から追われるようにして龍血族ドラコンクローフイたちが暮らしている。

　彼らは生まれも育ちもまるで違う土地だが、それでも身を寄せ協力して生きていた。

「――でも、なかなか上手くいかなくてさ」

「どういうことだ？」

「意見がまとまらないんだよ。ここに定住するか、もっと住みやすい場所に移るか、とか……だから、いつまで経たっても落ち着いた暮らしができない」

「なんでそんな？」

「……みんな、死んじゃうんだ。帝国に追われて、逃げてくる人は増えるけど、その分食べ物が足りなかったり、帝国兵に殺されたり、冬を乗り越えられなかったりしてさ。だから、人がどんどん入れ替わって、みんな自分たちの故郷での暮らしからなかなか変えられなくて、慣れる前に死んじゃったりするから」

「…………」

（それも同じです……）

　リーザが言ってくる。

（みんな優しくて、誰でも受け入れてもらえるけれど、生きていくので精一杯でした。それ以上を望むことなんてとてもできなくて……）

　生きるために行動することしかできず、選択の余地など与えられない……それはまるで前世紀の農のう奴どのような暮らしだ。

　しかも龍血族ドラコンクローフイはそれを、ヴァローナ帝国によって無理矢理に強しいられている。

　同じ悲ひ劇げきが、ここでも――否、帝国の至る所で繰り返されているのだ。

「あの、龍姫様はなんて？」

「ああ……自分と同じだ、ってさ」

　サルーンの問いに、ロジオンはできる限り冷静を装って答えた。

　少年は、どこか嬉しそうに笑った。
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「爺ちゃん！　ただいま」

　そう声を掛けながら、サルーンは自分の家に入っていった。ロジオンとリーザも後に続く。

　そこは、洞窟の中にある、更なる洞窟だった。

　入り口は丸く粗そ雑ざつにくりぬかれ、扉などはない。

　中は薄暗く、明かりはない。街を照らしている蠟燭だけが頼りだ。

　ごく狭い空間に、サルーンが背負っているのと同じ籠や、ロジオンには何に使うのか分からない道具が詰め込まれている。

　竈かまどや炊すい事じ場ばのようなものはない。おそらく、皆で共同で使うものがどこか別にあるのだろう。

　中央に布が敷かれていて、一人の老人が腰を下ろしていた。

　サルーンと同じ一枚布の服を着ている。その皺しわだらけの相そう貌ぼうは、彼がこの少年と実際には血縁関係にないのだということを容易に想像させた。

「ああ、サルーンか。おかえり」

　老人は、その厳いかめしい顔付きには似合わぬ、柔にゆう和わな声で答えた。

　サルーンが放り出すように自分の前に置いた、ほとんど空の籠を覗き込み、小さく笑う。

「ほっほ、なかなか大漁だな。今夜はごちそうだ」

「それどころじゃないよ、爺ちゃん。お客さんだよ」

　老人の皮肉を無視して、サルーンは自分の後ろを示す。

　そこでようやく彼は、ロジオンたちに気づいたようだった。

「まさか……」

　リーザの姿を見るなり、彼は目を見開いて固まってしまった。

　半開きになった口から、息が荒く漏れる。

（あの、ロジオン）

「ん、どうした？」

（あの方に、私の言葉を伝えてもらえますか？）

「分かった。なあ、爺さん」

　呼びかけに、老人はロジオンに視線を向け――その表情が引きつった。

「なっ……帝国の人間がなぜここにいる!?」

「あ、いや、待ってくれ。俺は――」

「サルーン、これはどういうことだ！」

「爺ちゃん、違うんだ、この人は――」

「黙れ！　我々の平穏を、まだ脅おびやかすつもりか、悪魔が！」

　唾つばを飛ばしながら絶叫する老人は、もはや誰の説得も聞き入れそうにない。

　そのうち、騒ぎを聞きつけて街の住人が集まってきた。

　老人は、血走った目を見開き、ロジオンに指を突き付けてなおも叫ぶ。

「皆見ろ！　帝国人が、悪魔がここにおる！」

　ざわめきが、水みな面もの波は紋もんのように広がった。

　老人の声に、ロジオンに視線を向けた住人たちが、その表情を警戒と憎悪のそれに変えていく。

「なんでこんなところに――」

「何を企たくらんでいる――」

「まだ殺したりないのか――」

「逃がすな、殺せ――」

「殺せ――」

「殺せ――」

　疑念はすぐに消え去り、住人たちの間には一つの意志が集束していく。

　殺意。

（くそっ……）

　ロジオンは聖王剣の柄に手をかける。

　争いたくはない。

　だが、このままではまともな話し合いもできそうにない。脅しつけてでも、この場からの逃走を図はかるべきか。

　しかし、この狭い空間で、負傷者を出さずにそれが可能だろうか。

　一度傷つけてしまえば、彼らは二度とロジオンを受け入れないだろう。

　逡しゆん巡じゆんしている間に、人はさらに増えていく。薪まき割わり用の斧おのや、家畜を捌さばくための鉈なた、土をおこすための鋤すき――そんな、武器とは呼べないような代しろ物ものに、敵意を上乗せして集つどってくる。

　そして、張りつめた糸を断ち切るような、臨りん界かいの時が訪れる――直前に。

（…………）

「リーザ……」

　その場の誰もが息を呑んだ。

　睨み合うロジオンと龍血族ドラコンクローフイの間に割って入り、リーザは両手を広げて立ちはだかった。

　何の感情も表せない。

　何の言葉も伝えられない。

　ただ、無表情で、無言で、人々を見詰める。

　だが、その効果は劇げき的てきだった。

「その紋章……」

「銀の髪に、緑の瞳……」

「龍姫……？」

「龍姫様だ……」

「龍姫様」「龍姫様」「龍姫様！」「龍姫様!!」

　やがて一つの言葉が殺意の代わりに広がっていき、言葉は驚愕と歓かん喜きの感情を生み出していく。

　人々は手にした武器未満の武器を放り捨てると、その場に膝ひざを突いていった。

　まるで、聖壁イコノクラシスの前で自身の罪に打ち震える十字教信徒のごとく、現れた『希望』に頭こうべを垂れる。

　ロジオンは安あん堵どの息を吐きつつ、聖王剣の柄から手を離す。

　場違いなほどに明るい、サルーンの声が響いた。

「みんな、驚いたか！　このロジオンって人は、龍姫様が連れてきたお伴の人なんだから、大事にしないと駄目なんだぞ！」

「俺はそういう扱いだったのか……」

「え、違うの？」

「……いや、別に構わないけどさ」

　嬲なぶり殺されるよりは随分良いと思うしかないだろう。

　サルーンは得意げな表情のまま、背後の老人に呼びかける。

「なあ爺ちゃん、話だけでも聞いてくれよ。この女の人が、爺ちゃんがいつも言ってた龍姫様なら、この人はもしかしたら、」

　とサルーンはロジオンを見上げ、僅わずかに躊躇ためらったあと、その単語を口にした。

「聖王様かも、しれないぜ」
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　サルーンの発言を真に受けた、というわけではないだろうが、老人はひとまず怒りを収めてくれたようだった。

　二人は並んで、老人の正面に座っていた。

　リーザの傍かたわらには、まるで従者のようにサルーンが立っている。もっとも、本当に従者なら、岩壁に背中を預けて、両手を頭の後ろで組んだりなどはしないだろうが。

　狭い空間は、それで一杯だった。

　出入り口の丸い穴の外には、なおも人が集まっていた。

　先程より数は半減していたが、それでも、入れ替わり立ち替わり、次々にこの町に住む龍血族ドラコンクローフイが、『龍姫様』の話を聞きつけてやってくるのだった。

　ロジオンは老人に、自分たちがここまで来た経けい緯いを語った。

　戦争が終結した頃、リーザがこの近くの村から帝都まで連れて行かれたこと。

　そこで、リーザとロジオンが出会ったこと。

　それから二年経ち、再会した二人は〈三聖具〉を求め、この地へやってきた――。

「そうか……」

　話を聞き終えた老人は、重々しい呻うめき声でそう言うと、ロジオンに向かって頭を下げてきた。

「大変な失礼をしてしまったようだ」

「な、なんだ。どうした爺さん？」

「龍姫様と言葉を交わし、霊力を与えられ、聖王剣を振るうことができる……それが聖王の証でなくて、なんであろう。たとえあなたがヴァローナ人であろうと、我らの敵であろうはずがない……」

「…………」

　最初の、殴り掛かってきそうな態度から一転、崇めるような口調の老人に、ロジオンは戸惑いを隠せない。

「ま、まあ、分かってくれたんだったら、いいけどな……」

　苦笑を浮かべつつ、ロジオンは内心で老人の言葉を反はん芻すうする。

　聖王の証――。

　反論したりはしないが、さすがにそれは思い込みではないだろうか。

　ロジオンは、たまたまリーザの霊力を受け入れることができた。それだけだ。

　聖王リューリックの生まれ変わりだと天使に啓けい示じを受けたりなどしていない。

　あの幻影にしても同じだ。

　ロジオンは聖王剣からその記憶を押し付けられているだけで、彼がリューリックと同一というわけではない。

　そう、そのはずだ――。

（ロジオン）

「ん――ああ、なんだリーザ」

（この方に訊きいてくれませんか。私のいた村が、今どうなっているのか）

「分かった。なあ――」

　その問いに、

「あの村は――再建されていると聞いている」

　老人は、意外な事実を口にした。

（本当ですかっ？）

　思わず身を乗り出すリーザ。

　言葉は分からずとも、意思は伝わったのだろう。老人は頷いて見せる。

「ここに集まってくる者たちから聞いた話だ。あの戦乱から逃れた人々が戻ってきて、またあの地に住み始めているらしい」

（そう……なのですか）

　リーザは息を吐く。

　なんとなくだが、安堵しているような雰囲気がロジオンにも伝わってくる。

　共に生きていた者が、また出逢える場所にいる――それがどれほどの安心をもたらすのか、ロジオンにはまだ実感できなかった。

「……けど、大丈夫なのか？　近くにはヴォストックがあって、そこにも帝国軍が駐ちゆう留りゆうしてるんだろ？　龍血族ドラコンクローフイが集まっていることが知られたらまた――」

「あの土地は、資源がないことが分かっていて、帝国の開拓政策では後回しにされているとのことだ。それに、この話はヴァローナ人には漏れていない。我々だけの間で広められている」

　確かに、この東の果ての地では、帝国軍も常に人手不足なのだろう。

　余計な場所に目を向ける余裕はないのかもしれない。

「それに、そこは今〈三聖具〉を持つ長が治めているとも聞く。たとえ帝国の者どもが手を出そうとしても、以前のようにはいかぬだろうて」

「〈三聖具〉が……？　本当か！」

「ああ……それがどれなのかは、噂うわさにいろいろ尾ひれがついてしまって分からぬがな。あなたがゲーオルギィと〈ダヴィドの指輪〉を持っているのだから、残りの二つのどちらか、あるいは両方を――」

「〈カロリーナの宝冠〉と〈マリヤの首飾り〉……」

　ロジオンとリーザは視線を交わす。

　目的が一気に近づいてきた――そんな予感があった。

「あれ？　でもよ、爺さん」

「なんだ」

「そんな村があるって分かってるのに、なんであんたたちはここで暮らしてるんだ？　見たところ、移動の最中って感じでもないし」

　近くに、〈三聖具〉を持つ長が護る集落があるというのなら、そこへ移動した方がいいはずなのに――ここの住人たちは、そうしていないのだ。

　老人はどこか苦しげな表情を見せる。

「……できないのだ」

「できない？　どうして」

「ここと、かの村の間には、帝国の町が横たわっておる。あそこを我々龍血族ドラコンクローフイが通り抜けようとすれば、必ず見み咎とがめられる。あそこにいるのは、軍人に使用人として雇われた者か、鉱山で働かされている者だけだからな」

「町を迂う回かいできないのか？」

「そうしようとした者もいた。だが、途中で引き返してきたか、そのまま消息を絶ったか――村まで辿たどり着き、戻ってきた者は一人もおらん。初めにかの地のことを伝えにきた者も、ここの若者を何人か引き連れて出立したが、ついぞ帰き還かんしなかった。険けわしすぎるのだ、あの山々は」

「…………」

　力なく垂れた老人の腕の先で、握られた拳こぶしが震えているのをロジオンは見た。

　親しかった者を――あるいは家族を――そうして失ったのかもしれない。

（ロジオン……）

　傍らの少女に目を向ける。

　その緑色の瞳には、何かの決意が宿っているように思えた。

（行きましょう――私たちが、あの村へ行けば……そこに〈三聖具〉があるというのなら、きっと何か、できることがあるはずです）

「ああ……そうだな」

　爺さん、とロジオンは老人に呼びかける。

「俺たちを案内してくれないか。ヴォストック……帝国の町までの道が分かるところまでで良い。そこから先は、自分たちでなんとかする」

「し、しかしあの町は――」

「心配はいらねえよ。俺はこのとおりヴァローナ人だ。貴族の振りでもしてりゃ、リーザを連れて歩いてても、それほど怪しまれないだろ。その前にさっさと通り抜けて、その村に行く。そして何とかして――あんたたちを迎えにくる」

「……！」

　老人は目を見開いた。

　血管が走り赤く染まったようなその両眼には、しかし先程まではなかった輝きが生まれているように見えた。

「本当か……ロジオン!?」

　ずっと傍らで沈ちん黙もくしていたサルーンが、身を乗り出して訊いてくる。

　ロジオンは、誓いを立てるように、聖王剣を軽く掲げて見せ、

「ああ……俺はそのために、リーザと一緒に旅してきたんだ」

　龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻す――そのために。

「爺ちゃん！」

　サルーンは耳が痛くなるほどの大声で叫ぶ。

「僕がこの人たちを案内するよ！　この洞窟のことなら、僕が一番詳しいし！」

「そうさな……ほっほ、お前のさぼり癖ぐせが役に立つとはな」

　老人は楽しげに微笑ほほえんだあと、ロジオンに向き直って頭を下げてきた。

「ロジオン――姓せいは、なんとお呼びすれば良いかな」

「止めてくれ。あんたたちと同じように、名前で呼んでくれれば良い」

　龍血族ドラコンクローフイは姓を持たない。

　父姓と家姓の両方にこだわるヴァローナ人とは対照的だ。

「それでは、ロジオン……あなたが龍姫様と共に現れたのも、運命なのかもしれん。ヴァローナ人でなければ、帝国の町は通り抜けられぬ。あの村はきっと、あなたの訪れを待ち望んでいるのだろう……」

「…………」

　果たして、そうなのだろうか。

　自分は偶然からリーザと出逢い、自分の境きよう遇ぐうへの不満、訳の分からない焦しよう燥そうから抜け出すために旅を始めた。

　帝国に対する怒りはある。

　虐しいたげられている彼らを助けたいという思いも。

　だが、それだけで動けるほど、ロジオンは正義の信しん奉ぽう者しやではない。

　ただ、この少女――リーザと共に飛んだ空が、たまらなく心地よかったから。

　無理に一つだけを選ぶなら、きっとそれが、自分がここまできた理由。

　そんな自分が運命などと、期待させていいのだろうか？

　疑問は……不安はある。

　けれど、退ひく気はない。

　リーザの願いを叶えたいという、この想いは偽りではないのだから。

「どうか、我々の希望となってくれ……」

　だからロジオンはその言葉に、大きく頷いた。
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　同時刻。

「痛っ！　痛いっての！　怪我人やぞ、もうちょっと丁寧に扱ってほしいわ」

　帝国兵に連行され、牢ろうに放り込まれたイゼルは、痛む左腕を庇いながら身を起こす。

　ドミートリィに撃たれたその場所には、応急の処置が施ほどこされ、今は包帯が巻いてあった。後で医者を呼んでやる、とは言われたが、どうだか分かったものではない。

　ヴォストックにある、帝国軍の基地――その牢だった。

　とはいえ、兵士の多くが寝泊まりする建物は郊こう外がいに別にあるらしく、鉄道の駅にほど近いこの建物は、市し庁ちよう舎しやを兼ねている――というよりは、市庁舎と、軍令部と、警察署と、そして留りゆう置ち所がまとめられている、といった風情だった。

　開拓都市は、まだまだ開拓途中、ということなのだろう。

　その証拠に、ヴォストック駐留軍を取り仕切っているらしい帝国軍士官――イワノフ大たい尉いと名乗っていた――に案内されたドミートリィとグリューネは、別室に移動することもなく、今イゼルの目の前にいた。

　部屋自体は、ごく普通の執しつ務む室しつといった風情。牢があるのがどこか不自然でもある。

　市庁舎の一角を軍令部として間借りし、さらにその部屋の一部を、柵さくを取り付けて牢にした、というところだろう。

　部屋の利用者が、そのまま牢の見張りを兼ねるわけだ。

（ま、珍しくもないわな）

　帝国が先の〈領土拡大戦争〉で得た領土の多くは街などない荒野で、龍血族ドラコンクローフイや遊牧民が細々と暮らしていただけの土地だ。鉱物資源が目当ての帝国は、そこに採掘拠点となる都市を建設していった。それが二年前の話で、まだまだ市政が安定しているところなどないのだろう。

「どういたしましょう？　なんでしたら、私の家へご案内してもよろしいですが……」

「いえ、ここで構わないわ」

　突然現れた帝都の特務保安局員エリートに平身低頭するイワノフ大尉に、グリューネは軽く答える。

　帝国軍と特とく務む保ほ安あん局きよく――皇帝直属第三部局は、命令系統が別だ。

　現在はどちらの長もグリューネの父であるイーゴル・グリンカ元げん帥すいではあるが。

　軍は帝国評議会に所属するのに対し、保安局は皇帝が直接に任命する。

　そのため、階級にかかわらず、保安局員の方が軍兵士に対し上位だ――。

　そんなことを思い返しながら、イゼルは柵越しに彼らの会話を聞く。

「それで、この度たびはどのような……このカダール人が何かの犯罪でも？」

　こちらに僅かに視線を向けてくるイワノフ大尉。

　ドミートリィが嘲あざけるような笑みを浮かべる。

「いや、こいつはただのオマケだ」

「と言いますと？」

「我々が追っているのは、一人の龍血族ドラコンクローフイと、それに加担するヴァローナ人の少年だ。奴らは、特務保安局員を殺した逆ぎやく賊ぞくだ」

「なんと……」

　イワノフ大尉は目を剝むく。

　特務保安局員は、総てが〈魔銃遣い〉で構成されている。

　帝国が今の繁はん栄えいを築くことができたのは、他国を圧倒するその武力――〈魔銃〉があったからだ。

　その〈魔銃〉を持つ精鋭部隊が、一人の少年と龍血族ドラコンクローフイに殺された――衝撃を受けるのも無理はない。

「それは……その、少年というのも〈魔銃〉を持っているのですか？」

「いや……使っているのは、一本の剣だ」

　苦々しげに吐き捨てるドミートリィに、大尉の目はますます見開かれる。

　しかし、ドミートリィの方はここで詳しい説明をするつもりはないらしかった。

「帝国軍の兵士は、何人動員できる？　なるべく早くだ」

「は、はぁ……龍血族ドラコンクローフイの労働者の見張りは最低限必要ですので、せいぜい百人くらいかと。今夜一晩いただければ、近隣の駐屯地からも、もう百人ほどは集められますが……」

「ふん……その人数で、あの山――陸りつ橋きようがある辺りを包囲できるか？」

「それは少々難しいかと……あそこは元々鉱山でして……採掘後の洞窟が無数に走っていて――それに、龍血族ドラコンクローフイの放ほう浪ろう者しやどもが住み着いておりまして……」

「龍血族ドラコンクローフイが？　なぜそんなものを放置している？　さっさと捕とらえて労働に回せば良いだろう」

「はっ……その、今言ったような事情でして、誰も、あの辺りをまともに歩ける者がおらずですね……」

　イワノフ大尉は、もはや汗さえ吹き出した額を布で拭ぬぐっている。

　ドミートリィの小さな舌打ちにも、まるで〈魔銃〉で撃たれたかのように身を震わせる始末だ。

「厄やつ介かいだな。そんなところで逃がせば、また行方ゆくえが分からず面倒なことになる……」

「――だったら、別の場所で見張ればよろしいのですわ」

　突然響いた第三者の声に、ドミートリィの目元が引きつるように激しく痙けい攣れんした。

「なっ……なぜ、あなたがここに……？」

　それは、闖ちん入にゆう者しやに驚いたというよりは、聞き知った声――それでいて、ここで聞くはずのない声を耳にしたせいのようだった。

　その女性は、突然この場所に現れた亡ぼう霊れいのように、イゼルには感じられた。

　それほどに、彼女はこのヴォストックという街に似合わぬ雰囲気を漂わせている。

　金色の髪は絹糸のように背を流れ、上等な黒の連服ワンピースをまとった姿は、その場に立っているそれだけで、高貴という言葉の意味を周囲の人間に思い知らせる力があった。

（……このねーちゃん、どっかで見たような？）

　イゼルの記憶の探索を妨害しようとでも言うように、我に返ったイワノフ大尉が部下を怒鳴りつける。

「なっ……何をしておるのだ！　部外者を勝手に――！」

　ドミートリィたちに自分のことを「基地の保安もまともにできない」などと報告されてはたまらないと思ったのだろう、顔を真っ赤にして叫ぶ大尉。

　そんな彼に、その女性は優ゆう雅がに微笑みかけながら、首飾りを手で掬すくい上げるように示してみせる。

　その仕草一つ一つが、彼女が上流階級の出であることを、その場の誰もに示しているようだった。

「申し訳ありませんね、大尉殿。正せい規きの手続きを経ていては、時間がかかり過ぎると思ったので、部下の方に無理を言ってしまいましたの」

「そ、その紋章はヴァローナ家の……！　これはとんだ失礼をっ！」

　彼女の首飾り――そこに描かれた、翼を広げた鴉からすを象かたどった紋章を目にして、イワノフ大尉はその場に跪ひざまずきそうなほどに頭を下げる。

　鴉の紋章は、この帝国の支配者――皇帝の血族たるヴァローナ家に連なる者しか使うことを許されていない。

　つまりこの女性は、皇族、あるいはその類るい縁えんに当たる――。

（そうや……商人組合の新聞で見たことあるで）

　そこでイゼルはようやく思い出した。

　帝都サンクトブルクを牛ぎゆう耳じるように栄え、帝国軍との商取引で貴族としての地位も確立した大商家バラバノフ家。

　その主であったセルゲイ・バラバノフを失しつ脚きやく、引退させて自身がその総てを引き継いだ若き女当主。

　そして、現皇帝アレクサンドル四世の嫡ちやく子しにして後継者たる皇太子アレクセイに見み初そめられ、婚約を交わしている、次期皇妃。

　確か、その名前は――。

「アンナ様。どういうことなのです？　ご来らい駕がなさるのでしたら、ご一報いただければ迎えをご用意いたしましたのに」

　ドミートリィの口調は、先程までの高圧的なものとは一変していた。

　おもねるような、へつらうような低姿勢。最前のイワノフ大尉のようである。

　しかし一方で、ほんの微かすかな反発感のようなものが滲にじみ出ていることにも、イゼルは気づいた。

　この男は、将来の皇太子妃たるこの女性に、あまり良い感情を抱いていないのだろうか？

　だが、アンナ自身はそのことに気づかぬ風で、やはり優雅な態度でドミートリィに軽く一礼する。

「申し訳ありませんわね、カルコフ中尉殿。何ぶん急だったものですから。ひょっとして、わたくしはお邪魔でしたかしら」

「いえ……そのようなことは」

「それなら良いですが」

　ふふ、と笑みを浮かべ、最後にアンナはグリューネに視線を向けた。

「あなたがグリューネシカさんね。お父様にはいつもお世話に――あら」

「……あなたは」

　そこでようやく彼女は、グリューネが驚愕の表情で自分を見ていたことに気づいたようだった。

　その表情の意味は、イゼルにもいまいち分からなかった。

　たとえ皇太子妃がこのような場所に独りで現れたにしても――それも充分驚くことではあるが――彼女の、どこか恐怖にも似たその顔は説明がつかない。

「……あの夜、病院で――」

「そう……あなたがグリューネさんだったの。では、あなたが、ロジオンが言っていた仲の良いお友達かしら？」

「……っ」

　イゼルには分からない会話を交わす二人。

　そしてグリューネは、酷ひどく傷ついたように、押し黙ってしまった。

　彼女の瞳は揺らめき、何か言葉を発せば、それと同時に涙が流れ落ちてしまいそうだった。

　グリューネの代わりに、というわけではないが、イゼルは牢の中から、突然現れた珍客に呼びかける。

「あのー、すんません」

「このっ……黙っていろ！　カダールの駱らく駝だ野郎が！」

　差別感情むき出しで叫ぶイワノフ大尉を手で制して、アンナは彼に向き直った。

「なんでしょう？」

「皇太子妃様は、ロジオンとどのようなご関係で？」

「それに答える前に一つ。わたくしのことはアンナと呼んでくださるかしら。ここではその呼び方は、目立ちすぎるもの」

「――ええで、アンナさん」

「ふふ、ありがとう。それで……ロジオンとわたくしの関係だったわね。大したものではないわ。元は姉と弟だったというだけ」

「は……？」

　その回答には、イゼルは固まるしかなかった。












　グリューネも、その事実を知らなかったらしい。同じように見開いた瞳で彼女を見詰めたまま動けないでいる。

　イワノフ大尉やその部下は、会話の内容についていけず、取り残されたように立ち尽くしている。

「ちょ、ちょっと待ってぇや！」

　イゼルは、左腕の傷の痛みも忘れて、牢の柵を摑んで詰め寄る。

「あいつからそんな話聞いたこともないで。いや――あいつは二年前に記憶を失なくしてて、俺と知り合おうたのはその後やから、俺が知らんのは無理ないが……」

「私だって聞いたことないわ！」

　もはや潤うるんだ両眼をごまかす余裕もないらしい。

　グリューネは震える声を、震えたまま逬ほとばしらせる。

「あいつは……ロジオンは、お父さんの話はよくしていたけど、それ以外のことなんて少しも――」

「そうね。あの子、お父さんっ子だったから……。母親の話も聞いたことがないでしょう？」

「――っ」

「わたくしは、あの子が生まれてすぐバラバノフ家に養子に出されたの。そのあと、時々ロジオンたちと会っていたけれど、そのたびにあの子は『仲のいい赤い髪の女の子』の話をしていたわ」

「ロジオン……っ」

　堪こらえきれなくなったらしい。

　グリューネはそのまま背を向けると、部屋を飛び出していこうとする。

「待って」

「――っ、なに？」

　グリューネを呼び止めたアンナは、あくまで静かに語る。

「あなたとわたくしは協力し合えると思わないかしら？　どちらも、ロジオンに忘れられてしまった……そして、龍血族ドラコンクローフイのあの子に、ロジオンを奪われてしまった者として」

「奪われたって、別に、私はそんな……」

「あら、だったら、悔しい気持ちはないの？　このまま、あの子が帝都での暮らしなんてなかったみたいに、龍血族ドラコンクローフイとして生きていくのを、認められるのかしら」

「それは……」

　答えを返せず沈黙してしまったグリューネから、アンナはドミートリィに向き直る。

「カルコフ中尉殿」

「……なんでしょう」

「あの二人はこの近くの、リーザがいた村へ向かうでしょう。彼らを確保するなら、あの場所で待ち伏せをするのが一番確実ですわ」

「リーザの村……あの村ですか」

　ドミートリィは何かを思い出すように床を見詰める。

　確か、とイゼルは思い出す。

　ドミートリィは〈領土拡大戦争〉にて最後の戦場となったこのヴォストックの地での戦いに参加している。リーザたちの村を焼き、最後まで抵抗した龍血族ドラコンクローフイの戦士たちを殺した。

　そしてその戦いには、イーゴル元帥やロジオンの父親もまた赴おもむいていた――。

「いかがですか、カルコフ中尉殿」

「――承しよう諾だくいたしかねます」

　促されると、彼は底意地の悪い目でアンナを見返しながら答えた。

「……なぜかしら？」

「根こん拠きよがありませんよ。あの村に何があるって言うんです？　あいつらが探しているのは〈三聖具〉だ。それなら、あの洞窟に住み着いているという龍血族ドラコンクローフイから手がかりを得て、どこか別の場所に向かう可能性もある。そいつらを締め上げて、行方を吐かせたほうがいい」

「しかし、」

「お控えください、アンナ様。任務のことに関しましては、我々特務保安局がグリンカ元帥から一任されているのです。ご助言はありがたいですが、ここはどうぞご静せい観かんください」

「…………」

　悔しげに押し黙るアンナ。

　周りの誰も気づいていないようだが、端から見ているイゼルには、それがどこか芝居めいて見えた。

「イワノフ大尉」

　一体誰の指示に従えば良いのか……と困惑の表情を浮かべていた基地司令に、ドミートリィは告げる。

「――はっ」

「今すぐ周りの駐屯地から人を集めろ。この基地の人間にも命令を伝えるんだ。明日の早朝、その洞窟に住む龍血族ドラコンクローフイどもを締め上げて、ロジオン・ロジオーノヴィチとリーザの行方を吐かせる」

「はっ！　かしこまりました！」

　水を得た魚のように部屋を飛び出していくイワノフ大尉。

　帝都の特務保安局員の元での特殊任務――出世の機会だとでも思っているのだろう。

「さて……」

　その姿を、蔑さげすむような表情で見送ったドミートリィは、アンナへと向き直る。

「アンナ様は安全のため、旅館ホテルへお移り願えますかな。それとも、こちらの市庁舎に部屋を用意させましょうか？」

「ご心配には及びません。わたくしはわたくしで自由にさせていただきますから……それにしても残念ですわ」

「何がです」

「一応、もう一つお教えすることができますの。ロジオンと龍血族ドラコンクローフイのあの少女が村に向かうという根拠を……」

「……なぜそれを黙っておられたのです？」

　ドミートリィは探るような視線でアンナを睨む。

　彼女に対する敵てき愾がい心しんを隠し切れなくなってきた――ように、イゼルには見えた。

「ごめんなさい」

　白しら々じらしい笑み――とイゼルには思える――を浮かべて軽く謝罪するアンナ。

　やはりだ。どこか芝居めいている。

　この女は、まるで読者を驚かせる仕掛けを作るために情報を小出しにする小説家のように、演技をしている。何かを目もく論ろんでいる。

　それが何か、イゼルにはまるで見当がつかなかったが。

「で、なんなのです、その根拠というのは」

「あら、あなたにも想像できることですわ」

　苛いら立だたしげな口調のドミートリィに、アンナはそう返す。

　しかしその視線は何故か、グリューネの方を向いていた。

「だってあの場所は、あの二人にとって因いん縁ねんの地なのですから」

「……どういうこと？」

「二年前、あの場所で――リーザが、ロジオンの父親を殺したのよ」




[image: ]















　一瞬、洞どう窟くつから出たのだと分からないほどに、外は夜の闇に包まれていた。

「ほら、あそこがヴォストックだよ」

　サルーンが指差す先に目を向ければ、天上の星を幾つか引き落として地面に貼り付けたような、まばらな明かりの群れが眼がん下かに見えた。

　帝てい都とから八千ヴェルスタ、東の果てにある開かい拓たく都市。

　それはとても小さな建物群だった。石積みの建物はごく少数で、ほとんどは木造の長なが屋やというべきような代しろ物もの。どこか中世の小集落のような趣おもむきだった。

　それでいて、都市からは、これから発展していく、さらに先へ進んでいく、という意志――活気も感じられた。

「この道をまっすぐ行けば、入り口に着けるよ。見張りとかはいないから、街に入るのは簡単だと思う。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「街の中ではあまり目立たないように気をつけた方がいいぜ。労働者に絡からまれて騒ぎになると、すぐに兵士が駆けつけてくるから……」

「……分かった」

　ロジオンは、昼間の三等車両にいた人々のことを思い出す。

　ヴァローナの民衆は、昼間は騒がしいだけだが、夜の酒場トラクチールでは途端に凶暴になる。昼は狐きつねで夜は虎とら、そんな諺ことわざもあった。

「――助かったぜ、サルーン。じゃあな。お前はもう戻れ」

「うん……あの、本当に、迎えに来てくれるんだよな？」

「…………」

　闇の中、こちらを見詰める少年の瞳は、信頼と不安の間で揺れている。

　このまま別れたら、ロジオンたちの姿と共に、自分たちの未来も喪われてしまうのではないか――そんなふうに感じている、ように思えた。

「……心配するな。俺たちは戻ってくる。必ずな」

（ええ……）

　ロジオンの言葉と、リーザの頷うなずきの両方で、ようやく納得できたらしい。

　サルーンは洞窟の中へと引き返していった。

　少年を見送ってから、ロジオンとリーザは眼下の星群れへと向かう。

　獣けもの道みちのような山道に明かりは皆無だったが、まっすぐに伸びているため迷うことはなかった。

（あの……ロジオン）

　闇の中、頭に響く声。

「ん？　どうした？」

（あの時の、話の続きをしましょう）

「あの時？」

（サルーンに会う前の……ロジオンがズルいという話です）

「ああ……」

　ロジオンは苦笑交じりに思い出す。

　そう言えば、そんな話をしている途中だった。

「そうだったな……ああ、でもなんか、サルーンやあの爺じいさんと話をしたら、答えが出たような気がするぜ」

（どういうことですか？）

「俺の、中には――」

　ロジオンは僅わずかに言葉を躊躇ためらって、その間に手にした剣の鞘さやに触れる。

　気づけば布袋を失くしていた。どこで落としたのか憶えていない。

　だがもはや、隠す必要もないだろう。

「――俺の中には、多分、リューリックの記憶がある」

（……っ！）

　リーザが息を呑のむ気配が伝わってくる。

　暗闇で、彼女の姿が見えなくても。

　それは、無表情のままの彼女の顔が見える昼間よりもむしろ鮮せん明めいに。

「夢を見たんだ。燃える町で、リーザによく似た女性が、誰かに赤ん坊を奪われて、俺はそれを取り戻そうとして聖せい王おう剣けんを振り回す。けど、身体が思い通りに動かなくて、感情が――怒りだけが充ちていく……そんな、夢」

（…………）

「きっと、この聖王剣の霊れい石せきに、そんな記憶が残されてるんじゃないかな？　ま、詳しい理屈なんて俺には分からないけど……けど、確かなことは、俺はリーザの霊力を受け取ることができるし、そのお陰で聖王様の記憶まで貰っちまったってことだ。まるで、そのための場所を空けるために記憶を喪ったみたいだよな」

（ロジオン……）

　軽く笑う彼に、リーザは不安そうな声を伝えてくる。

　しかし、ロジオンの言葉は止まらない。

　まるで、喋しやべり続けることで、何かの感情を覆い尽くしてしまおうとでもしているかのように。

「一体、俺は本当に俺の意思で動いてるのか？　リーザ……お前の願い――龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻したいっていう希望を聞いて、それを叶えてやりたいって俺が思ったのは、聖王剣の力を使った後だ。そのときにはもう、俺の中にはリューリックの記憶が……感情が、ヴァローナ人への憎しみが、帝国への恨みが、流れ込んでたんじゃないのか？」

（…………）

「確かに俺は、帝国の繁はん栄えいに違和感を抱いていた。けどそれは俺が記憶を失くしていたからで、その空白に、この聖王剣は付け込んできただけなんじゃないのか？　ここに今こうしているのは、本当に俺の意思なのか？」

（……ロジオン）

　気づけば、右手が、包み込まれるように握にぎられていた。

　ロジオンの身体より、僅かに冷たいリーザの指先。

　二人の爪と爪が軽くぶつかり合う音まで、この暗闇の中では聞き取ることができた。

（では……逃げてしまいましょうか）

「え……？」

　不意に響いたその言葉は、まるで甘い蜜みつのように、ロジオンの脳に沁しみ込んでくる。

（このまま、総てを捨てて、何もかも忘れて、私とロジオンとで、二人だけで――それも悪くはないかもしれません）

「リーザ……何を言って」

（私も、思うことがあるんです）

　声を遮さえぎるように、静かに響くリーザの言葉。

　それはロジオンの頭の中にしか聞こえないはずなのに、この闇を抜けて、空にまで伝わっていくように思えた。

（ヴァローナ人とか龍血族ドラコンクローフイとか、そういうことなんか何も関係なく、ただ生きていくことだってできるんじゃないかって。それはきっと、誰とも関わらない、とても孤独な生き方だと思います。けれど、ロジオンがいたら、それはまた違った生き方で……孤独ではないかもしれません）

「それは……」

　この帝国の支配民族たるヴァローナ人。

　帝国に虐しいたげられる龍の末まつ裔えいたる龍血族ドラコンクローフイ。

　ここでこうして二人きりでいる限り、そんな立場は重要ではない。

　今会話を交わしているのは、ロジオンとリーザ。

　大切なのは、ただそのことだけ。

　そして、そのことを――何者でもないロジオンとリーザで居続けることを選ぶ道もあるのだ。

　総てを捨て、何もかも忘れて、ここから逃げ出す……。

「それは……なんか、違うよな」

　崖がい下かへ落ち行く身体をなんとか踏み止とどまらせるような気分で、ロジオンは言う。

（…………）

「リーザ、前に言ってたよな。龍血族ドラコンクローフイが帝国に虐げられて、何も選択できずに死んでいく……そんなふうに、人間でなくなっていくことを恐れるって。そうならないために、居場所を作りたいんだって」

（……はい）

「このまま逃げたら、俺たちもそうなる気がするんだ。立場も何もかも捨てて、帝国のことも龍血族ドラコンクローフイのことも忘れて生きる……それじゃ人間だなんて言えない。帝国に虐げられて、言われるままに生きて死んでいくのと、何も変わらないじゃないか」

（…………）

「それに、約束したじゃないか。サルーンや、爺さんたちに。必ず迎えに行くって。俺たちがいなくなったら、あの人たちは、あの人たちの『希望』はどうなる？　俺はそれを裏切りたくない。きっと、総てを捨てて逃げ出したって、それを忘れることなんかできないよ」

（本当に……それでも、良いのですか？）

「ああ」

　ロジオンは、触ふれられた手を、強く、強く握った。

　言葉よりも雄ゆう弁べんに、自分の思いを伝えるために。

　きっとリーザは迷っているのだろう。

　このままロジオンを巻き込み続けていいのだろうか、と。

　ロジオンが、ロジオンの意思で戦っているのならまだいい。

　だが、彼はリーザに不安を伝えた。

　今自分がここにいるのは、本当に自分の意思なのだろうかと。

　リューリックの記憶と感情に動かされただけなのではないかと。

　だから彼女は、それから逃れる術すべを提示した。

　何もかも捨てて、ただ『ロジオン』として生きられる道を。

（けど……）

　リーザに新たな道を示されて、改めてロジオンは気づいた。

　そのことを、彼は伝える。

　彼女の迷いを、吹き払えるようにと。

「分かったよ、リーザ。剣を抜く前から、俺が思っていたこと。それは、リューリックの記憶を知ろうが、感情を共有しようが、変わらないことだ。それを忘れなければ、俺はずっと俺でいられる」

（それは……？）

「それは――」

　そう、二年前の冬の夜。

　あの時に初めて抱いた感情。

　まるで気づいていなかった。

　あまりにも色々なことを、その後に経験したから。

　けれど、再び出で逢あって、共に旅をし、ようやく分かった。

　その想いを。

「―――――」

　告げて。

　そしてロジオンは選ぶ。

　自らが進むべき道を。

「――だから、リーザ。お前が行く道を、俺も一緒に歩きたい。

　龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻したい。それがお前の願いだろ？　だったらそれを、二人で目指そうぜ。寄り道はなしだ」

　暗闇の中の道。

　互いの顔すら確かではない道を歩みながら。

　伝えられた言葉に、リーザは。

（――ありがとう）

　そう答えて、ロジオンの手を強く握り返してきた。

　先程は冷たいと思ったその手の温もりを、ロジオンはようやく感じることができた。
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　鉄道の終着駅がある中心地から離れたそこは、労働者が日頃の憂うさを晴らすための夜の城だった。

　数少ない粗そ雑ざつな石壁がまだ真新しいのに早くも崩れ、木板で適当に補修されている。

　酒場トラクチールの看かん板ばんは一つ残らず取り外され、入り口横の床に置かれていた。恐らく、直してもすぐに酔すい漢かんの手で壊されてしまうのだろう。

　店の中も、通りも、明かりが少なくて薄暗いのに、人は異常に多い。

　笑い声、怒鳴り声、叫び声、悲鳴、殴り合う鈍い音、食器を割る耳みみ障ざわりな高音、ありとあらゆる喧けん噪そうの要素が混ざり合い、この一帯を、泥のように密度の濃い空気で充たしていた。

「これは確かに、俺ら二人なら楽勝だけど、龍血族ドラコンクローフイだけだったら面倒なことになりそうだな」

（そうですね……）

　囁ささやくようなロジオンの声は、リーザ以外の人間に届くことなく、喧噪の中に溶けて消えた。

　行き交う人々は、誰も周りを気にしてなどいない。

　近くの鉱山で働いているのだろう労働者。

　任務明けか、あるいは仕事を抜け出してきているらしい帝国兵。

　その中の半数ほどは、女を連れている。

　女には時折、その身のどこかに龍の血の証あかしである紋もん章しようを持つ者がいた。

　彼女らは大抵、他の女と違い、暗く、陰のある表情をしていた。

　男の、紋章を持つ者に対する扱いは、明らかに他と違っていた。

　同じヴァローナの女は、共に酒を飲み、愚ぐ痴ちを聞かせる相手だ。

　だが、龍血族ドラコンクローフイは……。

　――そして恐らくは、ロジオンと共にいるリーザも、同じように見られているのだろう。

　そして、だからこそ、二人は違和感なく、この騒そう乱らんの中を歩けている。

「……くそっ」

　苦々しい気分で、ロジオンは手にした剣を握り締める。

　例えば、今この剣を抜き放てば、ここにいる龍血族ドラコンクローフイを救うことはできるのだろうか――。

「おいおい、どこの坊ちゃんだぁ!?」

「生意気に女連れてやがる。火遊びが過ぎるとお父様に叱しかられっちまうぜ？」

　不意に、ロジオンの横を通り過ぎようとした男たちが絡んできた。

　制服が汚れ、労働者の服と見分けがつかないほどだが、濃緑色のそれは間違いなく帝国軍兵士のものだ。

　見たところ、階級は一等兵か二等兵――しかし、軍人らしい雰囲気はほとんど感じられない。恐らく、募ぼ兵へいに応じて近くの村から集められ、大した訓練も受けない状態で見張りの任などに就つかされているのだろう。

　人数は五人。全員が昼間から酒を飲んでいたのではないかというほどに顔を赤く染め上げている。

「…………」

　ロジオンはリーザの肩を抱いて引き寄せ、無視して通り過ぎる。

　兵士たちは誰にでもああして絡んでいるのだろう。二人のことなど、すぐに忘れたかのように仲間内で騒ぎ始める。

　だが。

「おう、待てよ、坊ちゃん」

　その内の一人がロジオンの背に呼びかけてきた。

「なんだぁ、放っとけよ？」

「お前ら、イワノフ大たい尉いの話を忘れたのか？　明日、龍血族ドラコンクローフイの娘と、ヴァローナ人のガキを山狩りで探すって」

「っ！」

　その言葉の途中で、ロジオンは走り出していた。

　リーザの手を握り、聖王剣を持った方の手で人ひと混ごみを押しのけるようにして進む。

　兵士たちは怒ど声せいを上げながらロジオンたちを追ってきた。

　武器を持ち出す気配はない。任務中ではないから、持ち歩いていないのだろう。

「まずいな……」

　このままでは騒ぎが大きくなる。

　そうすれば帝国軍の基地にも情報が伝わってしまう。

　今の兵士の言葉からすれば、そこにグリューネやドミートリィもいるのだろう。

　彼らにロジオンたちの居場所が知られるのは困る。

　空を飛んで逃げれば余計目立つ。

　それに、ここで彼らを撒まくことができたとしても、結局は基き地ちに報告されることになる。

（…………くそっ）

　一つの手段がロジオンの頭に浮かぶ。

　確かにそれは最適な、この場では一番良い解決方法に思えた。

　だが――。

（待てよ。本当にそれでいいのか？　他にもっとマシな手が……）

　しかし、何も思いつかない。

　そして何より、時間が足りなかった。

　決断するしかない。

「……リーザ」

（なんでしょう？）

「先にある、あの路ろ地じ裏うら、あそこに飛び込むぞ。そのあと、リーザはどこかに隠れてくれ」

（ですが、ロジオンは……？）

「俺は……あいつらを何とかする」

　言っている間に、その路地裏へ飛び込む。

「リーザっ、早く」

（……分かりました）

　有無を言わせぬ口調で促うながすと、リーザは傍らにあった酒さか樽だるの間に身を隠す。

　直後、兵士たちが路地裏に飛び込んできた。

「こっちだ！」

　挑発するように叫びながらロジオンはさらに角を折れる。相手は酔った勢いか、素直に彼についてくる。

　曲がった先はさらに薄暗い。その先は高い塀が聳そびえていて、行き止まりだった。

「おう坊ちゃん。追いかけっこは終わりだぜ」

「おい、龍血族ドラコンクローフイの娘がいねえぞ」

「近くに隠れてんだろ。まずはこいつを捕まえようぜ」

「ああ、あんな小娘一人、どうとでもなる」

「こいつがいないほうが、色々と都合いいだろ」

　最後の一人の発言に、兵士たちは一斉に笑い声を上げた。

　その声と、意味の下げ劣れつさに、ロジオンの中で何かが吹っ切れる。

「…………良かった」

「あ、なんか言ったか？」

「少しだけ、気が軽くなったぜ」

「あぁ？　何の話をしてやがる」

「あんたらを殺すのを躊躇ためらう、理由が一つ減ったって言ってるんだよ！」

　鞘から剣を引き抜く。

　緑光が解き放たれ、幾き何か学がく的な模様の刃が姿を現した。

　兵士たちは途端に怯おびえるように歩を止める。無理もない。何しろ彼らは〈魔ま銃じゆう〉どころか、通常の武器も持っていないのだ。

「な、なんだそりゃ……」

「大尉さんとやらから聞いてないのか？」

　内側から湧き上がる躊躇いを誤ご魔ま化かすように、ロジオンは軽口を叩く。

　本当にこれでいいのか、という思いがあった。

　他に、もっと良いやり方があったのではないか？

　だが――すでに手遅れだ。

（迷うな）

　構え、両手で剣を突く。

　一番手前にいた兵士が腹を貫かれ、倒れる。

（決めたんだ）

　二人目が、呂ろ律れつの回らない叫び声を上げながら殴りかかってくる。

　引き抜いた剣をはね上げ、その胴を斬り裂く。

　続けざま、振り降ろしで三人目。

（この先に行くと）

　四人目が悲鳴を上げて背を向ける。

　未だ何が起きたのか理解していない様子の五人目と激突し、その場に倒れる。

　こちらを見上げる兵士の目にすでに戦う意志はない。

　蛙かえるのように這はいつくばり、拝おがむように手を合わせてくる。

　だが――見逃すわけにはいかなかった。

（リーザと共に）

　ロジオンは柄つかを握る手に力を込め、

（進むと、決めたんだ！）

　残りの二人を、緑りよく光こうの刃で斬り払った。

「…………」

　それほど激しく動いた訳でもないのに、息が上がっていた。

　その場に膝ひざを突きたい疲れを抑えて、ロジオンは歩き出す。

　聖王剣を鞘に納めた。

　路地裏には早くも悪臭が漂い始めている。早くこの場を離れなければまた誰かに見つかってしまう。

「リーザ、終わったよ。行こう」

　酒樽の陰から彼女が姿を現す。

　彼女はロジオンの顔より少し下に視線を向けている。

「どうした――ああ」

　見下ろして、初めて気づいた。

　内側の中衣シヤツに血が付いてしまっていた。黒地に赤なのでそこまで目立たないかもしれないが、一応隠しておいた方がいいだろう。

　ロジオンは、いつもは開けている制服の釦ボタンを締める。

（あの方たちは――殺したのですか？）

「ああ……そうしなければ、俺たちの居場所がグリューネたちに知られていたかもしれない。そうしたら、リーザの村が再建されてることもバレてしまう。それは、避けたかった」

　そう、だから、これは必要なことだった。

　分かっているはずだった。

（ロジオン……）

「……っ」

　リーザに触れられて、初めて気づいた。

　自分の全身が小刻みに震えている。

　殺したのは初めてではなかった。

　この聖王剣で、もう何度もロジオンは人を斬っている。

　だが、今まではどの場合も、相手がこちらの命を奪おうとしていた。

　強力な武器――〈魔銃〉で武装していた。

　しかし今回は――。

（大丈夫、大丈夫です）

「ああ……」

　絡からめるようにロジオンの腕に自分の腕を回してくるリーザ。

　彼女の身体の温もりが、震えを少しだけ抑えてくれるようだった。

　リーザは、言葉を、言い訳を連ねることなく、ただ「大丈夫」とそれだけを彼の頭に響かせる。

（……行きましょう、ロジオン）

「ああ……」

　二人は路地裏を出て、ヴォストックの喧けん噪そうの中に戻った。
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　二人が目指す方向から、朝日が顔を覗かせた。

　夜の時間は終わり、闇が世界から追い払われて行く。

　辺りが明らんできても止むことのなかった、背後のヴォストックの喧噪も、日の出と同時に静まったように思えた。

　ロジオンは振り返ってみる。

　眼下、樹々の隙すき間まから見える開拓都市は、もう随分と遠かった。

（なんとかなりましたね）

「そうだな」

　結局、路地裏を出た後は、誰に見み咎とがめられることもなく、ロジオンとリーザはヴォストックの町を通り抜けることができた。

　その後、道などない山間を、ひたすら登り続けている。

　一度締めた制服の前を、ロジオンはとっくに開け放っていた。

　額に浮いた汗を拭ぬぐう。

「それで、リーザの村まではどのくらいなんだ？　っていうか、場所は分かるのか？」

（はい）

　頭に届くリーザの声は、どこか弾んでいるように思えた。

（この辺りは、大人が狩りをするのに連れてきてもらって、見たことがあります。もちろんその頃は、あの町はありませんでしたが）

「……そうか」

（村があるのはあの山の裏側なので、あと三時間くらいで着けるでしょう）

「三時間!?」

　ロジオンはリーザが指差した場所を見る。

　あと二度ほど、登り降りを繰り返す必要がある。確かにそれくらいはかかりそうだった。

「マジか……」

　リーザの翼で飛んで行ければ楽なのだが、先程の兵士たちが、山狩りがあると言っていた。空を飛べば追っ手に見つかってしまう危険がある。

（大丈夫ですか、ロジオン？）

「お、おう。疲れたら言うから。行こうぜ」

　そして二人は、道なき道を進む。

　やがて太陽が二人の頭上へと移動した。

　東の太陽は、帝都の弱々しいそれとは別物のように思える。

　樹々の隙間を縫って降り注そそぐ陽ひ射ざしは、思いの外ほか強烈だ。

「はぁ……もう、少しか」

（ええ、ここを登り切れば、もう見えますよ）

　結局、ロジオンが音を上げて三度ほど休んだ他は、ほとんど歩き続けた。

　リーザの方は、まるで疲れた様子を見せない。

　いくら帝国高等学院の軍事教練科に所属していたとはいえ、帝都に閉じこもって暮らしていたロジオンでは、この龍血族ドラコンクローフイの少女には敵かなわないらしい。

（こんなことなら、基き礎そ体力の訓練くらいはもうちょっと真ま面じ目めに出席しとくんだったな）

　そんなことを、苦笑交じりに思ったりする。

　彼の前を歩くリーザの脚は、どこか弾んですらいるようだった。

　この細い身体のどこに、そんな体力があるのだろう。

「……なんか、楽しそうだな、リーザ」

（そう、ですか？　そう見えますか？）

　僅かにこちらに振り向けてくる顔は、いつも通りの無表情。

　けれどロジオンには、彼女が喜んでいることが、なんとなく分かるのだった。

　嬉うれしいのも当然だろう。

　帝国に焼かれ、失ったと思っていた故郷。

　それが再建されていることが分かり、しかもそこに戻ってこられたのだから。

（今ならきっと）

　頭に響く、淡々とした声。

　今のロジオンには、それすらもどこか弾んで聞こえてくる。

（夏の花がたくさん咲いているはずです。すごく奇き麗れいなんですよ。村から、山の上まで斜面いっぱいに鮮あざやかに広がっていて……）

　ロジオンはその光景を想像してみる。

　だが、花と言えば、学院の中庭の花か壇だんくらいでしか見たことのないロジオンには、それはあまりに現実離れしたものに思えた。

　まるで夢の中の景色。

　そしてそんな風景の中を、リーザと一緒に歩くことができる。

　そのこと自体が既すでに、夢であるように思えた。

　だが、今自分がここにいるのは夢ではない。

　そう思いながら、ロジオンは坂を登って行く。
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　――そして、虚きよ無むがそこに広がっていた。

（そん……な…………っ）

「…………」

　山の頂上まで登り切った二人は、釘くぎ付けにされたようにその場から動けなかった。

　まるで、これ以上先に足を踏み入れなければ、やがてこの景色が蜃しん気き楼ろうとして掻かき消えて、自分たちが描いていた村と花々の光景が現れてくれるのではないかと、そんな期待をしているかのように。

　だが、眼前のこれは、幻げん影えいなどではなく。

　いつまでも二人の前に、その身も蓋ふたもない現実を晒さらし続けていた。

　疲労が限界に達していたロジオンの膝が、自然と崩れ落ちて地を叩く。

　リーザはそれすらできずに立ち尽くしたままだった。

　斜面には、一面に焼け跡あとが広がっていた。

　二年を経て、僅かばかりの雑草が生え出していたが、色鮮やかな花の姿はどこにもない。












　そして斜面の向こうには廃はい墟きよがある。

　否、そう呼ぶのが烏お滸こがましいほどに、それは原形を留とどめていない。

　巨人が熾おこした焚たき火の跡――そんな表現が似つかわしい。

　ただ、黒々とした炭の山が、そこにあるのだった。

　そこには、村などなかった。

　そこには、人などいなかった。

　そこには、何もない。

　二年前に滅ぼされ、人が住む場所としての意味を奪われて以来一度も、誰にも顧かえりみられることなく放置され続けた、何物でもない土地があるだけだった。

「どういう、ことだよ……」

　ようやく、絞り出すように、ロジオンの口から声が漏れる。

「あの爺さんが言ってた話は、なんだったんだ？　再建された村があるって……〈三聖具〉を持った民が治めてるって……龍血族ドラコンクローフイだけがそれを知ってるって……」

　あの老人から与えられた言葉を反はん芻すうしながら、同時にロジオンはそのおかしさにようやく気づきつつあった。

　再建されつつある村。

　帝国は、その村のことを知らない。

　龍血族ドラコンクローフイたちの間でだけ、その話は伝えられている。

　そこに辿たどり着いて、戻ってきた者はまだいない。

　皆、途中で引き返してきたか、そのまま行方が知れなくなったか。

　そんな村のことを、誰がどうやって知れるのだ？

　誰も見たことがない村の話。

　それはもはや、単なる伝説ではないか。

　あるいは――信仰だろうか。

「くそっ……なんで気づかなかったんだ」

　否、きっと気づくことは無理だっただろう。

　村のことを語る老人の態度。

　あの洞窟に住んでいた他の人々。

　サルーンにしてもそうだ。

　誰も、村があることを疑ってなどいなかった。

　昔、神の存在が世界の原理として据えられていた時代。

　そこには「神を信じる」という発想すらなかった。

　それは、事実として在あるものだったから。

　同様に、彼らも「そのように世界は在る」と思っていたのだ。

　自分たちでは行けぬ場所に理り想そう郷きようのような場所があり、そこには救世主のような存在がいるのだと。

　そして自分たちはいつか、その者によって救われるのだと。

　それが世界の原理だと。

　そのように世界を認識しているのだ。

　そうしなければ、彼らは生きられなかった。

　あまりにも過か酷こくで、あまりにも理不尽な自分たちの生を。

　受け入れることができなかったのだ。

　だが、その結果はこれだ。

　現実は認識の通りにはならない。

　理想郷も、救世主も、ここにはない。

　初めからなかった。

　あるいは、たった今、ロジオンとリーザが喪わせたのだ。

「どうすれば……」

　ロジオンは何とか思考しようとする。

　だが、脳はまともに機能してくれない。ただ、空回るだけだ。

　戻って、彼らに伝えるべきか？

　何もなかったと、お前たちが夢見ていた『希望』などありはしなかったと？

　そして、自分たちはどうする？

　残り二つの〈三聖具〉――〈カロリーナの宝ほう冠かん〉と〈マリヤの首飾り〉。それらがここにあると……少なくとも手がかりがあると思い、ここまでやってきた。

　しかし、そんなものが、この焼け跡のどこにあるというのだろう？

「……くそっ」

　無力感に、ロジオンは地面を叩く。

　赤黒く汚れた中衣シヤツが目に入る。

　――あんなことまでして、ここまでやってきて、その結果がこれだ。

「なんなんだよっ！」

（ロジオン……！）

　突然、リーザが覆い被さっていた。

　ほぼ同時に、乾かわいた銃声が響き渡る。

　近くの木の葉が撃ち抜かれた、弾けるような音が聞こえた。

　疲れ切ったロジオンの身体が、即座に緊張を取り戻す。

　ロジオンはリーザを抱えるようにして、一番近い樹の陰かげへと飛び込んだ。

　その間にも銃声が続く。

　何か特殊な効果が発はつ揮きされる様子はない。普通の銃か、〈魔銃〉だとしても、グリューネの〈スタンダール〉黒チヨールヌイのような、凝ぎよう結けつ系なのだろうか。

「――どこから撃ってきている？」

　銃声が周りの山々に反響してしまい、相手の位置が分からなかった。

　しかし、どちらにしろ、もう少し森の中へ入った方が安全そうだ。

『ロジオン？　聞こえる？』

「グリューネ……」

　幼おさな馴な染じみの少女の、聞き慣れた声が響く。

　拡かく声せい器きによって拡大された声は、機器の性能が悪いのか、酷ひどく歪められて、廃はい墟きよが眠る山間に響き渡る。

『殺す気はないわ。今すぐ投降して。その龍血族ドラコンクローフイの子の命も保証してあげるから』

　自分の発言が、酷く傲ごう慢まんな物言いだということにすら、彼女は気づいていないようだった。

　帝国市民の内のどれだけが、それを理解できるだろう。

「…………こっちだ」

　ロジオンはリーザを小声で促し、移動する。

　銃声では分からなかったが、今のグリューネの声で拡声器の場所は判明した。

　村の焼け跡を軸じくに九十度の位置に、ここから死角になっている丘の陰。恐らくそこに潜んでいるのだろう。

　このまま移動すれば、向こうからこちらは追えなくなるはずだ――。

「――残念だったわね」

「なっ……」

　樹の陰から、燃えるような炎髪の少女が姿を晒す。

　左手には愛器の片かた翼よく〈スタンダール〉黒チヨールヌイ。

　そして右手には、無線通信用の電でん信しん機が握られていた。

「なるほどな……」

　それで、拡声器から聞こえる声がやけに歪んでいたのだろう。

　彼女は結構高価なのだろうそれを傍かたわらの草くさ叢むらに放り捨てる。

　そして〈魔銃〉の銃口をリーザに向けた。

「動かないで。今すぐその剣を捨てて、ロジオン。無駄よ。私以外にも十人、帝国兵の銃がこの子を狙っている。殺すな、と命令は受けているけれど、手足を動けなくするくらいのことはやるわ」

「…………」

　ただの脅おどし、ではないのだろう。

　グリューネの目には思い詰めたような意志が宿っていた。

「……馬鹿正直に言うことねえだろ。〈魔銃遣い〉が百人いて、全員殺す気でお前を狙ってるぞ、とでも言えば諦めたかもしれないのに」

「時間稼かせぎは止めて。早く」

「…………」

　ロジオンは言われた通り、聖王剣を地面に置いた。

　幼馴染の顔は、完全に任務を遂すい行こうする軍人のそれだった。

　冗談を言い合える状況ではないらしい。

「……なんで俺たちがここに来るって分かった？」

「アンナさんが教えてくれたのよ」

「アンナ？」

　誰だろう。

　聞き憶えのない名だ。

「やっぱり、憶えていないのね」

「ああ……どこのどいつだよ？」

「――そのまま五歩後ろに下がって」

「…………」

　問いを無視されるが、ロジオンは言われるまま従うしかない。

　グリューネは銃口と視線を固定したまま、しゃがみ込んで聖王剣を手に取る。

「ロジオン、もう終わりよ。イゼルに聞いたわ。その子の願い……龍血族ドラコンクローフイの居場所を作るって……そんなの、できるわけないじゃない。馬鹿なことは止めて、もう戻ろうよ。私たちの街へ。まだ間に合うから」

　まただ。

　まだ間に合う。その言葉を、グリューネは列車の中で遭そう遇ぐうした時にも言ってきた。

　そんなことはあり得ないというのに。

　もはや、帝都はロジオンの街ではないのだ。

「今更、そんなことはできない」

「どうして？　あなたはヴァローナ人よ。龍血族ドラコンクローフイじゃないわ。そこまでする意味がどこにあるの？」

　悲ひ痛つうとも言える表情で問うてくるグリューネ。

　ロジオンは、こんな状況なのに、苦笑しそうになる。

　初め、リーザも同じような疑問をロジオンにぶつけてきた。

　帝国民である貴方あなたが、どうして龍血族ドラコンクローフイの私のために何かをしようとするのか、と。

　あの時は、そうしなければ気分が悪いから、そんなふうに答えた。

　だが、今なら違う答えを返せる。

「好き、だからだよ」

　昨夜、ヴォストックへ向かう道を歩きながら告げた言葉を、今また繰り返す。

「………………は？」

「こいつが、リーザが好きだから、リーザのために何かしたいって思うから。ヴァローナ人とか龍血族ドラコンクローフイとか、そんなことは関係ないんだ。それがリーザの願いだから、俺はそれを叶えたいって思った。それだけだ」

　自然、早口になってしまう。

　リーザ以外の人間に対して、改めて口に出すと、かなり恥ずかしい。

　たとえそれが、偽いつわらざる自分の本心だとしても。

「何よそれ…………」

「グリューネ？」

　眼前、幼馴染の少女は、気づけば顔から血の気を引かせていた。

　銃を向ける手が、まるで初めて武器を手にした新兵のように震えている。

「何よそれ何よそれ何よそれ！　ふざけないでよ！」

　突然、爆発したように逬ほとばしる絶叫。

　弾みで引き金を引いてしまわなかったのが不思議なほどだ。

「噓、噓噓噓！　止めてよロジオン！　変な冗談は言わないで！　あんたが、よりによってこの龍血族ドラコンクローフイと!?　そんなの、あって良いわけないじゃない！」

「だから、言ってるだろ！　ヴァローナ人も龍血族ドラコンクローフイも関係ないって！　俺は、リーザを――」

「そういうことじゃない！　だって、だってこの子は……」

　喉のどがそのまま裂けてしまいそうな絶叫を上げ、グリューネは傍らのリーザを睨にらみつける。

　その目には、明確に、否定しがたいほどに、殺意が込められていた。

「この子が……あんたのお父さんを、殺したのよ！」

　ロジオンがその言葉の意味を正確に捉える前に。

　銃声が彼の思考を乱した。

「――リーザ、翼を！」

　叫びながら、ロジオンはグリューネに飛びかかる。

　発砲したのは、彼女ではなかった。

　この森のどこかに隠れているという帝国兵の一人だろう。

　グリューネの大声を発砲の合図と勘かん違ちがいしたのか、あるいは待ちきれなくなっただけか――理由は分からないが、事態を動かすなら今しかなかった。

　銃を持つ左腕を摑つかんで上へ向けさせる。

　そのまま懐ふところに飛び込んで剣を持った反対の手に手刀を打ち込む。

「くっ」

　グリューネが取り落とした剣を拾い上げながら、体当たりで彼女の身体を押し倒す。

　左腕を地面に押さえ付け、力を込めて銃を手放させる。

「リーザ！」

（はい……っ）

　摑んだグリューネの身体ごと、ロジオンは浮き上がる。

　リーザの霊力が生み出す翼の浮力場に包まれた三人は、森の上空へと飛んだ。

「っ……放して！　放してよ！」

「落ち着け！　ここで放したら、落ちて死ぬっての」

　すでに地上から二十サージェンは離れている。

　この距離なら、グリューネに当たる危険があるから、帝国兵たちも発砲できないだろう。

「リーザ、どこか離れた場所、ヴォストックの近くに行こう」

（分かりました……）

　なおも暴れようとするグリューネを何とか押さえながら、ロジオンたちは、かつて自分たちの旅の目的だった土地を後にした。




　　　＊




「放してよ、もうっ！」

　地上に降りるなり、グリューネは駄だ々だを捏こねる子供のように身を捩よじらせて、ロジオンの手を振り解ほどいた。

　三人が降りたのは、ヴォストックの手前にある森の入り口だった。

　歩いて三時間以上かかった道みち程のりが、空を飛べば数分だ。行きは、発見されるわけにいかないという事情があったとはいえ、虚むなしい気持ちになる。

「ふんっ！　何なのよいきなり。敵である私を攫さらってどうするつもり？　殺すなりなんなり、好きにしなさいよ！」

　グリューネは、ロジオンたちに背を向けて、地面に腰を下ろした。

　自や棄けになったように叫ぶ彼女に、ロジオンは呆あきれ顔で、

「そんなことしねえよ……リーザが俺の親父を殺したってのはどういうことだ？　それに、アンナってのは誰なんだ？」

「…………アンナさんは、あんたのお姉さんよ」

「俺の、姉……？」

　唐突にそのような言葉を聞かされ、しかしロジオンに思い浮かぶ人物も光景もありはしない。

「待て……俺に、姉なんていたのか？」

「いたらしいわよ。少なくとも、本人はそう言っている。一応、証拠もあったし」

「証拠？　なんだ？」

「あ、あんたの子供の頃のことを知ってたの。別に、どうでもいいでしょう、そんなことは！」

　何故か焦あせった様子のグリューネ。

「それより……そのアンナさんが教えてくれたのよ。あんたのお父さん――ロジオン・ペトローヴィチ・ロジオノフは、そこの龍血族ドラコンクローフイの女に殺されたって」

「どういうことなんだよ、そりゃ……」

　記憶の中には見つけられない姉――それも気になるが、今のロジオンにはそちらのほうが重要だった。

「親父は、戦死したって聞かされてるぞ？」

「表向きはそうね。けれど、軍の中では、公然の秘密として知られているそうよ。彼は帝国軍と龍血族ドラコンクローフイの和平交渉を推進していたのに、騙だまされて殺されたって」

「そんな……」

　ロジオンは思わずリーザを見る。

　彼女は、何も言わず、語るグリューネの背中を見ていた。

「〈領土拡大戦争〉の最後の戦闘――〈ヴォストックの戦い〉は、一度停戦がなされたそうよ。龍血族ドラコンクローフイ側が白しろ旗はたを振ってね。そして、お父様……イーゴル元げん帥すいとその地の長との間で交渉が行われることになった。その際、両者の調整役として最も働いたのがあんたのお父さんだった。彼は、龍血族ドラコンクローフイの立場が敗戦後も悪くなることがないように尽力したそうよ」

「親父が……」

　知らなかった。

　記憶を喪ったあとの彼の耳には、父親が帝国の誇ほこる『英雄』であると、そんな評判しか届いてこなかった。

「けど、龍血族ドラコンクローフイは、そんな彼の思いを踏みにじったのよ」

　グリューネは、思わず、といった様子で立ち上がり、こちらに振り向いてきた。

　その目は、殺意を残したままリーザの方に向けられている。

「その女が、彼を呼び出したそうよ。その様子は、お父様と、副官だったドミートリィが目撃している。彼は、龍血族ドラコンクローフイとすっかり打ち解けていたし、相手は子供だったから、武器を持たないでついていった。そして、村の外れまで連れて行かれた彼は、そこで龍血族ドラコンクローフイに襲いかかられて……殺されたのよ！」

「くっ……」

　噓だ――そう、反射的に叫びそうになるのを、ロジオンは何とか抑える。

　グリューネが、たとえ自分を連れ戻したいという理由があったとしても、このような偽言を口にするだろうか。

「なあリーザ、本当なのか？　今あいつが言ったこと……」

（いえ……私は、そんなこと、知りません）

　首を横に振るリーザ。

「……グリューネ。リーザは、身に憶えがないって言ってるぞ」

「そんなの、正直に本当のこと言うわけないじゃない！」

「けど……」

「何よ！　ロジオン、あんた、私よりそんな龍血族ドラコンクローフイの女を信じるの!?」

「っ……」

　彼女は帝国民だ。

　仕方ないことは分かっている。

　だが――彼女の口からそんな言葉が出てくるのを聞くのは辛かった。

「リーザが龍血族ドラコンクローフイかどうかは関係ないだろ！」

「関係あるわよ！　そいつがあんたをおかしなことに引っぱりこんだんじゃない。その剣を押し付けて、帝都から連れ出して……全部、その子が龍血族ドラコンクローフイだから、こんなことになったんじゃない！」

「止めろ！」

　リーザを苛さいなむ颶ぐ風ふうのような言葉を、ロジオンは大声で遮さえぎる。

「もう止めろ……お前がそんなことを言うのを、聞きたくない……」

「……何よ」

　グリューネは、力尽きたように、再びその場に座り込んだ。

「何よ何よ何よ何よ、何よ！　何で私の言うことを信じてくれないの!?　あんたが騙されてるって思ったから、無理言って、私だけこっちにきたのに……」

「お前だけこっちに……？」

　その物言いに、ロジオンは引っかかりを覚える。

　今更のように違和感が生まれた。

　そういえば、今回の襲撃にドミートリィの姿がなかった。

　それに、列車襲撃の際にいた他の特務保安局員も皆無だ。

　グリューネと共にいたのは〈魔銃〉すら持たない帝国兵が数人。

　これまでに比べて、動員数が少なすぎる。

「どういう、ことだ？　グリューネ、どうしてお前はあの村の跡で待ち伏せしていたんだ？」

「……アンナさんが言ったのよ」

　グリューネの声は酷く弱々しい。

「あんたとその龍血族ドラコンクローフイの子の旅は、あの村が行き着くべき場所だからって。そこで、二年前、戦争の終わりと同時に、あんたたちの因いん縁ねんが生まれたからって。ドミートリィはそんな抽ちゆう象しよう的てきな話には耳を貸さなかったから、予定通り山狩りに向かったけど、結局アンナさんの言うことが正しかったってことよね」

「山狩りに……？」

　ロジオンの姉だというその人物――アンナの予言めいた言葉。

　だが、それよりも、もう一つの不吉な単語がロジオンに引っかかりを与える。

　昨夜、ヴォストックで遭遇した兵士たちも、そんなことを言っていた。

　山狩りというのは、ロジオンたちが歩いていたこの山のことではなく――。

「グリューネ！」

「な、何よ……」

「あいつは、ドミートリィはどこへ向かったんだ!?」

「どこって……決まってるでしょう？　ドミートリィはあんたたちがあの村跡に向かうなんて思ってない。だから、あの洞窟に住んでいる龍血族ドラコンクローフイにあんたたちの居場所を吐かせるつもりで――」

「くそっ！」

　グリューネの言葉を最後まで聞くことなく、ロジオンは毒づいた。

　ドミートリィが彼らのところに……。

　ロジオンの脳のう裏りには、帝都近くの集落での、あの惨さん劇げきの光景が蘇る。

　まるで娯ご楽らくの狩猟のように、龍血族ドラコンクローフイの人々を、テレーザを殺した彼らの姿が。

「行くぞ、リーザ」

（……はい）

「ちょっと、ロジオン!?」

　グリューネは未だ知らないのだ。

　ドミートリィが、特務保安局が、帝国が龍血族ドラコンクローフイに、どれだけのことをしているのかを。

　リーザの背に生まれる緑光の翼。

　放たれる霊力が、ロジオンの身に浮遊感を与える。

「グリューネ、悪い……今は時間がない。けど……落ち着いたら、もう一度ちゃんと話をしよう。だから、」

「ロジオン……」

「もう少し、待っててくれ」

　光翼が翻ひるがえる。

　ロジオンの身は一気に高空へ。

「ロジオン！　待ってよ！　ロジオン!!」

　悲鳴のようなグリューネの声はもう微かすかにしか聞こえない。

　昨夜あれだけの喧噪を湛たたえていたヴォストックの町も、手で掬すくい取れそうなほどに小さい。

　そして、目を向ける先。

　樹々の疎まばらな、荒れた岩の群れ。

　昨日、ロジオンたちが列車から脱出し、逃れたあの陸りつ橋きようもここから見える。

　視界の中に、山狩りを行っているらしい者の姿は発見できなかった。

　だが、どこかにいるはずだ。

（サルーン……）

　少年の顔を思い出す。

　必ず戻ると告げた。

　希望になってくれと言うあの老人に、頷きもした。

（今度こそ、絶対に……！）

　撃ち抜かれ、倒れるテレーザの姿を幻げん視ししながら。

　ロジオンはリーザと共に空を駆けた。
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　気づけば、空は厚く垂れ込めた雲に一面覆われてしまっていた。

　夏に近づこうとも、ヴァローナの大地は、いつもどこか重苦しい。

　曇どん天てんの下、ロジオンとリーザは例の陸りつ橋きよう近くの洞どう窟くつ入り口へと向かう。

　サルーンに案内されたヴォストック近くの入り口から向かうと、多くの分ぶん岐きがあり、ロジオンでは道が分からない。

　それよりは、時間がかかっても一本道の方がいい。

「くそっ、明かりがない」

　角燈ランタンと蠟ろう燭そくはサルーンの家に置いてきてしまっていた。

　さすがに、闇の中あの曲がりくねった道を辿たどるのは無理だろう。

　イゼルの言う通りだった。

　案内があるからと、手放したのは失敗だった。

「……仕方ないな」

　ロジオンは聖せい王おう剣けんを鞘から抜く。

　緑色の、幾き何か学がく的な模様を描く光刃が、路みち往ゆきを照らしてくれる。

「行こう」

（はい）

　頷うなずき、二人は駆け出す。

　だがロジオンは、すぐに足を止めることになった。

　リーザがその場に蹲うずくまるようにして身を折ったのだ。

（……っ）

「リーザ!?」

（大丈夫です……行きましょう）

　彼女は身を起こし、歩き出そうとした。

　が、すぐに蹌よ踉ろめいて、ロジオンに支えられる。

「なんだよこれ……酷い状態じゃないか！」

　服の上から触れただけで分かった。

　リーザの身体の至る所が龍化している。

　硬い感触は、まるで岩でも抱えているようだ。

「いつから……なんですぐに言わなかった！」

（これくらい……平気です）

「そんなわけあるかよ！　待ってろ、すぐに削って――」

　やすりを取り出すため剣を納めようとしたロジオンの手を、リーザが引き止める。

（駄目です……こうしてる間にも、皆に、危険が……私の身体は、あとでゆっくりと……だから、お願いです）

「――くそっ、摑つかまれ！」

　ロジオンは聖王剣の鞘をリーザに押し付けると、彼女を抱えて走り出す。

　剣を握ったままでこの体勢は辛いが、仕方がない。

　リーザの言うことは正しい。

　急がなければ、あの街の人々が危ない。

　だが、リーザの症状も、同じくらいに危険なのではないか？

　霊力の暴走により、身体の表面が硬化していく龍りゆう化か症しよう。

　それは、放っておけばいずれその身総てが龍の姿となるものだ。

　完全に龍と化した者がまた人の姿に戻れるのか――それはロジオンには分からない。

　しかし、今は――。

「くそぉっ！」

　ロジオンは足を速める。

　少しでも早く、彼らのところへ行くしかない。
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　そして――あの時と同じ光景が広がっていた。

　不意に開けた場所にある、幾つもの燈だいだいに照らされた、洞窟の街。

　その、広場のような一角。

　煮炊きをするための、共同の炊すい事じ場ばがあるようだ。

　そこに、街中の龍血族ドラコンクローフイが集められている。

　彼らを取り囲むのは、死神めいた漆しつ黒こくの軍服の集団――特とく務む保ほ安あん局きよく員。

　その全員が〈魔ま銃じゆう〉を構えていた。

　数は十五人といったところ。

　おそらく、この洞窟に入った、他の山狩り要員も含めれば、もっと多くなるだろう。

　そして、彼らから少し離れたところに――井戸らしき積み石に腰を下ろしている男がいる。

「ドミートリィ……」

　呻うめき声が自然と漏れ、口の奥から何かが欠けるような音が伝わってきた。

　彼の足元には、地面の上に跪ひざまずくように座らされている者がいた。

　あの老人だ。

　苦しげに荒い呼吸をしているのが、ここからでも分かる。

　ドミートリィは老人に何かを話しかけている。

　しかし老人は顔を上げず、答えている様子もない。

　それに怒りを覚えたのか、ドミートリィが座したまま脚を蹴り上げた。

　一瞬、飛び上がるように身を起こし、そのまま地面に倒れ臥ふす老人。

　龍血族ドラコンクローフイたちにざわめきが生まれるが、ドミートリィの一いつ喝かつでそれは静まった。

「黙れ！」というその怒声は、ロジオンたちのところまで聞こえてきた。

　ドミートリィは立ち上がると、肩に抱えていた魔銃〈リップヴァーン〉を老人に向ける。

　本来銃口を標的に向ける必要のない彼がそうするのは、周りに対する示し威い行為だ。

　つまりはただの脅し。

　だが――あの男は、脅しで人命を奪うことを厭いとわない。

　まるで同じだ。

　あの時と――ロジオンが少女を護ることができなかったあの雪の集落と、まるで同じ光景がまた繰り返されようとしている――。

（ロジオン……！）

　気づけば、ロジオンは走り出していた。

　頭に響く、リーザの制止の声を振り切って。

　聖王剣を振り上げ、階段状の坂を駆け下り、一気に広場へと向かう。

　龍血族ドラコンクローフイが、特務保安局員たちが、ドミートリィが、彼の絶叫に視線を向けてきた。

　ドミートリィと視線が交こう錯さくし、彼の表情が、醜みにくく笑みの形に歪むのを、ロジオンは目撃したように思う。

　その先で、ロジオンの意識は断片的になった。

　まるで飛び石のように、自分の行動と、目に映る情じよう景けいが前後の繋がりなく脳に記憶されていく――。


――殺せ……。



　どこからか聞こえる声。

　これは、そうだ、聖王の声。

　聖王剣ゲーオルギィを創った古代の王リューリックのものだ。


――我らの安あん息そくを脅かせし者どもを……。



　流れ込んでくる声に応えるように、ロジオンは剣を振るう。


――我らの総てを奪いし者を。



　途切れる記憶は、ロジオンの内にある空白だ。

　それを補うが如ごとく、剣からの声が、遙はるか古代から霊石によって護られてきた、かの王の意志が。

　ロジオンの感情を充みたしていく。


――赦ゆるすな。




――逃すな。



　ロジオンはそれを受け入れる。

　訳の分からない、得体の知れない衝動としてではなく。

　この剣に託された、一人の王の無念として。

　それを知り、理解し、自らの意志で受け継いでいくために。


――見逃すな。




――我らの敵は、




――一人残らず、




――殺し尽くせ！



「違う！」

　知らず、ロジオンは叫んでいた。

　緑りよく光こうの刃やいばは止まることなく振るわれていく。

　その、鈍ることを知らない力は、死神のような黒き装束の者たちの身体を斬り、赤い鮮血を散らす。

　だがそれは、殺さつ戮りくのための殺戮ではない。

　この力は、殺すための力ではない。

　これは、護るべきものを護るための――。


――殺せ！



「違うんだよ！」

　ロジオンは抗う。

　悪意に。

　殺意に。

　飲み込まれぬよう。

　ただ、気高き意志だけを引き継ぐために。

「来たか、ロジオン・ロジオーノヴィチ！」

　ドミートリィが発砲。高速で回避。

　否、避けられるわけがない。痛みが身体のどこかに走る。

　しかしそれは酷く弱い。まるで擦こすっただけのような痛み。

　構わずロジオンは動き続ける。

　ドミートリィがこちらに意識を向けている間に、リーザが老人を助けていた。

　こちらは後で大丈夫だ。

　他の、敵を――。

「な、何をしている！　撃て！　殺せっ！」

　誰のものかも分からぬ叫び声。

　発砲音――よりも早くロジオンは動く。

　鉄の筒つつを断ち切り、肉を貫く。

　龍血族ドラコンクローフイは、争乱から逃れ、散っていく。

　大丈夫だ。

　救える。

　今度こそは――。

「殺させない！」

　残り二人……一人……そして。

　最後にロジオンは、集団から離れたところにいたドミートリィへと向かう。

　魔銃〈リップヴァーン〉の遊底ボルトが引かれ、次弾が装そう塡てん。

　狙いは――ドミートリィの視線はまっすぐにロジオンの頭へと注そそがれている。

「どうだ、ロジオン・ロジオーノヴィチ！」

　ドミートリィが叫んでいる。

「貴様がどこへ行こうと、何人殺そうと、俺は追うぞ！　貴様の前に幾らでも骸むくろを築いてやる！」

　ロジオンは無視して、踏み込み、駆ける。

「終わりなど、ない――！」

　ドミートリィの指が引き金にかかる。

　しかし、今のロジオンには分かっていた。

　相手の愛器が薬やつ莢きように点火し、必中の魔弾を撃ち出すよりも、自分のこの緑光の刃が届く方が早いと。

　彼の背後では、幾人もの保安局員が折り重なり、倒れていた。

　殺した者もいる。まだ、息のある者もいる。

　逃げ出す余力のある者もいるだろう。

　彼らはそれで充分だ。

　すでに戦う意志はない。

　だが――。

　この男だけは、


――殺せ！



　脳のう裏りに蘇る、雪の中の光景。

　額を撃ち抜かれた、テレーザの骸。

　もはや動かぬ彼女に覆い被さりながら、泣き叫ぶポーレチカ。

　幾つもの、龍血族ドラコンクローフイたちの死し骸がい。

　燃える村。


――我らの国が燃える。



　それを見て、泣くことすらできず、ひたすらに笑うリーザ。


――狂ったように叫ぶ。



　あんな悲劇を。

　あんな歪んだ景色を。


――赦すことなど、



　もう生み出させないために。


――できぬのだ。



　この男だけは！

「お前だけは！」

「ロジオン・ロジオーノヴィチっ！」

　光の刃が黒の銃を叩き折り、その鋒きつさきが黒の装束へと沈み込む。

　緑色の光は本物の刃のように男の身体を貫き、血に染めた身を、その背から突き出させていた。












「ぐっ…………」

「…………」

　ロジオンは力なく凭もたれ掛かってくる男の肩を押しながら、剣の柄を引いた。

　生々しい感触と共に緑光の刃は引き抜かれる。

　ドミートリィは膝を折った。

　口から血を漏らしながら、ロジオンを睨み上げてくる。

　その両眼には未だ憎しみの炎が宿っている。

　しかし――その身は意思に従わず、彼の背は力なく背後の井戸に預けられた。

　光刃が消え、ゲーオルギィは儀式用の宝剣のような姿に戻る。

「……ふん……こんなところか」

　呻うめきながら、ドミートリィは腹の傷口に手を当てる。

　押さえても、漆黒の制服には見る見る内に染みが広がっていく。

　それは、彼がもはや助からないことを主張しているようだった。

　そして同時に、彼がそれをどこか予期していたように、ロジオンには思えた。

　死に場所を求めていたような……しかし、最前ロジオンに吐き付けられた言葉は、そんな雰囲気をまるで持たない強さが籠こもっていた。

「ロジオン・ロジオーノヴィチ、一つ訊かせろ」

「…………なんだ」

「昨日の夜、ヴォストックで、アキムたちを殺したのはお前か？」

「アキム？」

「……アキム、ジェニース、ブラト、ヨシフ、エドゥアルト……五人の、帝国兵だ」

「ああ……それなら、確かに――」

　ロジオンは、剣を握る手に力を込めながら、

「――俺が、殺した」

「そうか……」

　くくっ――と、引きつるような音で笑うドミートリィ。

　その音は喉の奥で、血と混じり合い、泡立つような音となる。

「それが何だっていうんだ？　お前の友人だったとでも言いたいのか？」

「ああ、その通りだ」

「なっ……」

「彼らとは、昨日知り合って酒を飲んだ。アキムは結婚して、相手が妊娠中だそうだ。まだ、彼の死は知らされていない。ジェニースは妻に先立たれ、親しん戚せきに預けた子供が五人。休みのたびに顔を出していたそうだが、それももう叶わないな。ブラトは最近恋人ができたと騒いでいたそうだ。今、その相手を探している。ヨシフとエドゥアルトは天てん涯がい孤こ独どくの身で、基地司令のイワノフ大たい尉いとまるで親子のように仲が良かったそうだ。大尉はさぞ悲しんでいることだろう。そうだよ、ロジオン・ロジオーノヴィチ、俺たちは――帝国の軍人は、たとえ立場が違えど、死の前には皆友だ。誰もがその死を悼いたみ、復讐を誓う…………」

「…………」

　死にかけているとは思えないほどに多弁な相手に、ロジオンは気け圧おされたように後ずさった。

　後ずさってしまった。

「……どうした、ロジオン・ロジオーノヴィチ？　信じられないといった顔だな？　俺が死んだ兵士の名を憶えているのが不思議か？　もっと聞かせてやろうか？　以前お前が殺した特務保安局員……病気の母を残して死んだニキータや、戦争で両親が死に妹と二人きりで暮らしていたコンドラートの話を……コンドラートの妹のニーナは、兄の給与が途絶えて、身を売ることになったそうだ――」

「やめろ！」

　ロジオンは光の刃が消えた聖王剣を横に振り、ドミートリィの話を遮る。

　無視すればいい。

　本当かどうかも分からぬ戯ざれ言だ。

　そう思ったのに、反論せずにはいられなかった。

「俺は……龍血族ドラコンクローフイの皆を護るために戦ったんだ。お前らみたいに、笑いながら、動物狩りでもしてるみたいに人を殺す奴らから、護るために！」

「くく……抜かすなよ、ロジオン・ロジオーノヴィチ。自分の殺戮だけは正しいとでもいうつもりか？　違うさ、違うよ、そんなことはない。たとえどんな理屈があっても、戦争は戦争、殺戮は殺戮、それ以外の意味など持たんさ」

「お前は……お前が、自分がしてきたことも、そうだって言うのか？」

「いいや」

　ドミートリィは即答した。

「……ふ、ふざけるなよ。言ってることが滅茶苦茶じゃないか！」

「ふん……そんなことはないさ。あらゆる殺戮に意味などない。ただし、帝国の行為は別だ。帝国の戦争は常に正しく、帝国の殺戮は常に義ぎだ。だから、帝国が敵と定めた龍血族ドラコンクローフイは、下等で下げ劣れつで俗ぞく悪あくな存在だ。それを駆除することは帝国に利益をもたらす善行だよ……」

「ふざけるなっ！」

　ロジオンは思わずドミートリィに摑み掛かる。

　相手の口から溢れる血の量が倍加するが、構うつもりはなかった。

「龍血族ドラコンクローフイは帝国繁栄のための道具じゃない！　お前らに虐げられなければならない理由なんてどこにもない！　何が正義だよ！　そんなふざけた理屈で殺そうとしてくるなら、俺は幾らでも戦ってやる！」

「くく……ははははは！」

「何がおかしいんだよ！」

「嬉しいぜ、ロジオン・ロジオーノヴィチ。お前も同じだ。俺と同じになったじゃないか」

「冗談じゃない！　俺とお前に同じところなんてねえ――」

「同じさ！　何も違わない！　いいか、よく聞け。帝国が戦争を始めたとき、俺たち兵士はなんて聞かされたと思う？」

「…………」

「今でも憶えているさ。皇帝インペラトールアレクサンドル四世陛下その人のお言葉だ。『このままでは帝国は西せい方ほう諸しよ国こくとの経済競争に敗れ、領土を奪われ、ヴァローナ人は国そのものを喪うだろう。我らが生き残る道は、ただ、東方と南方に残る広大な領土にある。我らは偉大なるヴァローナの大地を統すべ、この帝国の危難を救わねばならぬ。正しきは我らなり。義は我らにあり。この道を阻む者は帝国の敵にして、すなわち滅ぼすべき悪である』……」

「そんなもの……そんなのはただの詭き弁べんだ！」

「そうかもな……だが、当時、誰もがその言葉を信じた。信じて戦い、殺した。そして……そう、これが重要だ、ロジオン・ロジオーノヴィチ。一度でも、信じるもののために殺せば、それを疑うことは不可能になるぞ……何しろ、一人の人間の、その先にあった何もかもを奪うんだ、殺人っていう行為はな。それが、そんなことをした理由が、間違いだったなんて、認めることができるか？　その殺人の意味を、自分の行為を否定しないためには、殺し続けるしかない。そして、殺せば殺すほど、それは呪いのようにのしかかってくる……」

「……お前、は」

「帝国の意思は正しい。俺はそれを永久に信じる。だから、殺すんだ。殺すことを止めて、今まで自分が築いてきた屍しかばねを振り返り、それが間違いだったなどと、認めるわけにはいかない。だから俺は殺し続ける。俺の、戦争は、まだ、終わっていない」

「俺、は……」

　ドミートリィの制服を握り締めていた手を、ロジオンは無理矢理指を開いて放す。

　このまま触れていたら、彼の思考に取り憑つかれてしまう。

　そんな気がしてしまった。

「俺は、そうじゃない……誰かに押し付けられた正義なんかじゃない。俺が……俺自身が選んだ道を……歩いているんだ」

　本当に？

　本当にそうだろうか？


――殺せ！



「くくっ……」

　引きつったような笑い声。

　濁にごった、それでいて強い光を宿した両眼がロジオンを捉える。

　それはまるで、地獄の底で煮え立つ汚お泥でいのような憎悪を宿していた。

「なんでもいいさ。お前の正義がどこから来たもので、どんなものなのかなどはな……そんなことは関係ないんだ……たとえ、何であれ、だ。聞け、ロジオン・ロジオーノヴィチ。お前は、何かを信じて人を殺した。戦争を開始したんだ。その行為は、これから永久にお前を苛む。常にその意味をお前に問い、その正しさを疑わせ、否定しないためにお前は次の殺人を犯す。そして殺せば殺すほど、それは無限に重さを増し、お前を圧し潰そうとしてくる。お前も俺と同じだ。何も変わらないんだよ。喜べよ、ロジオン。お前の肩にも、それが見えるぞ」

　ドミートリィは、彼の顔の後ろに指を差し向け、

「……過去から来て、永久にお前から離れない、『悪霊』……だ…………」

「……っ」

　そして彼は、力尽きたように腕を降ろした。

　力なく背を曲げ、視線は地面へと落ちる。

　もはや動かなくなったドミートリィから、ロジオンはしばらく目を逸らすことができなかった。

　悪霊。

　彼が放ったその言葉が、頭の中を巡る。

　まさか――自分をここまで突き動かしていたのはそれだったのか？

　自分の決断を否定したくないという意地だけが、自分を戦いに駆り立てたのか？

　正義や、リーザへの想いなどではなく？

（違う！）


――殺せ！



（黙れ！）


――それが、我らの悲ひ願がん……！



（黙れよ！）

「ロジオン……！」

　不意に聞こえた声に、捕われかけた妄もう念ねんから解放される。

　顔を上げれば、目の前には、首周りに赤い紋章を持った少年が立っていた。

「……サルーン。お前も無事だったか」

「うん。みんな、大丈夫。誰も死んでない……約束通り、戻ってきてくれたんだね！」

「ああ……当たり前だろ」

　そうだ。

　ロジオンは、他の龍血族ドラコンクローフイたちのところへ向かう少年について行きながら思う。

　悪霊？

　そんなものが自分に取り憑いているはずがない。

　彼らを護りたい――その思いには、偽りなどないのだから。




　　　＊




　広場には、避難していた住人たちが戻ってきていた。

　その内の何人かは手に麻あさ縄なわを持っていて、生き残った特務保安局員たちを縛り上げている。

　ロジオンはサルーンと共に、リーザの元へ駆けて行く。

　彼女は、老人の介抱をしていた。

「リーザ、大丈夫か？」

（ロジオン……はい、私は平気です）

「そうか……」

　ロジオンは息を吐く。

　もちろん、リーザの言葉をそのまま鵜う呑のみにするわけにはいかないが。

　いつもそうして、彼女は無理をするのだ。

「爺さんは……？」

「大したことはない。それより、よく戻ってきてくれた……」

　老人は、身を震わせながら、ロジオンを見上げる。

　弱々しく開かれた瞳に、光を湛えながら。

「どうだったのだ？　村は……見つけられたのか？」

「それは……」

　ロジオンは即座に言葉を返せない。

　その問いに対する答えは……彼らの『希望』に対する現実は、あまりに残ざん酷こくすぎる。

「ロジオン？」

　サルーンが怪け訝げんそうな顔をする。

　ロジオンは身を起こすと、辺りを見回す。

　百人近くいる龍血族ドラコンクローフイたち。

　彼らも皆『理想郷』の実在を信じている。

　その幻想は、けれど、やがて壊される。

　否――壊さねば、先に進むことはできない。

「サルーン……」

「何？　ロジオン」

「皆を集めてくれないか。話があるんだ」

「――分かった。ちょっと待ってて」

　少年は今すぐ話を聞きたそうだったが、仕方ないといった様子で住人たちのところへ走っていった。

　リーザの声が響く。

（ロジオン……皆に、伝えるつもりですか？）

「ああ……そうするしかないだろ」

　いつまでも闇の中にいることはできない。

　人は、やがて光に身を晒さなければならないのだ。

　それが望まぬことであったとしても。

　サルーンが戻ってきた。

　百人近い住人たちも歩いてきて、ロジオンに注目している。

「――みんな聞いてくれ」

　ロジオンは彼らを見返す。

　皆、顔や、その近くに紋章を持っている。

　ロジオンとは違う人々。

　そんな彼らに、自分の言葉は届くだろうか。

「多分こいつら以外にもこの洞窟を探索している帝国の兵士がたくさんいる。ここにこのまま居続けるのは危険だと思う。みんな、俺についてきてくれないか」

　住民たちは、不安げな表情でロジオンの話を聞く。

　半数くらいの人間はヴァローナ語が分からないらしく、近くの者に尋ねていた。

　ロジオンは少し間を置くために黙る。

　すると、近くにいた者が問いかけてきた。

「ここを出て、どこに行くんだ？　あの村に、行けるわけでもないだろうに」

「……いや、あの場所に行こうと思う。もちろん、簡単には行けないだろう。危険もあるし、時間もかかる。けど、こうしてここの場所を知られてしまった以上、いずれヴォストックの兵士が襲撃してくるのは避けられない。だから――」

「村は、どんなところだったんだ!?」

　別の者が、ロジオンの言葉を遮さえぎって問うてくる。

　それにつられるように、何人かが声を上げる。

「そこは安全なのか？」

「〈三聖具〉はあったのか？」

「ここにいる全員、受け入れてもらえる？」

「…………」

　ロジオンは声を上げた一人一人を見回す。

　誰もが、自分の質問に肯定の返事が貰えることを期待している――否、信じ切っている表情だった。

（くそっ……）

　この場で、彼らの期待に応え、頷くことは容易たやすい。

　そして、その方が彼らは喜んでついてきてくれるはずだ。

　だが、それではあの場所に辿り着いたとき、皆きっとロジオンを赦ゆるさないだろう。

　ヴァローナ人である自分が受け入れられるためには、ここで彼らを騙すことはできない。

　ロジオンは、自分に注目する、幾人もの龍血族ドラコンクローフイを見る。

「――村は、なかった」

　その一言は、初めはその場にいた誰にも伝わっていないかのように思えた。

　皆、ロジオンの次の言葉を待つかのように、押し黙っていた。

「……噓だ」

　誰かの呟きが、その沈黙を決壊させる。

「噓だ」

「そんなはずない」

「やっぱりヴァローナ人だ」

「俺たちを騙すつもりだ！」

「ふざけるな！」

「そんなこと、あるものか！」

「本当なんだっ！」

　広がる波は紋もんを抑えようと、ロジオンは声を上げる。

　自分たちの『理想郷』を否定されて動揺する彼らに、どうにか真実を届かせようと。

「俺たちは村のあったところまで行ってきた！　けど、そこには誰もいなかった。村は帝国軍に焼かれた跡が、そのまま残っていたんだ！」

　噓だ、噓だ――ロジオンの言葉を否定する声だけが響く。

　だが……ここで退ひくわけにはいかない。

　このままこの暗闇の中で生きていては、彼らに未来はないのだ。

　帝国軍に攻め込まれる前に、外の世界へ――光の下もとへ。

　そのために、ロジオンは訴える。

「けど！　聞いてくれよ！　ここにはこれだけの数の龍血族ドラコンクローフイが集まっている！　俺は聖王剣を扱えるし、〈三聖具〉の一つ――〈ダヴィドの指輪〉もここにある」

「〈カロリーナの宝冠〉と〈マリヤの首飾り〉は？」

「あの村はなかったんだろ!?　残りはどこにあるんだよ！」

「それは……」

　分からない。

　ロジオンもリーザも、それがあの村にあると――そうでなくても、何か手がかりくらいは見つけられると思っていた。

　けれど、そんな分かりやすい指針などあの土地にはなかった。

　龍血族ドラコンクローフイの『希望』への道は、断たれてしまっていた。

　けれど――。

「……残りを集められるかどうか、まだ分からないけど……それでも、希望がなかったなら、俺たちがその希望になればいい……今から村を建て直して、人を集めればいいじゃないか！　〈三聖具〉に頼らなくたって、それは不可能じゃないはずだ」

「黙れよ！」

「誰が帝国人の言うことなんか！」

　ロジオンの声は、幾つもの罵ば声せいにかき消されてしまう。

　届いていない。

　彼らに、ロジオンの言葉は、意志は、届いていない。

（くそっ……駄目なのか？）

　やはり、無理なのだろうか。

　自分が――ヴァローナ人が龍血族ドラコンクローフイに受け入れられ、共に生きることなど、不可能な願いなのだろうか？

（……ロジオン）

　もはや訴える言葉の尽きたロジオンの隣に。

「リーザ……？」

　彼女は静かに、まるで氷が薄く張った湖の上を歩くかのように彼らの前に出る。

「龍りゆう姫ひめ様……？」

　誰かが、そんな呟きを口にした。

　ざわめきが少しずつ鎮まっていく。

　皆の視線がロジオンからリーザに移っていく。

　そして、彼女は彼らに向かって頭を下げた。

　言葉を伝えられず。

　表情も示せない彼女の、それが精一杯の主張の形だった。

「龍姫様……」

　誰かがまた呟く。

　批判の声は収まった。

　だが、まだ皆、ロジオンの言葉を受け入れようという気にはなれないようだった。

「なあ」

　そんな中。

　一人、リーザに呼びかける者がいた。

　サルーンだ。

「龍姫様は、ロジオンのことを、信じているのか？」

（…………）

　リーザは、頭を上げると、少年の方を見て大きく頷いて見せた。

「ロジオンが言っていることは本当？　本当に村はなかったのか？」

（…………）

　また頷き。

　彼女の仕草に、住民たちの間からは悲嘆の声が上がった。

　だが、少年だけは、懲こりることを知らず問いを重ねる。

「龍姫様は、できると思うか？　ロジオンが言っていること……僕たちが、村を作れるって。自分たちが、龍血族ドラコンクローフイの希望になれるって」

（…………）

　大きく、大きくリーザは頷いた。

　その姿を見て、サルーンは、

「だったら、僕は信じる。龍姫様を、信じたいから、ロジオンのことも信じる」

「サルーン……」

「私もだ」

　傍ら、岩の上に座り込んでいた老人が立ち上がる。

「爺さん……」

「まだ、村がなかったということはにわかに信じがたいがな。ここに帝国の兵どもが攻めてくるというのは間違いないのだろう？　だったら、座ざして死を待つより、行動を起こしたほうが良かろう」

「…………」

　少しずつ、ざわめきの質が変わっていくように感じた。

　賛同、信頼、歓迎――そこまでの空気はまだない。

　しかし……老人の言葉――帝国兵が攻めてくるのは避けられない、という事実が、僅かながら、彼らの心を動かしたようだった。

「俺、食料取ってくる」

　誰かが言って、駆けていった。

「私も……」

「おい、あまり持ちすぎるなよ」

「食料はないけど、鍬くわとか武器になるか？」

　口々に、そんな会話が生まれ始める。

　ロジオンは安あん堵どの息を吐いた。

　何とかなったようだ。

　まだ、自分が本当に受け入れられるには時間がかかるだろうが、最初の一歩を踏み出すことはできた。そう思えた。

「ありがとう、リーザ……」

（いえ……お礼を言うのは私です）

　こちらを見るリーザの目には涙が浮かんでいる。

　それは、哀かなしみではないはずだ。

（ロジオンが、伝えたかったことを、皆に伝えてくれました。私の願いを……）

　リーザは、動き始めた龍血族ドラコンクローフイの人々を見渡す。

（きっとこれは、誰もが心の底に持っている、ありふれた願いなんだと思います。けれど、あまりに遠すぎて、誰も口にできない。それをロジオンが言ってくれた。声に出してくれた。だから皆、気づいたのです。それが、自分たちの『希望』なんだって）

「……そう、だったらいいんだけどな。俺はまだ、認めてもらえていなかったみたいだけど」

（大丈夫です……まだ皆、気持ちが追いつかないだけです。きっと、分かってもらえるはずです）

「まあ、そうか。リーザだって、最初は俺のこと全く信用してなかったもんな」

（あ、あれはその……）

　気まずそうに視線を落とすリーザ。

　それは照れている仕草なのだろうと、今度はロジオンにも分かった。

　彼は笑みを浮かべつつ、

「――俺たちも準備をしよう。今のうちに、少しでも硬こう質しつ化かしたところ、削っておこうぜ」

（はい……お願いします）

　虐げられ、暗闇の中へ逃れて暮らしていた人々は、再び光の下へと出る意志を持って動き出していた。

　今、耳にしているざわめきは、初めてここを訪れた時に聞いたものとはまるで違う。

　ロジオンには、そんな風に思えた。
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　やがて。

　龍血族ドラコンクローフイたちが、ロジオンとリーザに導かれ、洞窟の街から立ち去る。

　特務保安局員たちは、縄で拘束されたまま、広場に放置された。

　幾つもの松たい明まつが、主を失った岩の家を淡く照らす無人の街――そこに、グリューネたちが行き着いたのは、一時間の後だった。

　彼女は、ヴォストックの帝国軍基地で、ロジオン確保のために同行していた帝国兵の帰還を待ち、それからこの洞窟へ向かった。

　牢に入ったイゼルが何か色々言ってきたが、答える余裕はなかった。

　勘かんのいい彼のことだ、兵と彼女との会話の内容から現状をある程度推すい測そくできたかもしれないが、だからといって何ができるわけでもないだろう。もう暫しばらくは、おとなしくしていてもらうしかない。

　洞窟に突入したグリューネたちは、途中幾いく人にんかの山狩り部隊と合流しつつ、龍血族ドラコンクローフイの住居――否、住居跡に辿り着いた、というわけだった。

「これは……」

　息を呑み、グリューネは地面に転がる保安局員たちに駆け寄る。

　彼女と共にやってきた帝国兵も同様に、彼らを拘こう束そくする縄を解いていった。

「何があったの!?　ロジオンはどこ？　ここに住んでいた龍血族ドラコンクローフイたちはどうしたの!?」

　問いを重ねるグリューネに、軽傷の保安局員がここであったことを報告する。

　話を聞き終えた彼女は頷くと、手近の帝国兵に呼びかける。

「――洞窟に散っている残りの部隊を集められる？　戦力を集中させて、標的を追いかけないと危険……ここの二の舞になるわ」

「はっ」

　中年の兵士は敬礼を返すと、無線通信機を持った別の兵士の元へと向かっていく。

　その様子を見送ってから、グリューネはまた、負傷した保安局員に向き直る。

「ねえ、ドミートリィは？　別行動中なの？」

「カルコフ中ちゆう尉いは……あの少年に倒され……あちらに…………」

　震える指が差し向けられる先に視線をやり――その姿を捉えて、グリューネは自分の身から血の気が引くのを感じた。

「ドミートリィっ！」

　グリューネは駆け寄る。

　井戸らしき岩壁に背を預け、力なく横たわる彼の腹の周りには、おびただしい量のどす黒い染みが広がっていた。

「ドミートリィ……ドミートリィ、ちょっと、噓でしょ!?」

　信じられなかった。

　特務保安局の仕事が死と無む縁えんだなどとはグリューネも思っていない。

　事実、この場にも命を落としている者が他にもいる。

　だが、ドミートリィは激戦と言われた〈ヴォストックの戦い〉でさえ生き抜いた、歴れき戦せんの〈魔銃遣い〉だ。それが、まさか――。

「……ぅ」

「ドミートリィ!?」

　彼女の声に応えるかのように、ドミートリィの口から微かな声が漏れる。

　聞き間違い、ではなかった。

　その証拠に、彼は伏せていた目を僅かに開き、グリューネの方を見た。

「だ、誰か！　治療、手当をお願い――」

「……いえ、グリューネさん、結構……治療はいりませんよ……」

　枯れた落ち葉が風で揺れて擦れ合うような、掠かすれ切った声。

「でも、この怪我は！」

「構いません……もう意味はないでしょう……戦闘可能な者に回す方が優先です……」

「そんな……っ」

　彼の言葉を信じたくないというように、グリューネは首を左右に振る。

　だが、彼女の思いを拒絶するかのように、ドミートリィの口から、新たな血が漏れ出す。

「ドミートリィ！」

「……くく、情けないものです。まさかこんな簡単に……ぐっ」

「止めて！　喋しやべっちゃ駄目よ！」

「いえ……こうして、息のある内にグリューネさんが来てくれたのですから……せっかくですからね……ぜひ伝えておきたいことがあるのですよ…………」

「……っ」

　グリューネは、苦しげに吐き出される彼の言葉を止めたかったが、その必死な様子に自分の感情を押し留める。

「……何よ」

「二年、前……の、話ですよ。ロジオン・ロジオーノヴィチ……彼が、記憶を喪ったあの事件の……真相、を……」

「っ！」

　グリューネは目を見開く。

　その反応に、ドミートリィは満足そうに笑みを浮かべた。

「くくっ……そう、あの事件……グリューネさんは知らないでしょう？　爆破事件テロルで狙われたあの皇室の馬車……あれにはね、あのリーザという龍血族ドラコンクローフイの少女が乗っていたのですよ」

「噓…………」

「元からあれは、彼女が持つ……聖王剣を狙った事件だった…………言うなれば、ロジオンさんは、二年前から既に、事態の中心にいたわけです……あの龍血族ドラコンクローフイの娘に、巻き込まされていたわけで……」

「そんな……そんなこと」

　ロジオンは一言も言っていなかった。

　あの少女と二年前にも出逢っていただなどと、自分には一度も話してくれていない。

　どうしてだろう？

　どうして教えてくれなかった？

「……じゃあ、あの夜、ロジオンが来なかったのは」

「そうですよ。きっかけは総てあの娘だ。無論、その意志があったのではありませんがね……だが、龍血族ドラコンクローフイの血が、霊力が、彼女の持つ運命が、ロジオンさんを搦からめ捕ったことは間違いない……」

「…………」

　ドミートリィの言葉は、グリューネの耳に沁しみ込むように伝わってきた。

　二年前の、あの冬の夜の光景が彼女の頭に蘇り、渦を巻く。

　大人たちばかりが集まった、退屈な誕生日の祝宴パーテイ。

　赤い礼装ドレスで着飾った自分。

　彼を待ち焦こがれ、何度も屋敷の扉に目を向けた。

　それが開くたびに期待して、そのたびに溜ため息いきを吐いた。

　そしてもたらされた凶きよう報ほう。

　雪の中、馬車に揺られながら自分を責めた。

　辿り着いた病室で、彼の無事な姿に、泣き出してしまう。

　滲にじむ視界の向こうで、困った表情の彼。

　告げられる。

　――きみが誰だか、思い出せない。

　あれは。

　あの喪そう失しつは。

　自分と彼の繋がりを断ち切ったのは。

「……そうだったの」

　小さく、グリューネは声を漏らした。

　その冷ややかな響きに、自分で驚く。

「ドミートリィ……ありがとう。教えてくれて」

「……くくっ」

　ドミートリィは、彼女の目を覗のぞき込むように見て、満足そうに笑った。

　そして、最後の力を振り絞るように、声を上げる。

「――はは、はぁっはははは！　最っ高の気分ですよ！」

「……ドミートリィ？」

「まさかね……まさか、こんな最さい期ごを迎えられるとはね、思ってもいませんでしたよ。悪霊に追われ続けて、行き着くのは地獄だけかと思っていましたがね……下らない、本当に下らない……神など……罪に罰を応ずる存在など、この世に有りはしない……よく分かりましたよ……ははは……」

「何を……言っているの？　分からないわ」

「死に際の戯ざれ言ごとですよ。お気になさらず……くく……まあ、そうですね」

　ドミートリィは手を伸ばす。

　血に濡ぬれた指先が、グリューネの右腰に提げた銃吊ホルスタに触れる。

　彼女の愛器の片翼〈スタンダール〉赤クラースヌイを納めた革製のそれに、彼の一ひと撫なでが刻印される。

　それはまるで、遺志を託すように。

「……いい人生でしたよ、グリューネシカお嬢様」

「ドミートリィ……」

　まるで、昔に戻ったかのように。

　グリューネがまだこの漆黒の軍服を身にまとうことなく、連服ワンピースを着て屋敷の庭を走り回っていた頃のように、彼は彼女をそう呼んだ。

　伸びた手が、力を失くして落ちていく。

　目を閉じ、落ちた手を地面に着けて、そのまま彼は二度と動かなくなった。

　その口元には、いつもの、皮肉めいた笑み。

　それは、安らかな、穏やかな最期を物語っていた。

「…………」

　グリューネは。

　無言で膝を突くと、落ちた彼の手を拾い、胴の上に載せた。

　身体の傾きを直してやれば、だらしなく座り込んでいる、という風には見えなくなった。

　最後にもう一度、彼の手の甲に、自分の手を重ねる。

　今更思い出した。

　昔は、屋や敷しきに訪れていた彼の手を引っ張って、庭中を引きずり回したものだった。

　いつ頃からだろう、そういうことをしなくなったのは。

　帝国学院の初等部に入った頃からか。

　その後しばらくして、ロジオンと出逢った頃からだったろうか。

　だが、漆黒の軍服を纏い、父と帝国の戦いについて会話を交わす彼の姿は、ずっとグリューネの心に残り続けていた。

　憧あこがれ、だったのかもしれない。

　そんなことに、今になってようやく気づいた。

「…………っ」

　彼女は、引き剝はがすように、彼の手から自分の手を離す。

　膝を上げて、直立の姿勢を取ると、

「――お嬢様は止めてって、何度も言ったじゃない」

　その手を額の横に掲げる。

　戦死した上官、戦友に、敬礼を捧ささげる。

「私はグリューネ――グリューネシカ・イーゴルヴナ・グリンカ准じゆん尉いですよ、ドミートリィ・カルコフ中尉」

　そして、短い黙もく禱とうを終え、グリューネは彼に背を向ける。

「……みんな」

　そこには、いつの間にか仲間が集まっていた。

　漆黒の制服を身に纏った特務保安局員。

　濃緑色の制服を身につけた帝国軍兵士。

　負傷した者、まともに立っていられない者までが隣の者に手を借りて立ち、グリューネの後ろから敬礼を捧げていたのだ。

「グリンカ准尉」

　先程、彼女が人を集めるように頼んだ帝国兵が駆け寄ってきた。

「集められるだけの人員は集めました。洞窟の中なので、無線が届かない部隊も多く、そちらには伝令を走らせました」

「そう、ありがとう……」

　グリューネは彼らを見回す。

　戦意を失っている者は一人として見当たらない。

　むしろ誰もが、これからまさに先陣を切るかのような高こう揚ようの中にいた。

　今自分がいるこの場所が、この空気が『戦争』なのだ。

　グリューネは初めて、そう感じていた。

　皆の視線が自分に集中していた。

　この中では、自分など一番の下っ端のはずだ。

　命令系統としては上位にあっても、ここにいるどの帝国兵も、自分より戦闘経験は豊富だろう。

　特務保安局員の皆は、紛まぎれもなく彼女の上官だ。

　だが、彼らは待っている。

　だから、彼女は告げる。

　赤き刻印の成された銃吊ホルスタに触れながら。

「行きましょう。戦いを――始めるわよ」
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「眩まぶしい……っ！」

　サルーンが目を細めながら、どこか嬉うれしげな声を上げる。

　他の龍血族ドラコンクローフイたちも、思い思いの表情で空を見上げた。

「そうか……皆、めったに外に出ることがなかったんだな」

「うん――特に昼間はね。こんなに明るかったなんて忘れてた……」

　サルーンの笑顔に、ロジオンは複雑な気分になる。

　今日はそれほど明るい日ではない。

　厚く垂れ込めた雲が空を覆い、陽光を隠していた。

　だが、それでも彼らの目には眩しいのだ。

　それほどまでに彼らは、闇に慣れてしまっていた。

「行こう、ロジオン！」

「うぉっ!?」

　思わず考え込んでいた彼の手を、サルーンが引っ張った。

　皆がこちらを見ていた。

　期待や不安、懐かい疑ぎ――様々な感情を孕はらんだ顔で。

（行きましょう、ロジオン）

「リーザ……」

　そうだ。

　これまでは闇の中だったかもしれない。

　けれど、ここからは違うのだ。

　彼らが歩む道は、自分と共に進む世界は、光の中にある。

　いつかこの陽射しが、物足りないと思えるほどに、眩しい世界へ向かうのだ。

「行こう」

　男の一人が無言で頷き、先導して歩き始める。

　ロジオンたちが来たのは、渓けい谷こく側の出口だった。

　見上げれば、谷間を渡るあの陸りつ橋きようがある。

　こちら側からならば、かなりの大回りにはなるが、あの村のあった場所まで行くことができるとのことだった。

　ただし、途中に帝国軍の駐ちゆう屯とん地ちがある。

　それで、龍血族ドラコンクローフイたちには使えない経路だったのだ。

（……けど、俺なら）

　この聖せい王おう剣けんがあれば、戦える。

　基地を無力化し、安全を確認してから、彼らを通すことができる。

　そのためにまた血を流すことになるのだろうが――それでも。

　進むべき道に障しよう害がいがあるのなら、斬り払って進むしかない。

　その覚悟を、自分は決めたのだ。

（ロジオン……）

　不意に呼びかけられ、ロジオンは脚を止める。

　気づけば、周りの皆も全員が立ち止まっている。

「どうしたんだ――」

（……誰か、来ます）

　そう言って差し向ける指と、皆の視線を辿たどれば、確かにこちらに向かってくる人の姿があった。

　それを見て、ロジオンはどこか現実感を喪失したような気分になる。

　草樹の疎まばらな荒れた岩山。

　その谷間を、黒い礼装ドレスの女性が歩いているのだ。

　その出で立ちは高貴。

　歩むその一歩一歩が洗せん練れんされている。

　乾いた風になびく金色の髪も絹糸のように繊細。

　まるで、彼女の周りの空間だけが帝都の皇こう宮きゆうであるかのような錯さつ覚かくを起こしそうになる。

　そして、間近にまでやってきた彼女の顔を見て、ロジオンは息を呑のむ。

「あんたは……あの病院で会った……」

「ふふ……今度は憶えていてくれたみたいね」

　二年前。

　リーザと初めて出で逢あったあの冬の夜。

　爆破事件テロルに巻き込まれ、運ばれた病室で、ロジオンは彼女と顔を合わせていた。

　あの時のロジオンはまだ混乱していて、まともに会話も交わせなかったが。

　彼女はすぐに去っていって、その直後にグリューネが病室にやってきた……。

　目の前の女性は、あの時とよく似た服を着ていた。

　黒一色の、仕立ての良い、しかしどことなく暗い印象。

　それはロジオンには、喪も服ふくのように思えた。

「なんでこんなところに……あんた、何者なんだ？」

「わたくしが誰か……そんなことは、この場ではどうでもいいことよ」

「そんな……ことはねえだろ。もしあんたが龍血族ドラコンクローフイに敵対するっていうんだったら、俺はあんたを排除しなきゃならない」

　ロジオンは聖王剣の柄に手をかけた。

　周りの龍血族ドラコンクローフイたちも、警戒心を膨ふくらませつつ彼女に対たい峙じする。

　彼女は、ロジオンと、その隣に立つリーザと、そしてその後ろに立つ人々を見渡し、笑みを浮かべた。

「いいわ……とてもいい感じになっているのね、ロジオン。それでこそ、わたくしがここまで足を運んだ甲か斐いがあるというものよ」

「なんだ？　あんた、何を言ってるんだよ？」

「あなたの立場、感情、そして意志の話よ」

　彼女はそう答えるが、やはりロジオンには理解できない。

　そんな彼には構わず、黒衣の女性は、後ろ手に隠していた左手を前に出した。

　そうしていたことに初めて気づいたロジオンが視線を向ければ、その手には小さな冠かんむりが握られている。

　どこか、見憶えがある。

　聖堂の円ド屋ー根ムのような形状。

　その正面には、赤い宝石が埋め込まれている――霊れい石せき？

「それは……！」

　思い出した。

　テレーザに連れられていった洞どう窟くつの中の壁画に描かれた、聖王リューリックが身につけていた〈カロリーナの宝ほう冠かん〉。

　手がかりが断たれたと思っていた〈三さん聖せい具ぐ〉の一つ――。

「なんであんたがそれを持っているんだ!?」

「あら、そんなおかしなことではないでしょう？　元々〈三聖具〉はどれも行方が分からなくなっていたものなのよ。龍血族ドラコンクローフイが大事に隠していたならともかくね。バラバノフ家としての商取引を介して情報を集めて手に入れるのは難しいことではなかったわ。安くはなかったけれど」

　バラバノフ家――確か、帝都の大商家。

　詳しいことは知らないが、記憶を喪ったロジオンでも耳に馴な染じんでいるくらいだ。

　かなりの力を有している商人なのだろう。

　そんな女性と、自分にどんな繋がりがあるというのだろう。

「あなたにあげるわ、ロジオン。これはあなたにこそ相応ふさわしい」

「……っ！」

　安くはなかったというそれを、彼女は子供の玩具おもちやでも手渡すような気軽さでロジオンの手に押し付けてきた。

　そこで初めてロジオンは、相手がそんなことができるほど近くにまで来ていたことに気づく。

　ロジオンは手にしたそれを見下ろす。

　見た目の重厚さとは裏腹に、それは思いの外軽い。

　ただ、中央に嵌はめ込まれた赤い霊石が〈ダヴィドの指輪〉や聖王剣のそれと同様に、内側に光を閉じ込めるように自ら輝いているのが、それが本物である証のようだった。

「どうしてだ？　こんなことをして、あんたに何の得がある」

　警戒心を崩せないロジオンの瞳を、彼女は真っ直ぐに見据えてきた。

「得……そうね。今すぐは何もないわ。それに結局無駄に終わるかもしれない。けど……これは投資よ。商人として当然の行為。あなたがこの宝冠を――聖王剣と〈三聖具〉を持つことで、いつかそれがわたくしの目的を叶えるための一助となる。それを期待しているわ」

「あんたの目的？　それはなんだ」

「さて……なんでしょうね」

　うふふ、と彼女は揶揄からかうように笑う。

「ふざけてるのか？」

「どうかしらね。人によっては、わたくしがやろうとしていることは、酷ひどく馬鹿げたことでしかないわ。そう……だから、この場では語りたくないの」

「…………」

「でも、わたくしの目的が何であれ、あなたが〈カロリーナの宝冠〉を手に入れたのは事実。それはあなたの目的だったのでしょう？　わたくしが何のためにそれをあなたにあげるかは関係ないのではなくて？」

「……目的、か」

　ロジオンは宝冠を見下ろす。

　それを持つ手の指には指輪が嵌められ、反対の手には聖王剣が握られている。

　そうだ。

　自分とリーザは、これを求めて旅をしてきた。

　あと一つ〈マリヤの首飾り〉を見つけ出すことができたなら、総てが揃そろう。

　だが――。

「……違うぜ」

　ロジオンは首を振る。

「それは目的じゃない。俺たちの――俺とリーザの目的は、龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻すことだ」

「そう……」

　その女性は、一層満足そうに笑みを深める。

「ならば良いわ。ますます期待できる。その宝冠を頭に戴いただきなさい、ロジオン。そして総ての歴史の記憶を知ることね。そうすればあなたは、さらに聖せい王おうリューリックに近づくことができる」

　彼女はもう一度、覗き込むようにロジオンの瞳を見据えると、背を向けて歩き去っていく。

　その、自分を見ていた瞳に、何かをロジオンは思い出す。

　昔、何度も同じ瞳に、見詰められたことがあるような――。

「っ……待ってくれ」

「――何かしら？」

「あんた、アンナって人なのか？　グリューネが言っていた、俺の姉さ――」

「さあ」

　ロジオンの声を遮さえぎり、彼女は背を向けたまま答える。












「確かにわたくしはアンナ。けれど、姓はあなたと違うわ、ロジオン。わたくしはアンナ・セルゲイヴナ・バラバノフ。大商人セルゲイ・バラバノフの一人娘よ」

「そう……なのか？　でも」

　ロジオンとの会話を強引に断ち切るように。

　彼女は――アンナはもはや振り返ることなく早足でその場を去る。

　かつて、弟だった少年と、その傍らに立つ龍血族ドラコンクローフイの少女の姿を見ることなく。

　次に、彼らとまみえる時。

　それは、憎しみと絶望の渦巻く死の淵ふちであるべきだ。

（そう、わたくしはもう、ロジオノフの名を捨てた――そしてもうすぐバラバノフでもなくなる……）

　アンナは緩く手を振る。

　万が一の場合に彼女を護衛するべく、岩場の陰に隠れていた帝国兵に、撤退を命じたのだ。

（わたくしは、何者でもない――帝国も、龍血族ドラコンクローフイも、何もかも――世界の総ての崩壊を願う、一人の女。ただそれだけ……）




　　　＊




　夜、谷間から森へ抜ける場所に、ロジオンたちは野や営えいした。

　遊ゆう牧ぼく生活出身の者が何人か、持ち運び式の簡易住居ユルトを持ってきたため、皆そこで寝られることになった。

　今は初夏で暖かく、今日は雨や風もないが、今後重ちよう宝ほうすることもあるだろう。

　樹の陰に潜むように建て、煙が上がらないよう煮に炊たきも行わない。

　追撃してくる帝国兵に見つからないためだ。

　本当は夜通し移動を続けたいが、幼い子供や身体の弱い者も多い。無理はできなかった。

　とはいえ、ここまでの道程では、何度か険しい渓谷を、霊力の翼で越えてきている。

　簡単に追いつかれることはないだろう。

　そう考え、皆一息つけたようだった。

　それでも、念のため逃走経路は皆で確認しておき、夜間は交代で見張りを立てることになった。

　ロジオンもやると言ったのだが、拒否されてしまった。

　まだいまいち信用しきれないというのが半分、休息を取っていざという時に護ってくれないと困るというのが半分、という雰囲気ではあったが、ロジオンは甘えることにした。

　簡易住居ユルトの一つを借りて、リーザの硬こう化かした肌を削ることもできた。

　その後、二人は男性用、女性用に分けられた簡易住居ユルトに戻った。

　ロジオンは、何人かの男たちが酒盛りをしているのに誘われたが、断って壁際へ行き眠ることにした。

　かなり疲れていたのだろう。

　男たちの騒がしい声を耳にしながらも、意識は容易たやすく眠りに引き摺ずられていった。

　そして――。

「…………」

　次に目を覚ましたのは、かなり夜も更けてからだった。

　酒を飲んでいた男たちも今は全員寝息を立てている。

　ロジオンは彼らを起こさぬよう、静かに簡易住居ユルトを出た。

　谷間側と森側で、二人ずつ、見張りに立っている男が見える。

　今のところ、危険はないようだった。

　ロジオンは彼らからも離れ、野営地の端、樹に背を預けて座り込む。

　持ってきていた聖王剣を足元に置く。

　そして、もう一つ手にしていたものを目の高さに持ち上げ、眺めた。

　王冠――〈カロリーナの宝冠〉だ。

　中央に嵌め込まれた赤い霊石が、今はどこか妖あやしげに淡い光を宿している。

　まるで誘いかけてくるようだ。

（眠れないのですか？）

　頭に響いた声に顔を上げると、リーザが立っていた。

「ああ……リーザも？」

（……はい）

　頷く彼女の顔には、少し疲れが見えた。

　当然だろう。

　ここまで色々なことがありすぎた。

　特に、自分の故郷だった村の焼け跡を見たのが、精神的に衝撃が大きかったのではないだろうか。

（隣、いいですか）

「あ、ああ」

　座り心地のよさそうな草地を、半分譲ゆずる。

　リーザは連服ワンピースの裾を押さえながら、静かに腰を下ろした。

（〈カロリーナの宝冠〉を、使うつもりだったのですか？）

「ああ……」

　ロジオンは頷く。

　しかしそれは、どこか曖あい昧まいな動きだった。

「聖王剣は、俺に戦う力をくれた。〈ダヴィドの指輪〉は、リーザと話すための言葉をくれた。そして、これは記憶を与えてくれるんだろう？」

　アンナという女性は言っていた。

　この宝冠は、総ての歴史の記憶を知るのだと。

　それがどういう意味なのかは分からないが。

「もしかしたら……何か、手がかりがつかめるかもしれない。〈マリヤの首飾り〉の在処ありか、俺の記憶や、リーザの感情を取り戻す方法、龍りゆう化か症しようを治す方法――」

　そう。

　ロジオンたちが欲するのは、龍血族ドラコンクローフイの居場所だけではない。

　イリヤノフカから出る列車で旅立つ時、ロジオンはリーザに言った。

　総てを取り戻そう、と。

　どこまでも飛べる翼と、何もかもを打ち破る剣があれば、それも不可能ではないと、ロジオンは信じた。

　だから、求めようと思えるのだ。

「でもさ……」

　ロジオンは膝ひざを自分の身に寄せ、その膝頭の上に宝冠を載せる。

「なんか、本当にそれでいいのかって思って」

（どういう……ことでしょう？）

「……俺は今記憶を喪っている。二年前からのこと以外は、俺の頭は空白になってるんだ。そこにこの宝冠から別の記憶が入ってきたら、俺は俺のままでいられるんだろうかって」

　これまでも、聖王剣から流れ込んでくる幻影と感情に、ロジオンの精神は苛さいなまれてきた。

　記憶を司つかさどるという〈カロリーナの宝冠〉――それは、ロジオンをロジオンでなくしてしまうかもしれない。

「そんなふうに考えてたら、なんだか分かんなくなってきた。俺が俺でなくなるなら、この宝冠を被って成し遂げたい俺の目標は、被った途端に喪われてしまうんじゃないかとか……でも、それが必要なことなら、やるべきなんだろうかとか……」

（焦あせらないでください……ロジオン）

「リーザ？」

　不意に、地面に置いたロジオンの手に、重ねられた温もり。

　自分より体温の低い指先の、その奥にある暖かさを、今度はすぐに感じることができた。

　そして、触れられて初めて、ロジオンは自分の手が震えていたことに気づいた。

（今すぐ、その宝冠を使う必要はありません。いつか……ロジオン自身の決意ができたときに、使えばいい……たとえ、使わなくても、それがロジオンの選択なら、いいと思います。それに、もし宝冠によってロジオンがどう変わっても、私はずっと隣にいますから……）

「…………」

（ロジオンは、みんなの前で言いました。〈三聖具〉を集められるかどうかは分からない。けれど、希望がないのなら、自分たちが希望になればいい、と）

　リーザはロジオンに目を向けた。

　その両眼が、まるで霊石のように輝いているように、ロジオンは一瞬錯さつ覚かくする。

（その通りです。道は一つではない……そのことをロジオンは教えてくれた。だから、囚とらわれないでください。過去に、歴史の記憶に……それは、私たちを縛るものではなく支えるものであるべきなのですから）

「……そうだな」

　いつか――。

　自分の過去も、聖王の記憶も、総て受け入れ、自らの支えとできると確信できたときに、初めてこの宝冠を被るという選択肢もある。

　そして当然それは、選択肢の一つというだけなのだ。

　囚われる必要はない。

　自身の意志で自身の道を選択できること。

　それこそが、今ロジオンたちが――龍血族ドラコンクローフイの皆と共に、目指しているものなのだから。

　ロジオンは、リーザの手の下で自分の手を裏返すと、包み込むように握り締めた。

　握り返してくる彼女の手は、柔らかく、そして暖かい。

　その感触は、伝説の〈三聖具〉よりもよほどロジオンに力を与えてくれるものだ。

「リーザ……」

　ロジオンが、何かを伝えようと、彼女に身を寄せたときだ。

（ん……？）

　視界の隅で、何かが煌きらめいたように感じた。

　それが何か頭で判断するより早く、ロジオンは身を動かし――だが、一瞬遅かった。

「…………！」

　声にならない悲鳴が、リーザの口から漏れる。

「リーザ！」

　ロジオンは彼女を抱え、樹の陰へ移動。

　触れた脇わき腹ばら辺りに、滑ぬめるような血の感触。

（私は……大丈夫です、それより、みんなを……）

「くそっ……」

　この少女はいつもそうだ。

　自分より、周りの誰かを優先する。

　だが――今は、彼女の言う通りにするしかない。

「帝国兵だ！　皆、避難しろ！」

　声を上げながら、ロジオンは聖王剣を引き抜く。

　緑光の刃が闇を照らす。

　ロジオンの声と、ゲーオルギィの光に、見張りの男たちが異変に気づく。

　簡易住居ユルトの中で眠る者の中にも、目を覚ました者がいるようだ。

　夜の森が、俄にわかに騒々しさを帯びる。

　皆、あらかじめ想定していた通りに、簡易住居ユルトの間を通って、岩場にある洞窟へと逃げ込んでいく。

　ロジオンは、見張りの男がリーザを連れて洞窟へ向かうのに頷きを返しつつ、先程煌めきの見えた森の奥へと移動。

　まさか、こんなに早く追いつかれるとは思わなかった。

　龍血族ドラコンクローフイの翼でなければ越えられそうにない渓谷の群れを、夜を徹するつもりで迂回してきたのか。それとも、帝国軍だけが知っている抜け道のようなものがあったのだろうか――。

　しかし、それを検けん証しようしている余裕はない。

　深夜、視界の利かない森。

　見つかりにくい場所ではあるが、見つかってしまえばこちらが圧倒的に不利だった。

　相手は銃で武装した正せい規き兵へい。しかもその中には〈魔ま銃じゆう遣い〉すらいる。

　一方でこちらは剣を持つロジオンただ一人。

　龍血族ドラコンクローフイの中にも戦える者はいるだろうが、武器が鍬くわや鎌かまでは心こころ許もとない。

　だからここは――。

「往おう者しや、現げん今こん、嚮きよう後ご、従いて来よ」

　ロジオンは駆ける。

　闇の中、緑光を、尾を引くように樹々の狭間に散らしながら。

「――運命さだめと運命の交わりの起点。始原にして終しゆう焉えんの地にて、光こう輝き、闇に哭なき、道を祓はらえ――」

　頭に流れる詩しい歌かを紡ぐ。

　リーザと共にいることで、ロジオンの身体には彼女の霊力が充ちている。

　それを、手にした剣に、全力で注ぎ込むように。

　想いと力とを取り交わすように、叫ぶ。

「――閃セン刃ジン裂レツ衝シヨウ！」

　振り抜いた剣が、巨大な光刃で森を薙なぐ。

　数サージェンの範囲に亘わたって、幾本もの樹々が切り倒され、夜の闇の中に、葉は擦ずれの音、動物たちの鳴き声、打音、無数の音が響き渡る。

「ぐっ……なんだこれ!?」

「退避しろ！　退避！」

「そんな命令は――」

「馬鹿、あんなものとまともに戦えるかっ」

　そんな声と共に、遠ざかっていく足音も聞こえた。

　ロジオンはそれを追つい撃げきすることなく、自分も撤退する。

　目的は、彼らを倒すことではない。

（それに、追っ手があんな少人数なはずがない……まだどこかにいるはずだ）

　場合によっては、すぐに移動を開始しなければならないだろう。

　簡易住居ユルトの間を移動し、龍血族ドラコンクローフイの皆が逃げ込んだ洞窟の入り口へと向かう。

　しかし――。

　入り口の手前に、男たちが立っていた。

　先程、リーザを抱えて移動した見張りの二人だ。

　一人は手に〈カロリーナの宝冠〉を回収してくれていた。

　こちらに背を向けて立っている二人にロジオンは声をかける。

「……どうした――」

　――が、その途中で、言葉は止まってしまった。

　洞窟の入り口を塞ふさぐように、黒衣の集団が立っている。

　人数は十に満たない。

　だが、その死神のような装束と、手にした武器のそこかしこで揺らめく魔石の光は、闇の中から不気味に浮かび上がって見えた。

　その威い圧あつ感かんは息を呑むほどだ。

　そしてその集団の中央に、ロジオンは炎えん髪ぱつの幼おさな馴な染じみの姿を見る。

「グリューネ――」

「…………」

　しかし、名を呼びかけたロジオンに、彼女は視線すら向けない。

　彼の方を見ることを拒むかのように龍血族ドラコンクローフイの男たちとリーザに目を向けると、静かに片手を持ち上げた。

「っ――止めろ！」

　ロジオンはリーザたちの前に出ようと駆ける。

　振り下ろされる手。

　同時に闇に哭く銃じゆう撃げき音おん。

　龍血族ドラコンクローフイたちの全身に、まるで剣で斬られたかのような直線の傷が走る。

　血を噴き出し、倒れていく。

　拳けん銃じゆうに撃たれてできる傷ではない。

　おそらくは彼らの〈魔銃〉の特性なのだろう。

「リーザっ！」

　ロジオンは彼女たちの元へ辿たどり着く。

　間に合わなかった。

　地面に蹲うずくまるリーザは、瀕ひん死しの状態に見えた。

　白い連服ワンピースは引き裂かれたように破れ、その下から溢あふれた血で真っ赤に染まっている。

　顔は蒼そう白はくで、酷く寒そうに震えているのに、額には一面に汗が浮いていた。

　リーザを抱えていた男二人は、すでに絶命している。

　このままではリーザも同じ運命を辿るに違いない。

「――どうしてだ！　グリューネ！」

　ロジオンは眼前に立つ幼馴染を見上げる。

　どこかで――油断のようなものがあったのかもしれない。

　グリューネなら、自分やリーザを殺すことはないだろう、と。

　だから、彼女の姿を見た時、安心してしまった。それで、反応が遅れたのかもしれなかった。

　それに……。

「俺やリーザは殺すなって、命令が出てるんじゃなかったのか……？」

　列車での戦闘の時、ドミートリィが言っていた。

　幼馴染の少女は、静かにロジオンを見下ろすと、穏やかとも言える声で答える。

「馬鹿ね、ロジオン。これは戦争なのよ。殺さなければ殺される、闘とう争そうの舞台。私たち帝国か、彼女たち龍血族ドラコンクローフイか……どちらかが滅びなければ終わることなんかないわ」

「な……にを、言ってるんだ？」

　これまでとあまりに違うグリューネの態度に、ロジオンは困こん惑わくする。

　周りの保安局員に銃を向けられているという状況も忘れて声を上げる。

「戦争はとっくに終わった！　お前は特とく務む保安局員で、任務で俺たちを捕まえるために追ってきただけじゃないか！」

「いいえ、終わっていないわ」

　グリューネは、先程と同じように手を上げた。

　ロジオンは身構えるが、今度のそれは射撃の合図ではなかったらしい。

　彼女の周りの局員たちは、銃口を上に向けて肩に銃身を預けると、ロジオンに背を向けて洞窟の中へと駆けていった。

「……どういうつもりだ？」

「言ったでしょう。戦争は終わっていないって。いえ……私の戦争は二年前に始まっていたのよ。それを私が知らなかっただけ……」

「分かんねえ！　どういうことだよ！」

「……っ、そうね。ロジオンは分からなくても仕方がない。大丈夫よ。私はあんたを見捨てたりしない。絶対にあんたを帝てい都とに連れ戻すわ。まだ……まだ間に合うんだから」

　でも、と続けながら、グリューネは左の銃吊ホルスタから黒色の自動拳銃オートマテイツク型の〈魔銃〉を抜いた。

　村の焼け跡で落としたものを、彼女に同行していた帝国兵が回収したのだろう。

　それを彼女はリーザに向けた。

「龍血族ドラコンクローフイは赦ゆるさない」

「止めろ！　グリューネっ」

「どいてちょうだい、ロジオン」

「どけるわけないだろ！」

「どうして護るの？　どうしてそこまでするのよっ！　そんな！　そんな――」

　リーザを、否、今はロジオンを狙う銃口が揺れる。

「――そんな、私たちの人生を狂わせた、化け物のために！」

「グリューネ！」

　ロジオンは再び聖王剣を抜き放った。

　先程、大量に霊力を消費したため、光の刃はやや小振り。

　それでも、普通の剣に比する大きさはある緑光が、下から上へと振り抜かれる。

　銃声が響く。

「ぐっ……」

　光の刀身が当たり、射線を逸そらされた銃を、グリューネは無理矢理に撃った。

　その弾がロジオンの腕に当たる。

　白い制服が切れ、血が散るのを目にして、グリューネが一瞬怯ひるんだように見えた。

　ロジオンは、リーザを背後に護るようにして、一気に攻める。

　振り抜いた剣を両手で握り直し、持ち上げ、斜めに振り下ろす。

　光こう刃じんはグリューネの手に握られた〈スタンダール〉黒チヨールヌイの銃口を斜めに斬り落とした。

「こんな……噓うそ、違うの、大丈夫、ロジオン？」

「俺のことはいい！」

　先程までと打って変わって、不自然なほどに動どう揺ようするグリューネにロジオンは叫ぶ。

「それよりもう止めてくれ！　俺を捕まえたいなら捕まってやる！　だから、皆に手を出すな！　彼らはただ、普通に暮らしたいだけなんだよ！」

「――っ」

「それにリーザを……治療、させてくれ！　このままじゃ――」

「厭いやよ！」

　ロジオンの発言の何が逆げき鱗りんに触れたのか、リーザの両眼に憎しみの光が揺らめく。

　その光に、ロジオンはなぜか見憶えがあった。

「何で……何でそんなこと言うのよ？　無理よ、もう無理、止められないわ！　あなたたちは皆を殺したじゃない。帝国軍の兵を……保安局員の仲間を、ドミートリィを！」

「殺さなければ、龍血族ドラコンクローフイが殺されていたんだ！」

「だからって、ロジオンが戦う理由がどこにあるの!?　あんたはヴァローナ人よ！　私と一緒に高等学院を卒業して〈魔銃遣い〉になるって……お父さんみたいな英雄になるって、言ってたのに……！」

「それは――」

　それは、二年以上前のロジオンだ。

　記憶を喪う前の、帝国の繁はん栄えいの実情に、何の疑いも抱いていなかったロジオンだ。

　記憶を喪ってから、ロジオンは〈魔銃遣い〉として帝国のために戦いたいとも、父のような『英雄』になりたいとも、思ったことなどない。

　ロジオンは――。

「俺は……どう考えても、帝国が正しいことをしているなんて思えない。自分が元々どこに属していたかは関係ないんだ。俺はただ、俺自身が正しいと思うことをしたい」

「それが、龍血族ドラコンクローフイのために戦うことだっていうの？」

「リーザのために、戦うんだ」

「――っ！」

　絶叫が響き渡った。

　それがグリューネの喉から溢れ出たものだということに、ロジオンは一瞬気づけなかった。

　それほどに、その叫びは、普段の彼女からは想像のつかない荒々しさを伴っていた。

　彼女は、右の銃吊ホルスタから〈魔銃〉を引き抜く。

　赤い銃身に黒い魔石が嵌め込まれたそれは〈スタンダール〉赤クラースヌイ。

　爆裂系最上位の威い力りよくを誇る〈魔銃〉だ。

「止よせ！　グリューネ！」

「うるさい！　馬鹿ロジオン！」

　叫び、グリューネは銃口を、それでもロジオンに向けようとはしない。

　容よう赦しやなき破壊をもたらす武力の矛ほこ先さきは、彼の背後に倒れるリーザに向けられる。

「――ひっ」

　だが。

　その銃口が、怯えるように揺れた。












　グリューネは引きつった表情で、ロジオンの後ろに視線を向けている。

　逸らそうとはしない――否、逸らせないといった様子だ。

「な、何よ、それ……」

　それ、と彼女は言った。

　上下の歯がぶつかり合うほどに震えた口から、何とか絞り出すように。

「人、じゃないわ……そんなの……やっぱり、やっぱり違うのよ……私たちと、そいつらは……化け物、化け物よ！」

　ロジオンは背後に目を向ける。

　横たわるリーザ。

　その身が――龍に変へん貌ぼうしていた。

「リーザ！」

　先程の〈魔銃〉による攻撃によって斬り裂かれた傷口。

　その総てが、彼女の肌を覆う鱗を生み出していた。

　血液と共に、身体中から緑色の光が淡く漏れている。

　霊力だ。

　彼女の保有する莫ばく大だいなそれが、彼女の命を救うべく、その血に刻み込まれた龍の姿を再現しようとしているのだ。

　血は収まっているように見えた。

　まるで瘡かさ蓋ぶたのように、龍の膚はだが傷口を塞いでいく。

　腕、脚、胴、半分以上が漆黒の鱗と化していた。

　顔にまで、まるで割れた仮面のように、左半分を覆う龍の顔がん貌ぼうが張り付いていた。

（ロジ……オン……っ）

　苦しげな息。

　頭に届く言葉すら切れ切れだ。

　それは、彼女の意識が今にも途絶えそうであることを意味しているのだろう。

「そんな――」

　グリューネが怯えを隠すことなく叫ぶ。

「そんな化け物のために何をしようっていうの？　あんたは人間なのよ、ロジオン！」

　当然のように放たれるグリューネの言葉がロジオンを抉えぐる。

　確かに、人には見えないだろう。

　龍血族ドラコンクローフイと関わった者は龍と化すという、帝都での噂話を信じてしまう人がいるのも分かる。

　だが、リーザは言っていた。

　人の姿を失い、人の心を失うことよりも、虐しいたげられ、選択することもできずに、人の形のまま人間でなくなっていくことを恐れる、と。

「俺は……人間だよ、グリューネ」

　だから、選択する。

　ロジオンは、自らの意志でここまで来たのだ。

　リーザと出会い、龍血族ドラコンクローフイの現実を知り、帝国に刃を向けることを決め、辿たどり着いた。

　その果てがどんな結末であろうと、否定するわけにはいかない。

　自分が選んだ道なのだから。

「人間だから、自分で選択したんだ。リーザと共に歩むことを」

「ロジオン――!!」

　赤き〈魔銃〉の銃口が再びリーザに向けられる。

　震えながらも、それは今度は逸らされることなく彼女を狙う。

　龍の膚に護られているとはいえ〈スタンダール〉赤クラースヌイの直撃をうけては無事で済むはずがない。

　ロジオンはグリューネの腕を摑もうと手を伸ばす。

　叩き付けた腕で、射線が上に逸らされる。

　だが、伸びた指は、もはや止めることができず引き金を引く――。

「グリューネ！」

「――それでも、私は……！」

　その一言をかき消すような撃音と共に、〈魔銃〉の一撃が放たれた。

　霊載式三五七増莢マグナム弾が、洞窟の入り口の天井に当たり、その身に込められたグリューネの霊力が衝撃に反応して起き爆ばくする。

　辺りの岩山を揺るがすような爆発。

　突然太陽が生まれたかのような閃光が夜に走り、岩がん盤ばんに衝撃が走る。

　予よ兆ちようなど待つこともなく、天井が崩ほう落らくしてくる。

（くそっ……！）

　ロジオンだけなら逃げられたかもしれない。

　しかし、洞窟の奥の方に身を置くグリューネは間に合わないだろう。

　それに、未だ動けずに龍と化した身を地面に横たえるリーザがいる。

（くそぉっ！）

　ロジオンは内心で激しく毒づく。

　結局このままでは自分は誰も護れない。

　護ると決めた龍血族ドラコンクローフイの少女も。

　幼馴染の少女も。

　互いの意志が伝わらぬ闘とう争そうの中で喪ってしまう。


――殺せ。



（くそっ……黙れよ……！）

　こんな時だというのに、頭の中にはその声が聞こえてくる。

　崩れ落ちてくる岩の動き。

　それを避けようとする、グリューネ。

　そして自らの身の動きすらもが、引き延ばされたように遅く感じられる意識の中で、凝縮された感情が、記憶が、意志が流れ込んでくる。


――滅ぼせ。




――総てを。




――何もかも喪われた。




――我が王国も、民も、街も。




――我に残るは、復讐のみ。




――滅ぼせ。




――ヴァローナを。




――侵しん略りやく者しやどもを。




――殺せ。




――復讐を果たせ。




――総てを、世界を、滅ぼし尽くせ。




――この、力で！



「黙れよ！」

　ロジオンは絶叫する。

　現実に声を上げたのか、あるいはそれすらもロジオンの意識の内のものだったのか、それは分からない。

　関係ない。

　ロジオンは反はん駁ばくする。

　自分を押し流そうとする強烈なる意志に向かって。

「俺は――滅ぼす気なんかない！　復讐なんか知るかよ！　龍血族ドラコンクローフイとヴァローナ人のどっちかが滅びなきゃ終わらない戦争？　そんなもの、俺が終わらせてやる！」

　聖王剣を振り抜く。

　下らない歴史を、つまらない連れん鎖さを、断ち切るように。

　降り積もる憎しみを吹き飛ばすように。

「過去も、現在も、未来も知ったことか」

　ロジオンは言葉を紡ぐ。

　脳のう裏りに浮かぶ、幾つもの詩歌、これまで意識することなく自然と口にしていたそれらを、総て無視して。

「誰が昔どうしたとか、何を考えてるとか、これからどうするべきとか、そんなこと気にしてたら、永久に殺し合わなきゃいけないだろ。そんなの、俺はごめんだ」

　聖王剣を握る両手に力を込め、落下してくる天井を睨にらみつける。

「俺はリーザを助けたい。グリューネ、お前にも死んでほしくない。俺だって死ぬ気はない。国の事情も何もかも無視して、俺はそれが実現できる世界のために戦う。殺し合うって意味じゃねえ。そのための何もかも、あらゆる手段を試してやる」

　そのために、この力を使う。

「だから、力をよこせよ、ゲーオルギィ！」

　緑光が膨ふくれ上がる。

　もはや刀剣の姿を超え、それはまるで翼のように。

　ロジオンを、リーザを、そしてグリューネを護るように彼らの頭上を覆っていく。

　幾何学的な模様が天てん蓋がいとなり、落下してくる岩の群れを、受け止めた。

　厳しい冬の吹雪から雛ひな鳥どりを護る親おや鴉がらすの羽のように。

　それは、三人を害するものを押し返していく。

　いつの間にか力なく地面に座り込んでしまったグリューネが、唖あ然ぜんとした顔でロジオンを見上げている。

　ロジオンは両手にこめる力をさらに強く。

　いっそ折れてしまえとばかりに強く握る。

　振り上げる両腕も既に限界を超え、強い痛みが電撃のようにロジオンの意識を侵してくる。

　それでも。

　こんなところで立ち止まるわけにはいかない。

　総てを滅ぼせと古代の王が叫ぼうとも。

「俺は！」

　今、ここに生きる自分は。

　せめて目の前にいる者を。

「大切な者を、救ってみせる！」

　その覇は声せいは、洞窟の全域へと轟とどろき渡るほどに大きく。

　それに応えるように、緑光の刃はさらに長く、巨おおきく身を広げ、そして重力に逆らうように岩を空へと上げていく。

　それはまるで、自らが望まぬ世界の理ことわりに叛はん逆ぎやくするが如く。

　逃れられぬ運命と押し付けられたものを、打ち壊すが如く。

　奇跡と呼ばれるような光景を、この世界に創り出していく。

　振り上げられる緑光に、岩が、崩れた洞窟の天井が、そして岩盤の総てが押し分けられていく。

　空から眺めればそれは、神に選ばれた民が敵から逃れるために海を割った、聖せい典てんの中のあの奇跡のように見えただろう。

　やがて、彼らがいる岩山それ自体が、弾けるように崩れていく。

　山を成していた岩が、緑光によって周囲へと散っていった。

　轟音が響き渡る。

　それはまるで、この大地そのものの鳴めい動どうのように、この近辺にいる、総ての者の耳に轟いた。

　洞窟を逃げ惑っていた龍血族ドラコンクローフイにも。

　それを追う帝国兵や特務保安局員たちにも。

　ヴォストックに暮らす者たちにも。

　あるいは、また別の場所で密ひそかに生きる民にも。

　平等に届き、心を震わせた。

　そして、鳴動の収束と共に、光が充ちる。

　広がり切った刃の緑光が、形を維い持じする力を失ったかのように、夜の闇の中へと拡散していった。

　それは、たった今この大地の形を変えた力とは思えぬほどに優しい色を帯びて、人々を包み込む。

　幾何学的な模様が、やがて薄れ、ただの光となり、さらに広がりながら散っていき、消えていく――。

　気づけば、再び闇が辺りを充たしていた。

「なんとか……なったのか……」

　ロジオンは息を吐く。

　もはや、それを確かめる気力すらなかった。

　まともに力の入らない手指から、すり抜けるように刀剣が落ちる。

　平へい衡こう感覚を失い、脚に力を入れておくこともできず、身体が勝手に地面へと向かって傾いていく。

　腕を動かすこともできず、そのまま胴が打ちつけられた。

　すぐ目の前に、同じように横たわるリーザの顔。

　その多くが龍の膚に覆われていたが、半分ほどはまだ少女の姿を残していた。

　ロジオンは腕を伸ばす。

　そうしなければ、彼女が自分の元から喪われてしまうのではないかと恐れるように。

　何度も意識を途切れさせ、そのたびに力を振り絞って。

「リー……ザ…………」

　その名を、声に出して呼べたかどうかも定かではない。

　あと少しで、指先は彼女に届かない。

　身体を動かす力は、もはや残っていなかった。

　やはり、無理なのだろうか。

　自分と彼女とは、見えていながら触れられない、決定的に違う存在なのだろうか。

　そんな不安を抱いたまま。

　指先が、やがてその頰ほおに触れたことを知覚することなく。

　ロジオンの意識は闇に落ちていった。
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　グリューネは、その光景を眺めていた。

　自分が放った銃弾が岩を崩し、こちらへと迫ってくるのを。

　閃光と、轟音と、衝撃。

　けれどその中で、剣を振る幼馴染の少年の姿。

　彼が持つ、その武器の刃は巨大で、彼女に迫る脅きよう威いを容易く押し返していく。

　その光景に、グリューネは、

「ああ……あああ……っ」

　恐怖すら覚えていた。

　歴戦の〈魔銃遣い〉にも引けを取らないグリューネの〈スタンダール〉赤クラースヌイの破壊力。

　それを以もつてして打ち壊したこの天井を、あの剣はさらに巨きい力で打ち砕いていく。

　それはもはや完全に、人じん智ちを超えた行いに見えた。

　緑光の力が岩山の姿を変えていく。

　やがて、グリューネの頭上には星空が見えていた。

　そして、緑光が広がり切り、拡散して、彼女の身をも包み込んでいく。

　一瞬の怯え。

　けれどその直後に、グリューネは感じた。


――戦いを終わらせる。




――総てを護ってみせる。



　グリューネには分かった。

　それは彼の意志。

　剣を振るうロジオンの意志が、その光によって伝わってくるのだ。

　そして――。

　光は薄れ、彼女は再び闇の中に置かれる。

　もはや辺りには静せい寂じやくが充ち、危難は去ったように思えた。

　音が響く。

　何かを叩くようなその重々しい音は、ロジオンが剣を取り落とした音のようだった。

　続いて、それよりも鈍く、小さな音。

　グリューネは、それらの音がした方へ向けて、足を踏み出す。

　少しずつ目が慣れてきて、星明かりだけの周りの様子が見えてきた。

　岩の地面に倒れ臥ふすロジオンの姿があった。

　彼の手が横に伸ばされ、何かに触れようと指先が動く。

　その先には、あの少女の顔があった。

「…………」

　もはや全身が龍と化した異種族のその少女に、グリューネは生理的な嫌けん悪お感かんを抱く。

　それは人が、蛇へびや蜥蜴とかげ――自分たちとはかけ離れすぎた外見の生物に対して持つ、ごく自然な感覚だ。

　元の身体よりも数倍大きくなったように見えるその鱗に押し上げられて、破れた服の白い布が夜風に揺れている。

　そして、唯一まだ黒き膚に覆われていない半分の顔に、ロジオンの指先が触れる。

　その姿を見た時、グリューネは自分の中で何かが砕け散るのを感じた。

　自分が嫌悪を以て眺めるその存在に、彼が望んで手を伸ばすという事実に。

　絶望すら抱いて――。

（無理よ……）

　グリューネは、自分でも気づかないうちに首を横に振る。

（無理なのよ……ロジオン）

　ロジオンは言った。龍血族ドラコンクローフイとヴァローナ人が、殺し合わなくて済む世界を作ると。自分がこの剣の力で、それを実現してみせると。

　だが、今彼女が抱いているこの恐怖感、過去の来歴や因いん縁ねんなど無関係の、反射的とも言える嫌悪感。

　それを超えて築けるものなど、あるのだろうか。

（だって……）

　グリューネは、その理由を思う。

　それは明確に、言葉として彼女の心に生まれていた。

　今、ロジオンが伸ばした手が、目の前の『化け物』に触れた時、

（私は、感じてしまったんだもの。あんたが、そちら側に行ってしまった、って……）

　それは、此し岸がんと彼ひ岸がんよりも、断絶された境界だ。

『人』と『そうでないもの』の境さかい。

　それは、生きるために異物を排除しようとする、生物の本能的な判断だ。

　グリューネは、ロジオンの傍かたわらに落ちた剣を拾い上げる。

　彼女が触れても、それは何の力を発揮することもない。

　ただ、刃が薄うつすらと鈍い光を反射しているだけだ。

　夜空から届く、ほんの微かな星明かりを。

　グリューネは両手でそれを握り締め、横たわる龍に向けて振り上げる。

　この鋒きつさきを突き立てたら、この『化け物』は死ぬだろうか。

　今なら、それができるかもしれない。

　そして、ロジオンを抱えて帝都まで帰るのだ。

　想像は、グリューネを一瞬だけ幸せな気分にした。

（なんてね……そんなことしたって、何になるっていうのよ）

　たとえ彼を連れて帰れても、その心は永久にここに残ることになる。

　ならばいっそ、この剣を以て、その身と心を消してしまえばいいのか？

「…………」

　それは、酷く魅力的な考えに思えた。

　まだ、彼は自分の手が届くところにいる。

　これが最後の機会かもしれない。

　終わらせる。

　彼がどうしようもなく自分たちと『違う』存在になってしまう前に。

　そして自分は、この『化け物』よりも多くの過去を、彼と共有できるのだ。

　グリューネは剣の鋒を、ロジオンの方へと向け直す。

　あの龍の膚と違って、人の身のロジオンならば、自分が全体重をかければ、この刃は彼の身体を貫き通すだろう。

　肌を破り肉を裂き胸を貫いて、彼の生命を、人生を、叛逆を、喪失を、ここで終わらせる――。

「ロジオン……っ！」

　叫びと共に歯を嚙かみ締め、グリューネは一気に剣を突き降ろす。

　その刃に、自身の身体を総て預けるように。

　屈した膝が地面にぶつかり、鈍い痛みが走る。

　そして、突き立った刃の先から、人の身を害した時のあの独特の感触が――訪れることはなかった。

（できるわけ……ないじゃないっ！）

　剣の先は、ロジオンのすぐ横の岩にぶつかっていた。

　動けなくなるほどの痺しびれに襲われ、グリューネは剣を取り落とす。

　そのまま、蹲うずくまるように両手を突いた。

　拳こぶしを握り、力任せに地面に叩き付ける。

　何度も、何度も――けれど、痛みはまるで感じない。

　闇に慣れた目にも見えないが、きっと皮膚が破れて血が滲にじんでいるだろう。

　もしかしたら、骨が折れているかもしれない。

　なのに、何も、感じることができなかった。

　両眼から、涙が滴したたり落ちているのが自分で分かる。

　涙が血と混ざり合う。

　さらに土も混じり込み、汚れていく手を、それでもグリューネは止めることができない。

　その手を。

「もう止めとき」

　後ろから摑む者がいた。

　その、南方訛なまりのヴァローナ語から、もう誰なのかは分かっていた。

　けれど、それでも確かめずにはいられずに、グリューネは振り返る。

「……イゼル。どうしてここに？」












　カダール人の青年。

　彼は、いつもと同じような飄ひよう々ひようとした口調で言ってくる。

「あそこの牢は脆もろすぎやな。ちょっと揺らしたら簡単に壊れたで。あと、見張りの人選は少し考え直した方がいいってイワノフ大たい尉いに伝えとき。一万ルーブリで脱走できるんじゃ、閉じ込めとく意味ないで」

「そう……言っておくわ」

　力なく答える。

　と同時に、身体から一気に力が抜けた。

　まるで何ヴェルスタも全力疾走したかのように、全身が虚きよ脱だつして、強こわ張ばっている。

　イゼルが放した手も、思うように動かず、墜つい落らくする鳥のように地面にぶつかった。

「痛い……」

「当たり前や。そんな無茶苦茶に固いとこ殴ったりして。〈魔銃〉、使えんようになるで」

「……そうね」

　実際、そうなったところでどうだというのか。

　もはや自分には、憧れていた先せん達だつも、共に並び立ちたいと思っていた相手も、いなくなってしまったというのに。

　グリューネは立ち上がる。

　酷こく使しした憶えもないのに、脚にまるで力が入らない。生まれたての子鹿というのは、こんな気分なのかと思い、口が勝手に笑みを作った。

「危ないっ」

　転びそうになったところを、イゼルが支えてくれた。

　小さく礼を言ってから、ロジオンたちの方を見る。

　どちらも、未だに目を覚ます気配もない。

「……イゼルは、驚かないのね」

「ああ……嬢ちゃんがこんな風になるってのは聞いてたしな」

「そう……」

　視線を逸らし、自分の仲間が向かった洞窟の奥を見る。

　とは言え、頭上を覆う岩が砕かれて周囲へ散ったそこは、もはや洞窟とは呼べないだろう。

「撤てつ退たいの指示、出さなきゃ……」

　もう戦闘どころではない。

　それに、先程まで彼女を戦いへと衝つき動かしていたものは、跡あと形かたもなく喪失した。

　前に踏み出そうと足を動かすと、倒れそうになる。

　それを、イゼルが支えてくれる。

「……ねえ、イゼル」

「なんや」

「帝都まで、一緒に戻ってくれる？　一万ヴェルスタも、一人で帰るなんて厭だわ」

「……そうやな」

　頷く気配がする。

　ありがと、と短く告げた。

　ようやく、身体がまともに動くようになってきた。

　グリューネは真っ直ぐに歩く。

　もはや背後を、そこに横たわっている少年を、顧かえりみることなく。

「すまんな、グリューネ」

「何よ、突然」

「ロジオンがこんなことになったのは、俺のせいかもしれんって思ってな。嬢ちゃんを見捨てようとしてたロジオンに、俺がホントにそれでええのかって確かめたんや。それでロジオンは――」

「やめてよ、イゼル」

　強い口調で、彼女は友人の言葉を押し留める。

「そんなの、別にあんたのせいじゃないわ。だって、選んだのはあの馬鹿でしょ。あの馬鹿が自分で決めたことなんだから……だから、なんとか、赦そうって、思えるんだから……」

「そうやな……すまん」

　もう一度謝るイゼルに、グリューネは返事ができない。

　唇が、喉が震えて、声を出すことができなかった。

「やめてよね……ほんと」

　それでも、絞り出すように発されたそんな言葉と共に、生温い何かが頰を伝うのを、グリューネは感じていた。
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「失礼いたしました」

　そう告げて立ち去る部下――帝国軍の尉い官かんが姿を消すと、グリンカ元帥は小さく溜息を吐いた。

　標的としていた聖王剣と、それを持つ少年たちが消息を絶ってから二週間が経っていた。

　ヴォストックからの報告は受けている。

　指揮を執とっていたドミートリィ・カルコフ中尉は戦闘で死亡。他にも、特務保安局と帝国軍双方に多くの犠ぎ牲せいが出た。

　電報でそれらを知らされた彼は、グリューネシカ准尉――彼の娘でもある部下に、帝都への帰き還かん命令を出した。

　作戦は完全に失敗に終わったと言っていい。

　もしもの時にはロジオンを殺すと豪ごう語ごしていたアンナ・バラバノフとは連絡が取れない。戦闘の際に発生したという崩落事故に巻き込まれたのか……。

　崩落事故――それは当然、単なる自然現象ではないだろう。

　聖王剣が使われたのだ。再び、あの異い形ぎようにして偉い大だいなる力が。

　その影響は、近いうちに波は及きゆうして帝国全土に広まるだろう。帝都にも、この間のように幾つもの災害が発生し、その対応に追われることになる。

　距離があるため、以前ほどの規模にはならないはずだ。

　だが、問題は今回限りではない。

　聖王剣は、使用されるたびに大地に眠る霊力に働きかける。

　災害の発生はそのためだ。

　そして、それは繰り返されれば繰り返されるほど、その揺らぎを乗ずるようにして蓄ちく積せきしていく。

　やがてその力が抑えられなくなる時――それは、世界が滅する時だ。

「それだけは……止めねばならぬ」

　自分でも気づかずに呟きながら、イーゴルは東向きの窓を見遣る。

　特務保安局の本部。

　その外を流れるベルーガ川は、両岸に初夏の草花を携えながら、静かに流れていた。

　この一ひと月つきほどで、イーゴルの帝国内での立場は大きく変わっていた。

　帝国評議会――皇帝インペラトールですらその権限を無視できない立りつ法ぽう府ふ――の議長が退任に追い込まれ、その後『爆破事件テロル』に巻き込まれ死亡した。

　その後任には、欠席者を除いた過半数の議員の支持によりイーゴルが就つくこととなった。

　現在の彼の立場は、帝国軍総司令官、兼、特務保安局局長、兼、帝国評議会議長、となる。直接の指し揮き権けんで言うなら、皇帝インペラトールよりも多くの人間が彼に付き従っている。

　そして、最高権力者たる皇帝インペラトールアレクサンドル四世は、老ろう齢れいで床に臥していることが多く、イーゴルを信頼し切っている。

　もはや、帝国の中枢のほとんどが、彼の掌しよう中ちゆうにあるといって良かった。

　だが――彼が欲するのは権力そのものではない。

　権力のための権力に、興味はなかった。

「私が望むのは、ただ、ヴァローナの永続と繁栄――」

「全く、ご立派な志こころざしですわね」

　後ろからの突然の声に、しかしイーゴルは驚きはしなかった。

　古い砦とりでを改築したこの建物の執しつ務む室しつに扉はない。

　彼の部下は大抵入り口のところで名乗ってから入室してくるが、まれにそうでない者もいる。

　古い友人や、あるいは彼女――アンナ・バラバノフがそうだ。

　イーゴルが驚いたのは、彼女が現れたことそのものよりも、彼女が彼の背中に突き付けたものにだった。

「これは……なかなかお帰りにならないと思えば――どういうおつもりかな。いつから〈魔銃遣い〉になったのだ？」

「ふふ……これはただの拳けん銃じゆうですわ。わたくしには〈魔銃〉を扱えるほどの霊力はありませんもの」

　言いながら、彼女は固い銃身の先を押し付けてくる。

　冷たい感触が、黒の軍服越しにも伝わってくるようだった。

「どういうつもりだなんて……まさか、わたくしが気づいていないとでも思っていたわけではありませんでしょう？　父を殺したのが貴方がただということに」

「…………」

「貴方とカルコフ中尉はロジオン・ペトローヴィチを殺害した。龍血族ドラコンクローフイとの和平を主張していた彼が邪魔だったのでしょう？　そして二段構えの噓で彼の死を飾った。公表されたのは『勇ゆう敢かんに戦い死亡した』という『英雄像』……帝国民は皆それを信じる。そして、軍や保安局員の近しい者にだけ『龍血族ドラコンクローフイに騙され殺された』という『真相』を流した。わたくしが知らされたのもそれ……そうしておけば皆、一つ目の『真相』を知った時点で、それ以上何かがあるとは思わないですものね」

「けれど、貴方は違ったというわけだ」

「ええ、彼のあの性格を思えば、その『真相』は充分ありえそうに思えますけれども」

　どこか懐かしむような口調。

　だが、それでいてこの女性は、彼を『父』と繰り返し呼ぶことはしなかった。

「けれど、それを語っているのが貴方とカルコフ中尉、というのが引っかかっておりましたの。だってその『真相』――帝国の『英雄』が実は憎むべき龍血族ドラコンクローフイに騙されて殺されたのだ――それはあまりに、兵士の感情を煽あおるのに都合の良すぎる物語ですもの」

「それでずっと調べていたというのかね？　私に気づかれぬように」

「そう……ご安心ください。本当のことを教えてくれた貴方の部下は、全員証人として生かしてありますわ。後々、真相を語った者として恩おん赦しやを与えなくてはなりませんものね」

「さすが皇こう太たい子し妃ひ殿下はご寛かん容ようでいらっしゃる」

「貴方と同じ……国民に気に入られるための、単なる話題作りですわ」

　さて、と切り替えるようにアンナは言う。

「そのことを知ってから今日までは長かったですわ。貴方がこの地位に立たなければ、わたくしとしては意味がありませんからね。二年前のあの夜と同じく、爆破事件テロルが発生して、政せい敵てきであった元帝国評議会議長が亡くなったそうですわね。おめでとうございます、現議長殿」

「……なるほど。何もかも知っていて、私に復讐する機会を窺うかがっていたというわけか」

　イーゴルは納得する。

　だが、背後のアンナはそれを否定するように小さく笑い声を上げた。

「冗談ではありませんわ。貴方を殺すことはわたくしの目的ではありません。わたくしが目指すべきことの、貴方は単なる手段に過ぎませんのよ。分散していた権力を、一箇所にまとめてくださって感謝いたしますわ。それはわたくしが有効に使わせていただきます」

「貴方が目指すべきこととは――」

　しかし、問いすら最後まで口にする間もなく。

　轟音が室内に響き渡る。

　嗅かぎ慣れた、懐かしい硝しよう煙えんの香りが鼻を突く。

　以前はもっと、常にこの香りが充ちた場所を、自分は心地よいと感じていた。

　そんなことを思い出しながら、イーゴルの意識は暗転していった。

　そして、漆黒の軍服に身を包んだ身体が、石畳の床に倒れていくのを、アンナはヴァローナの大地の永えい久きゆう凍とう土どのごとく冷たい視線で見下ろしている。

　だが、その両眼には、燃え盛る炎のような熱も、同時に存在していた。

　それは、憎悪と歓喜とを混ぜ合わせて調合した、熱狂という名の炎。

「元帥閣下、何が――あっ！」

　銃声を聞きつけた保安局員が駆け込んでくる。

　床に倒れた上官の姿に息を呑み硬こう直ちよくする彼に向かって、アンナは決然として告げる。

　首から提げた飾りに描かれた模様――皇族の証たる翼を広げた鴉の紋章を示しながら。

「司法局に連絡を。わたくし、アンナ・セルゲイヴナ・ヴァローナが、イーゴル・レオノヴィチ・グリンカ元帥を、偽ぎ証しよう罪ざいおよび国家叛逆罪により告発いたします」

　局員はそれを聞き、悲鳴のような返事をして飛び出していった。

　アンナは、帝国の権力の頂点にまで上り詰め、そしてたった今自分の手で骸とした男に一いち瞥べつをくれてから、部屋を出る。

「わたくしが目指すべきこと――そうですわね」

　今更のように、彼女は男の問いに答える。

「ヴァローナ人と龍血族ドラコンクローフイのそれぞれに力を与える……相手を憎み、壊すための力を与えることですわ。手で殴り合うより石を投げ合う方が、それよりも鎗やりや大砲や――〈神しん具ぐ〉や〈魔銃〉を使う方が、当然その規模は大きくなりますもの」

　そのための聖王剣と〈三聖具〉。

　そして、そのための権力の掌しよう握あく。

　独り語るアンナの顔はしかし、一個の大帝国の未来を語る表情には見えない。

　それはどこか、子供が遊戯ゲームに興じているような――。

　アンナはそれを自覚しながら、思いついたことを口にする。

「そうそう、子供の我が儘ままのようなものですわ。自分の大切にしていたものが喪われ、それをもう完全に取り戻すことができないというのなら、いっそのこと総てを壊してしまえ、というね」

　大切にしていた人形の家ドールハウスがある。

　総てが特注品で、同じ品は一つとして使われていない、お気に入りの玩具であり、彼女にとっては、それで遊びながら一日を過ごせるほどの、一個の世界だ。

　その中の、家具が一つ、あるいは人形が一体、無くなってしまったらどうするか――彼女なら、迷わずその家と、人形と、家具を総て、叩き壊して、暖だん炉ろに焼くべてしまうだろう。

　それと同じことだ。

　欠けて、壊れ、元に戻らないのなら、全部いらない。

　壊れた瞬間にそれは彼女にとって、総てが不要なものとなった。

　だから――。

「さようなら、英雄さん。

　貴方が夢む想そうし、築こうとしていた千年帝国。

　わたくしが世界と共に、滅ぼして差し上げますわ」
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「姉ちゃん！」

　家の扉を開けて、姿を現したアンナに、ロジオンは飛びついた。

　バラバノフ家の屋敷からここまで馬車に乗ってきたはずの姉の外套コートには、しかし大量の雪が降り積もってしまっていた。

「久しぶりね。ロジオン、いい子にしてた？」

「ああ、俺だって来年から中等部だぜ？　もう大人なんだからな！」

「ふふ、そうだったわね」

　アンナは笑いながら外套コートを脱ぐ。

　それを受け取ろうと、椅い子すから立とうとした母を手で止めて、

「座っていてくださいな、お母様。お加減はあまりよくないのでしょう？」

「いやね、アンナ。そんな年寄りみたいな扱いをしないでちょうだい。それに、口調がすっかり貴族みたいになって、なんだか落ち着かないわ」

「あら、ほんと。いけないいけない……」

　アンナは驚いたように目を丸くすると、頭の横に握った両手を持ってくると、力を込めるようにそれを自分のこめかみに当てる。

「……何やってるんだ、姉ちゃん？」

「頭を切り替えてるのよ。こうやって――むむむむ……ぱっ！」

　と、突然手を開くと、アンナは顔を上げて、笑みを浮かべた。

　その表情は、それまでの上流階級じみたものとはまるで違う。歳とし――ロジオンの二つ上――相応のものだった。

「――これでどう、お母さん？」

「そうね。そうしてくれていたほうが、私は嬉しいわ」

　母は、苦笑交じりにそう答えた。

　アンナは外套コートを掛けると、母が座っている食卓の横を抜け、台所の方へ向かう。

　小さな家だ。玄関を入った時から、魚をオーブンで焼く香ばしい香りが漂ってきていた。

　もうすぐ出来上がるところだろう。

　しかしそれにしては――。

「――それで？　お父さんはまだなの？」

「そうね。この雪だから……」

「もうっ、お母さんは甘いのよ。そうやっていっつも遅れるんだから。今日こそ、お父さんの分の料理は抜きね」

「じゃあ俺が喰っていい？」

「ええ、食べちゃいましょう。魚も、鶏も、聖パ菓ス子ハも、ぜーんぶね」

「やったぁ！」

　騒ぎ合いながら食器を準備していく二人。

　アンナが戸棚から出し、ロジオンがそれを食卓に並べていく。

　母はそれを座って見ている。

　母はあまり身体が丈夫ではない。

　父は帝国軍の軍人で、めったに帰ってこられない。ロジオンも学校に通っている。今は近所の人に、一日何度か様子を見に来てもらっているのが現状だ。

　母の体調という問題があり、アンナはロジオンが生まれた直後バラバノフ家の養女となった。子供を二人育てるのは厳しいだろうという判断だ。

　けれど、今はもう大丈夫だとアンナは思っている。

　アンナ自身もそれほど健康ではなく、バラバノフの屋敷では家庭教師に学んでいる。

　が、中等部の勉強が済んだら、この家に戻ってきたいと考えていた。

　義ち父ちも了承してくれた。

　だから今度からは、年に数回ではなく、いつもこうして家族と過ごすことができる。

「いやー済まない、遅くなった。雪で馬車が埋まってな」

　扉が開くなり、ロジオンが皿を放り出して駆けていった。

「ちょっと！　ロジオン」

　アンナは慌ててそれを受け取り、食卓に乗せる。

　玄関には、大柄の男が立っていた。大きめに作られている扉でも、頭をぶつけそうなほどだ。

　ロジオンとよく似た黒髪と黒目。身に纏まとうのは濃緑色の軍服。

「父さん！」

　叫んで、ロジオンが飛びついた。

「おいおい、この前、次は敬礼で迎えてくれるって言ってなかったか、ロジオン？」

「！　そうだった！」

　ロジオンは慌てた様子で父から離れると、反りすぎなほどに背筋を伸ばして、手を額の横に当てた。

「御お勤つとめ、ご苦労様です！」

「おう、ロジオン・ペトローヴィチ・ロジオノフ、ただいま帰き還かんしました」

「戦利品は？」

「大量であります」

　おどけてそう言うと、父は肩に提げていた鞄かばんを降ろすと、その中身を床に広げる。

　大量の錻ブリキの玩具に、ロジオンは目を輝かせる。

「ありがとう、父さん！」

「おう」

　笑みを浮かべて頷くと、父は母の元へ。

「ただいま」

「おかえり」

　短くそう言って、笑みを交わし合う。

　それだけで、二人の間では伝えるべき気持ちが伝わっているようだった。

　もちろん、後でまた沢たく山さん語り合うのだろうけれど、今は――。

「ほら、お父さん、手伝ってちょうだい。ロジオンも。魚が焦げるわよ！」

「うわ、分かったよっ」

「了解、鬼おに軍ぐん曹そうどの」

「誰が鬼軍曹よ！」

　三人は、母が調理した料理を皿に乗せ、食卓に並べていく。

　こんな――。

　まるで人形遊びの一幕のような風景が、来年も、また次の年も、訪れると思っていたのだ。

　けれども、一つの戦争がそれを奪った。

　幾つもの場所でそれは喪われただろう。

　流された涙と共に、珍しくもないもの、大量の数字の中の一つとして処理され、歴史の流れに埋没していく。

　無論、誰にも知る術などない。

　その、大量の喪失の内の一つが、世界すら揺るがす二人の導き手を生み出す発ほつ端たんとなることなど――。
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「今年の冬は、なかなか終わらないわね」

　窓から庭の雪景色を眺ながめ、グリューネは言った。

　数日前に一度緑を覗のぞかせた樹々が、今はまた吹雪のために真っ白になっている。

　三年前、四月に雪が降ったあの時よりも、さらに冬は長引いていた。

　今から、この吹雪の中、出かけなければならないと思うと、少しだけ憂ゆう鬱うつだった。

　執しつ事じのアランが差し出す外套コートを身につける。

　その下に彼女が身につけているのは赤い連服ワンピースの正装。

　今日は特とく務む保ほ安あん局きよく員ではなく、グリンカ家の当主として赴かなければならない。

「お母様」

　声に目を向ければ、階段を降りて玄げん関かん間まへやってくる二人の子供の姿があった。

　どちらも五歳くらいの少年だ。

　その外見は、あまり似ていない。片方は黒髪に灰色の瞳で、純ヴァローナ人らしい外見だが、もう片方は金色の髪に青の瞳で、その額ひたいには、瞳の色と同じ紋もん章しようがあった。

　侍じ女じよに伴われた彼らは、着慣れていない正装を煩わずらわしそうに、しかしどこか自じ慢まんげに見せつけるようにして歩いてくる。

　グリューネは微笑んだ。

「よく似合っているわ、ヨハンも、アキームも」












　照れくさそうに微笑み返す二人の少年と対照的に、執事はどこか渋い表情である。

「何か言いたいことがあるようね、アラン」

「いえ、その……やはり、お二人も、連れて行くのですか？」

「当然でしょう」

　グリューネは左右の手をそれぞれの子供の肩に乗せる。

「しかし、このような公式の場に……幾ら正式に養子にしたとはいえ……お二人は元の親も分からないですし、それにアキーム様は――」

「諦あきらめなさい、アラン。私は、誰かと結婚するつもりも、子供を作るつもりもないわ。この二人が、グリンカ家を、そして次代の帝国を担になうの。当主である私がそう決めたのだから、異論は認めません」

「…………」

　彼女は真っ直ぐに、グリンカ家に長年仕えてきた執事を見据える。

　グリューネの目を見て、譲ゆずる気がないという色を感じ取ったのだろう。彼は一礼して身を引いた。

「承知いたしました。この件に関しましては、もう差し出がましいことは申しません」

「あら、他のことはまだ口うるさく言うってこと？」

「当然でございます。当主になられたとは申せ、グリューネシカお嬢様には、まだまだ至らぬ点が多うございます。全く気の休まることがありません」

「言ってくれるじゃない――」

　と眉を吊り上げて執事に迫ろうとしたところで、

「何しとるんや。もう馬車の準備、できとるで」

　言いながら、裏口に通じる廊下の方から姿を現したのは、褐かつ色しよく肌に桃色の髪の、カダール人の青年――イゼルだ。

「こんにちは、おじさん」

　と挨あい拶さつしてくる少年二人に「お兄さん、や」と頭を撫なで回しながら答えつつ、グリューネに目を向ける。

「酷い雪や。少し早めに出た方がよさそうやな」

「そうね。きっと、この雪でも人がいっぱいいるでしょうし」

「そうやな。何しろ五十三年ぶりの戴たい冠かん式しきや」

　戴冠式――皇こう帝てい即位の式典は、この国にとっては最も重要な儀式の一つだ。

　恐らくは帝都中の市民が集まり、他の都市からも多くの人が集まっている。

　会場となる、皇宮前広場は酷い混雑となるだろう。

　当然、貴族たるグリンカ家のためには宮殿内に席が用意されているが、そこに着くまでが問題だ。

「それにしても」

　とイゼルは二人の養子と並ぶグリューネを見て笑みを浮かべる。

「もうすっかりお母さんって感じやな。三年前の、当主に成り立てのときとはえらい違いや」

「イゼル？　それはつまり私が老けたとでも言いたいのかしら？」

「いやいやいやいや！　とんでもない。貫かん禄ろくがついたって言いたいんや！」

「それならよろしい」

　グリューネはやや得意げに執事の方に視線を向けた。

　アランは呆れたように小さく溜ため息いきを吐く。

「さて、それじゃ行きましょうか」

「はい、お母様」

　ヨハンとアキームが頷うなずきながら答える。

　この二人を、公式に皇族や貴族の集う場に連れて行くのは初めてのことだった。

　恐らくは、かなりの奇き異いの視線を浴びることになるだろう。

　嘲ちよう笑しよう、侮ぶ蔑べつ、あるいは公然と罵ば声せいを浴びせられる可能性もある。

　だが、それでも――。

「ねえ、イゼル」

「ん？」

「私ね……ロジオンを追ってる時、ずっとまだ間に合うって思ってたの。たとえどんなにロジオンが龍血族ドラコンクローフイの味方をしても、私の心が離れなければ、きっとあいつを連れ戻せるって……また、ヴァローナ人の側に戻ってくれるって、そう思ってた」

「…………」

　屋敷の扉を開きかけたイゼルは、そのまま立ち止まって、彼女を見る。

　グリューネは、怯えるように、扉の前で立ち止まっていた。

　巣から飛び立つのを恐れる雛鳥のように――否、飛び立とうとする雛鳥をまだ早いと押し戻す親鳥のように。

「……でも、あいつの手が、龍みたいになったあの子の顔に伸びてるのを見て、間に合わなかったって思っちゃったの。ロジオンはもう、向こう側に行ってしまったって」

　でも、とグリューネは、さらに否定を重ねる。

　それは、この三年の間に、自分の中で積み上げていった変化だ。

　父が死に、彼が権力を手に入れるために行っていたことを知り――幾つもの、自分には見えていなかった世界のことを見られるようになって。

　――本当にロジオンは『向こう側』に行ってしまったのか。

　自分と彼の間に、断だん絶ぜつなどあったのだろうか。

　そんな疑問を重ね、積み上げていった変化。

「でも……今は、やっぱりまだ間に合うって思ってるのよ。だって、こうして一緒に暮らしてみたら、ヨハンとアキームの間に違いなんてないんだもの」

　ロジオンは『向こう側』になど行っていなかった。

　どこにも断絶などなかった。

　このヴァローナの大地はどこまでも続いていて、彼との間には、広大な距離が開いていただけ。

　それを更に遠ざけるのも、歩み寄って近づいていくのも、自分次第なのだ。

「そうよね、イゼル？　私たちは、この世界は、きっとまだ間に合うわよね」

「ああ、そうやな」

　イゼルは、浮かべていた笑みを消し、いつになく真剣な表情で頷いた。

「そう思うで。間に合わなくなることなんて……希望がごっそり根こそぎなくなってしまうことなんて、そうそうない。俺はそう思う」

「よかった……」

　小さく呟く彼女の手を、ヨハンとアキームが引っ張った。

「どうしたの、お母様？」

「早く行こうよ」

「…………そうね」

　グリューネは二人に頷きかけると、今度こそ屋敷を出た。

　今日の自分の行動が、歩み寄りの一歩になるのだと信じて。

　彼女たちを送り出したアランは、扉を閉じると屋敷の見回りを始める。

　貴族とは言え、所しよ領りようを多く持つわけではないグリンカ家は使用人の数が多くはない。

　この屋敷の管理は、かなり細かいところまでアランが担っていた。

　玄関間を見回る間、階段横に置かれた放送受信機ラジオを聞くことにする。

　つまみを回すと、雑音混じりの男性の声が聞こえてきた。

　普段より音が悪いのは雪のせいだろう。

　男性は今日の戴冠式について話しているようだった。

　最近放送が開始された電音ラジオ放送は、内容としては新聞とさして変わらないものだが、物珍しさもあって、つい聞いてしまう。

『本日は、皇宮前広場にてアレクセイ皇太子殿下の戴冠式が行われます。皇太子妃であらせられるアンナ殿下の衣装は、帝都ご婦人方の注目の的でありましょう――また――におきまして、議長でもあらせられるアンナ殿下がご提出されました、龍血族ドラコンクローフイ問題の最終的解決に関する立法案は、本日中にも可決され、戴冠式の後に、新皇帝インペラトールとなられるアレクセイ一世陛下から公布の予定。内容は、全龍血族ドラコンクローフイの強制移住――管理・統制のための収容所の設置――また――――』
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「龍りゆう姫ひめ様！」

　そんな風に呼ぶ声が聞こえ、ロジオンとリーザは共に顔を上げた。

　見れば、二人が立つ丘の上へと駆けてくる二つの人影があった。

　まだあちらこちらに残る雪に足を取られそうになりながら、絡からまり合うようにして登ってくるのは、まだ子供と言っていい年齢の二人だ。

　喉のどから首にかけて赤い紋章を持つ、やや黒い肌の少年――サルーン。

　もう一人は、彼よりだいぶ幼い、金色の髪の少女――ポーレチカという名前だ。彼女の方は、右目の下に左右非対称の紋章がある。

　二人は息を切らせながら、ようやく丘の頂上へと辿たどり着く。

「どうした？」

　ロジオンは彼らに声をかける。

　彼は、サルーンが着ているものと同じような、一枚布の民族衣装のような服を着ていた。帝都からここまでの旅の間着ていた、帝国高等学院の制服はかなり古びてしまったので、今は着ることはない。

　初めは着慣れず落ち着かなかったこの装束も、今では楽に着こなせるようになっていた。

　ロジオンに問われた少年は、どこか得意げな様子で丘の麓ふもとの方を指差す。

「また龍血族ドラコンクローフイの難民がやってきたって！　今度はアルフアンゲルスって街かららしいぜ！」

「アルフアンゲルス……また、遠いところから来たな……」

　帝国最北端、と言っていい都市だ。

　確か大規模な軍事工場がある――そこで働かされていた者たちが脱走してきたのだろう。

「よし、迎えに行こう。リーザ」

（ええ）

　頷きと共に頭に声が響く。

　彼女は初めにロジオンと出逢った時とよく似た、白の連服ワンピースを身につけている。

　その服装は、一番彼女に似合っている。ロジオンはそう思っていた。

　ロジオンたちは丘を下っていく。

　ロジオンとリーザが連れ立って歩き、リーザの横にサルーンが並ぶ。

　ポーレチカの方は、兄代わりの少年の陰に隠れ、ロジオンの方を窺うかがっている。前よりは随分慣れてくれたが、まだ受け入れられたとは言い難かった。

　それはまるで、この集落の人々の、ロジオンに対する態度を示しているようでもあった。

　リーザが住んでいた村の跡あと地ちに、彼らは辿り着き、街を再建していた。

　とはいえそれは、サルーンが暮らしていた地域の遊牧民の技術を学んで作った、簡易住居ユルトの集合地だ。

　帝国の襲撃を受け、いつ移動しなければいけなくなるかも分からない現状では、大規模な都市を作ることは、まだできなかった。

（でも、少しずつでも、進めていくしかないんだよな）

　ロジオンは、自分たちが向かっている、山間の集落を眺める。

　ロジオンたちと共に、最初にこの地に辿り着いたのは、三十人ほどの龍血族ドラコンクローフイだった。

　あの洞窟から旅立ち、ロジオンたちについてきてくれた者の多くが命を落とした。

　あるいは旅の途中で力尽き、あるいは帝国兵に襲われ、あるいは誰かを護るために自ら命を投げ打った。

　そうして辿り着いたこの地で生活を始めてからも、何人もが死んだ。

　食料の不足に、冬の寒さに耐え切れず。

　だが、それ以上に、各地から新たな者が訪れた。

　あるいはそれは、ロジオンたちが周辺の帝国軍を掃そう討とうしたお陰かもしれない。

　単なる伝説だった『再建された龍血族ドラコンクローフイの村』は現実のものとなりつつある。

（まあ、俺は聖せい王おうでもなんでもないけどな……）

　ロジオンは今は、腰に聖王剣を提げている。

　指にはリーザと話すための〈ダヴィドの指輪〉を嵌はめている。

　だが、三年前のあの日、あの女性から渡された〈カロリーナの宝ほう冠かん〉は、結局使うことはなかった。

　今はそれは、集落の簡易住居ユルトの一つに保管してあった。

〈マリヤの首飾り〉は未だ行方が知れない。

　だが、ロジオンも、そしてリーザも、それを無理に追い求めるつもりはなかった。

　聖王剣ゲーオルギィと〈三聖具〉。

　それは結局、彼らが望むようなものではなかったのだ。

　それは、聖王リューリックの妄もう執しゆうの産物。

　その総てを、ロジオンが受け入れる必要はない。

　彼らは、彼らのために、使うべき力だけを使えばいい。

　それがロジオンたちの選択だった。

（あっ……）

「おっと」

　雪に躓つまずきかけたリーザを、ロジオンは支える。

「大丈夫か？」

（ええ……いえ）

　リーザは、頷きかけて、途中で首を横に振る。

（下まで、支えていってくれますか？）

　そう言ってくるリーザの顔は無表情だ。

　けれど、彼女が示したい表情は、ロジオンにはよく分かる。

　それと同じような顔をしながら、彼は手を引いた。

　サルーンとポーレチカが、何やらにやけた笑みを浮かべながらこちらを見てくる。

「おい、何か言いたいことでもあるのか？」

「別にー！」

　二人は丘を一気に駆け下っていった。

　ロジオンは苦笑しながらリーザと顔を見合わせる。

　いつか――。

　ロジオンは思う。

　いつか、グリューネや、イゼルと、こんな風にまた過ごせる時が来るだろうかと。

　あるいは、自分たちには無理でも、サルーンやポーレチカが、あるいは彼らの次の世代が、どこででも好きなように笑える時が。

　そうなることを願いながら、ロジオンたちは新たな仲間を迎えるため、歩を進める。

　――まだ。

　彼らは知らない。

　ヴァローナの大地の悲ひ劇げきが終わりではないことを。

　不ふ寛かん容ようの豪ごう炎えんは、微かに灯ともった理解の感情を、簡単に飲み込んでしまう。

　この地より遙はるかな西で、新たなる火種は生まれていた。

　それは、彼らの小さな望みをいとも容易たやすく打ち壊し、新たなる惨さん劇げきをこの世界にもたらす。

　永劫に続く闇のような絶望の中、だが、生まれた希望も途切れることはない。

　果たして。

　希望が残ることは救いなのか？

　無限に終わらない苦しみの中、救いがあると信じさせられることは幸いなのか？

　何かを信じ生き続けることは、歓よろこびなのか？

　先に死した者こそが、何者かに祝福されていたのではないか？

　世界が果てるまで――その答えが出ることはないだろう。

　だが、それでも、探し求めるのならば。

　悩み、呻うめき、倒れ、悔やみ、惑まどい、諦め――。

　それでも進め。

　進まなければ、何かを変えることも、何かを得ることも、叶いなどしないのだから。















　あとがき




　前回のあとがきでは「努力は報むくわれるとは限らないし、悪人が酷ひどい目に遭うとも限らない。世界はそんなふうにできてはいない」というようなことを書きましたが、なんとなくそうあって欲しいと思ってしまうことはあって、その『願い』はいつの間にか「そうでなければならない」という『信念』、あるいは「そうであるのだ」という『事実』に変わってしまったりします。そしてこれが『事実』となったとき、逆もまた『事実』と認識されてしまうことがあります。つまり「努力は必ず報われる」なら「報われていない人は努力していないのだ」とか、「悪人は必ず酷い目に遭う」なら「酷い目に遭っている人は皆悪人なのだ」とか、そんな感じです。

　この「間違った因いん果が関係の逆転現象」みたいなこと（正しい言い方があるかもしれせんが知らない）はわりと普通にあるようです。

　失敗した時に「もっと頑張っていれば上手くいったんだ」と、無条件で努力不足を原因にしていないでしょうか？　誰かが暴ぼう漢かんやら強ごう盗とうやらに襲われたというニュースを目にした時「危険な場所に踏み込んだりしなければあんな目には遭わないはずだ」と、被害者側の行動に原因を求めたりしていないでしょうか？　けれど世の中はそんなに単純な因果関係でできてはいないようです。頑張った時より適てき度どに気を抜いた時のほうが上手くいくことがあったり、酷い目に遭っていない人と変わらない生活をしていた別の人がとてつもなく酷い目に遭ったりします。




　良いこと、悪いこと、という区分を作っているのは当然ながら人間です。善と悪の起き源げんとかそんな大おう仰ぎような話をするつもりはないですが、そもそも、人が集団で生きていく上で、その集団を維い持じするのに適した物事を『良いこと』、その集団を崩壊させるような危険な物事を『悪いこと』とみなしていったのではないでしょうか。もちろん集団＝社会が複雑になるにつれ、それらは単純に二分できるようなものではなくなっていったようにも思いますが。

　集団を維持するためには、集団の構成員が皆、その維持に適てきした行為をしたり、維持に役立つ物を増やしたりするのが好ましい。つまり皆が『良いこと』をすればいいわけです。そして、自分が為なした『良いこと』に対して『良いこと』が返ってくる約束事があれば皆もっと『良いこと』をするでしょう。逆に集団に対して害になるような行動をする者には何らかのペナルティが科かされることになります。『悪いこと』には『悪いこと』が返ってくる、これも約束事です。

　集団は基本的にこの約束事で運営されることになります。『良いこと』には『良いこと』が、『悪いこと』には『悪いこと』が、それぞれ因果関係として結びつけられるわけです。もちろん、それに当てはまらないような出来事――例えば人の手ではどうにもならない大災害――が、その約束事の例外として、人じん智ちを越えたもの＝神の怒りなんて言われた時代がありますし、集団の仕組みが複雑化するに従って、この因果関係もそう単純ではなくなっていきましたが。

　つまり『良いこと』には『良いこと』が、『悪いこと』には『悪いこと』が返ってくるという考えは人間が集団を維持していくために作り上げた、いわば仮か構こうであり、そもそも『良いこと』『悪いこと』という観念自体がその仮構を成り立たせる概がい念ねん的な要素でしかない、ということになるでしょうか。




　童どう話わとか民話とかには、特に何も悪いことをしていないキャラがこっぴどい目に遭わされて、しかもその遭わせた側は報ほう復ふくを受けないとか、真面目なキャラではなく怠なまけ者が人を騙だまして成功するとか、そういういわゆる「勧かん善ぜん懲ちよう悪あく」的ではない話が結構ありますが、そういうのを「jst-so-ness」なんて言うそうです。三み門かどは勝手に「そういうものだエンド」なんて言ってますが、これはそういう「人々がこうあってほしいと願う因果関係が作用しないことは普通にあるんだよ」ということをそれらの物語が伝えているのかもしれません。

　そもそもハッピーエンドとはなんでしょうか。バッドエンドとはなんでしょうか。どの作品だったか忘れたのですが、三門がハッピーエンド、大だい団だん円えんだと思っていた終わり方を「あれは酷い。なんだあのぶん投げエンドは」みたいに批ひ難なんしている人がいて「人によってこうも捉とらえ方が違うのか」と驚いたことがあります。それを考えると、程度の差こそあれ結局全ての物語は「そういうものだエンド」なんじゃないかなどと思ったりもします。『良いこと』『悪いこと』と同様『ハッピーエンド』『バッドエンド』も、特定の集団（あるいは個人）でそうと決められた約束事に過ぎず、物語という仮構を成り立たせる概念の一つでしかない。そしてそれは決して必ひつ須すの要素ではないのじゃないだろうか、とか。




　この『聖せい王おう剣けんと喪うしなわれた龍りゆう姫ひめ』には『英雄』という言葉は出てきますが、絶対的に英雄である登場人物はいません。名前に『英雄』の意味があるロジオンも、視点を変えれば人殺しでしかないでしょう。同じように『罪』という言葉は出てきても絶対的な罪ざい人にんはおらず、万ばん人にんが適していると思えるような『罰』が下されることもありません。ひたすらに悪であるだけの存在もなく、ただ『悪あく霊りよう』という概念だけの言葉が、それを意識する者にだけのしかかっています。

　この作品では、一定の方向性、志向性というものがありません。与えられなかった、と言ってしまっても間違いではないのかもしれません。誰かが『良い』と思うことは誰かの『悪いこと』かもしれず、努力は報われないかもしれず、『罪』と『罰』の間の約束事は機能していない……。

　そう、だから皆悩みます。惑まどいます。そしてその末に自分が正しいと思うことに向かって歩き始めますが、それが上手く行くという保証もありません。爽快感も納得感も満足感もないかもしれません。「ただそういうものとしてあるだけの世界」、それが『聖王剣と喪われた龍姫』の世界です。あるいはこれもまた、そうなりました、と言うべきかもしれませんが。




　それでは、そんな世界――「ただそういうものとしてあるだけの世界」は存在する価値がないのでしょうか。良いことと悪いことはいつでも不確かで境きよう界かいが揺らいでいて、罪の枠組みは時と場所によって常に移り変わり、罰は適正に下されず、何がハッピーエンドで何がバッドエンドなのかも曖あい昧まいな、そんな世界はないほうがマシでしょうか。

　しかし世界は「ただそういうものとして」厳い然ぜんと存在しており、そこには人が生きています。生き続けるつもりならば、そこで生きるしかありません。だったら、そこで出来ることはなんでしょうか？　何もかもが曖昧で不確かで定まっていない世界で、それでも出来ることは？

　三門なりの答えは、本編の中で示したつもりです。多少なりとも波長が合う方には、ひょっとしたら分かってもらえるかもしれません。分かってもらえたら、ちょっとだけ嬉うれしいです。その嬉しさが、人が、人と共に生きるための条件であり、理由であるのかもしれません。




　今回も、萩はぎ原わら[image: ]りん様には、優美にして可か憐れんなイラストを描いていただけました。登場キャラたちの絵ももちろん素晴らしいのですが、サルーンが住む洞窟集落のイラストを見たときには「本当にこの世界は、萩原さんのイラストあってこその世界だ」と思いました。ありがとうございました。

　担当様には、沢山のご助言、ご示し唆さを頂きました。三門にとってはかなりハードルの高い世界観、設定、展開の本作でしたが、担当様のお陰でなんとかまとまりのある形にすることができました。特に今思えば、一番始めの「ロジオンとリーザの立場は逆にしませんか？」が凄く大きかったなぁと感じています。ありがとうございました。




　最後の最後に、という感じですが、『聖王剣と喪われた龍姫』、ヴァローナの大地を舞台とする不器用な劇げきはこれにて終しゆう幕まくとなります。毎月大量の本が並ぶ中この作品を手に取り、こんなところまでお付き合い下さった読者の皆様には感謝の念が絶えません。望むらくはこの閉へい演えんに当たって、皆様それぞれに何らかの想いが残されたことを。




　一応、ファミ通文庫ではまた次の作品を出させてもらえる（かもしれない）ようで、担当さんと話を進めさせていただいております。次回も異世界ファンタジーの構想を練っていますが、『聖王剣』とは世界観も雰囲気も、がらりと変わる予定です。予定はあくまで予定なのですが、お待ちいただければ幸いです。

　それでは、またどこかでお会いできましたら嬉しく思います。





三門鉄てつ狼ろう






　追伸。

　今月はオーバーラップ文庫から『いずも荘はいつも十月　そのにっ！』も出ております。『聖王剣』とは全然雰囲気の違うラブコメですが、こちらもよろしくしていただけると嬉しいです。

　ではでは。












著者

三門鉄狼

Mikado Tetsurou




北海道札幌市に生息するサッカオオカミ。

この作品を書くにあたりロシア語をちょこっとだけお勉強したのですが、そこにあった例文――

「あれは何ですか？」

「あれは熊です」

って、見りゃ分かるだろ！　訊いてないで逃げろー！

あ、ちなみに作中に出てくるのはヴァローナ語なので、ロシア語と違うところがあっても怒らないでくださいね。







イラスト

萩原 [image: ]

Rin Hagiwara




３月30日生まれ、広島県在住。

某ミュージカルが生きがいで、公演の時だけ引きこもることをやめて東へ西へ飛び回ります。

ですが来年でそれも終わりなので、何か新しい生きがいを見つけなければと焦る今日このごろです……。

http://xxvivixx.noor.jp/
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